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例　　言

1．本報告書は広域営農団地農道整備事業南淡路地区に伴い淡路県民局地域振興部洲本土地改良事務所

の委託を受けて平成16年度に発掘調査を実施した汁谷窯跡群および汁谷遺跡の発掘調査報告書であ

る。

2．兵庫県教育委員会が発掘調査主体となり、兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所の森内秀造と藤

田　淳が発掘調査を担当した。

3．兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所における遺跡調査番号は下記の通りである。

汁谷1号窯　　　　2004143

汁谷2号窯　　　　2004143

汁谷遺跡　　　　　2004144

4．遺跡の所在地は南あわじ市（旧三原郡三原町）神代黒道100－3・101、103－1・135－1他である。

5．遺物番号の表示は本文・図版・図面を通して統一した。

6．南あわじ市城地図は、旧三原町および南あわじ市編集発行のものを使用した。このほか、三原平野

周辺の地質図については旧通産省地質調査所平成7年の「地質図　徳島」をもとにして作成した。

また、使用地図はすべて北を上にしている。

7．本報告書については、森内と藤田が共同で執筆し、編集については非常勤嘱託員杉本淳子・藤川紀

子・加藤裕美・豊田貞代の協力を得て行った。

8．遺構写真は調査担当者の撮影によるもので、航空写真および遺物写真は株式会社アコードに撮影委

託したものである。

9．汁谷窯跡については平成15年度に三原町教育委員会（現、南あわじ市教育委員会）によって灰原の

一部の調査が行なわれている。遺跡の詳細は未報告ではあるが、今回の成果をより有効とするため

に、調査担当者の山崎裕司氏より特別にその概要報告を頂いた。

10．須恵器については、三辻利一鹿児島国際大学客員教授に胎土分析を行なって頂き、また、独立行政

法大産業技術総合研究所主任研究員　寒川旭氏に噴砂痕跡について、現地指導の上、所見を頂いた。

11．花粉分析ならびに炭化材の樹種同定については株式会社古環境研究所に依頼した。

12．整理後の遺物については、兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所魚住分館に保管しているが、資

料番号の詔の円面硯については南あわじ市教育委員会に保管されている。

13．調査および報告書の作成にあたっては、下記の方々のご指導とご教示を仰いだ。記して感謝の意を

表するものである。

鹿児島国際大学

独立行政法大産業技術総合研究所

洲本実業高等学校元教諭

独立行政法人奈良文化財研究所

京都府立大学

小桧市教育委員会ノ

大野城市教育委員会

大津市教育委員会

大阪歴史博物館

洲本市教育委員会

南あわじ市教育委員会

南あわじ市神代黒道自治会

三辻利一

寒川　旭

岡本　稔

巽　淳一郎・西口畜生・神野　恵

菱田哲郎

望月精司

舟山良一・石木秀啓
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遺物図版16　汁谷遺跡SK201上層出土須恵器

遺物図版17　汁谷遺跡SH201出土土器

遺物図版18　汁谷遺跡SD209出土弥生土器

遺物図版19　汁谷遺跡出土石器

b．1号窯GK層出土須恵器

b．2号窯出土須恵器



第1章　調査の経緯

第1節　調査に至る経過

兵庫県南部に位置する淡路島は、西は播磨灘、東は大阪湾と紀伊水道に囲まれた瀬戸内海最大の島で

ある。山が多く耕地率は19％に過ぎないが、温暖で肥沃な三原平野をかかえる南淡路地城は、耕地面積

も広く全国的にも有数の農業地帯となっている。三原川流域に広がる三原平野では、恵まれた地理条件

と気候条件、高度な農業技術を生かし、酪農を基幹として多毛作による水稲・生鮮野菜・玉ねぎなどが

栽培され、生産性の高い農業が営まれている。農産物は京阪神方面へ出荷され、阪神都市圏の「食」の

供給基地として重要な役割を果たしている。

しかし、当地域の主要な道路は一般交通が多く、渋滞も頻繁に発生している上、平成10年4月の明石

海峡大橋開通以来、島内の交通量は増加傾向にあり、農産物輸送に支障が生じている。このため、「淡

路広域営農団地整備計画」にもとづき、交通の安全確保と輸送の効率化を図る広域的な農道を建設し、

農業生産基盤と農村の生活環境を一体的に整備する事業が展開されることとなった。

本事業は、広域営農団地農道整備事業　南淡路地区（通称「オニオンロード」）として、兵庫県淡路

県民局地域振興部洲本土地改良事務所によって平成6年度から開始されたが、これに伴い、兵庫県教育

委員会埋蔵文化財調査事務所では、平成8年4月15日～18日、洲本市～旧南淡町間の事業予定地約16km

について分布調査を行った。この結果、11ヶ所の地点で遺物散布地が把握されたが、南あわじ市神代黒

道では、淡路最古の窯跡として周知されていた汁谷窯跡の近接地が事業予定地となっており、遺跡の存

在が有力視されるところであった。その後、ルート変更に伴う再分布調査などを経て、平成15年11月に

挿図1　広域営農団地農道整備事業南淡路地区
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確認調査が行われた。汁谷窯跡周辺では黒道地区の氏神を祭る神社の南面で遺構・遺物が検出され、翌

平成16年に本発掘調査を実施することとなった。

なお、本事業と並行して周辺のほ場整備が県営土地改良総合整備事業として展開され、これに伴い旧

三原町教育委員会によって、平成14年10月10日～25日に確認調査が、同年12月10日～平成15年3月13日

に本発掘調査が実施された。その結果、神社の南西斜面下の調査区（A地区）において汁谷窯跡の灰原

が検出され、多数の須恵器が出土した。また、農道建設予定地北側の調査区（B地区）では新たに弥生
きらい

時代中期の遺物包含層と若干の遺構が発見され、「喜来遺跡」と命名された。

第2節　確認調査

調査期間：平成15年11月26・27日

調査面積：61Id

調査担当：主査　山上雅弘

汁谷窯跡群は現地踏査や旧三原町教育委員会の発掘調査によっておおよその位置が推定できる。工

事範囲も狭いことから、窯跡そのものを対象とした確認調査は行わず、東側の丘陵上と山裾部の耕地に

ついてトレンチあるいはグリッドを設けて調査を行った。丘陵上および窯跡群より東側の耕地では、遺

構・遺物とも発見されなかったが、西側の耕地では、柱穴や溝が検出され、窯跡群に最も近いと考えら

れるトレンチからは多量の須恵器が出土した。発見された遺構や遺物は汁谷窯跡群とほぼ同時期のもの

である可能性が高く、窯跡群に関連する遺跡（汁谷遺跡と命名）が広がっていることが予想された。

第3節　本発掘調査の経過

調査期間：平成16年5月25日～8月1日

調査面積：812崩（汁谷窯跡群：143Id　汁谷遺跡：669扇）

調査担当：主査　森内秀造　　主査　藤田　淳

調査工事請負：株式会社太田土建、航空測量委託：株式会社アコード

現場補助：榎本康孝　　室内作業：阿部由香子、藤原妙美、川向久美、高谷文子、森西真琴

調査対象地はオニオンロード本線部分と神社への参道新設部分があり、前者が主に汁谷遺跡の調査範

囲に相当し、後者が汁谷窯跡群の調査範囲に相当する。

1．汁谷窯跡群の調査経過

汁谷窯跡群については旧三原町教育委員会による発掘調査によって灰原の末端部分が検出されている。

周辺のほ場整備事業によって、現地形が改変されてしまっていたため、調査担当者である山崎氏ととも

に調査時に設置された基準杭などの位置を確認したところ、今回の調査範囲に灰原の中心部分が広がる

ことが確実祝されることとなった。

汁谷窯跡群の調査区は山裾斜面であるが、神社境内を造成する際に大規模な盛土が行われており、表

土と盛土については重機によって除去した。その後、人力によって精査を試みたところ、調査区の南半

で灰原の広がりを確認することができた。灰原には幅50cmの畦を十文字に残し分層発掘を試みたが、調
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査範囲が狭い上に傾斜があることから、十分な調査は行えなかった。そこで、最後に残った畦の堆積状

況を詳細に検討し、それぞれの層ごとに遺物を取り上げ、これを基準として遺物整理作業の中で再検討

することとした。1号窯では窯体は検出されなかったが、境内の盛土下から山裾にかけて残存している

ことが予想された。

次に、調査区の北半では灰原が収束し、地山の岩盤も露呈し始めたことから、当初、窯跡は存在しな

いと考えていた。しかし、北端付近で岩盤の急激な落ち込みが見られたため掘削を進めたところ、窯体

であることが判明した。先に調査した灰原を1号窯、新たに発見された窯体を2号窯と命名することと

した。2号窯では通常の窯跡で見られるような灰原は形成されておらず、窯体前面に厚さ数cm程度の薄

い炭層が小さく広がるにすぎなかった。また、炭層下には大きな土坑が掘削されていた。

2号窯の検出範囲は、焚き口付近から2mあまりで、後方は調査区外へ続いている。中央に横断の畔

を1本のみ設定して窯体内の掘削を進めた。遺物は少なく、床面からも数点の須恵器が出土しただけで

あったが、舟底ピットも確認できた。

2号窯では灰原がほとんど形成されていないものの、窯壁は良く焼成されていた。窯壁の断ち割りに

ついては、後述のように遺構の地下保存が決定されたことから、ごく部分的な調査に留めた。

さらに、2号窯の北側は参道工事ではほとんど掘削が行われないため、調査対象から除外した。しか

し、道路本線にかかる部分については三角形状の範囲を調査した。近世以降と考えられる溝一条が発見

されただけで、新たな窯跡は存在しないことが確かめられた。

これら窯跡の概要が判明した後、窯体の残存状況を調査するために神社境内周辺の磁気探査が当事務

所の西口和彦調査専門員によって行われたが、盛土が厚く良好な結果は得られなかった。

2．汁谷遺跡の調査経過

汁谷遺跡の調査対象地は3段の耕地からなる。延長約50

mに対して各段の段差は50cm程度で、開墾以前は山裾から

延びる緩やかな傾斜地であったと思われる。上段と中段で

は薄い遺物包含層が認められる部分もあったが、下段は、

耕作土の直下で遺構面（地山）に達した。したがって、耕

作土のみを機械で掘削し、それ以下は人力での調査となっ

た。

確認調査の結果によれば、汁谷窯跡群とほぼ同時期の遺

物が出土しており、掘立柱建物なども存在するようであっ

た。大半の遺構は埋土の色調が地山と明瞭に異なり、遺構

密度も低かったことから、調査は比較的順調に進んだ。し

かし、遺構周縁部の埋土が地山と極めて類似している遺構

（SK201・SH201）もあり、SH201などは、当初、半円形状

の土坑と考えていたものが、方形の竪穴住居跡に修正する

こととなった。SB201やその周辺の柱穴も地山に似た埋土

のものが多く、検出に苦労した。

また、確認調査では未確認であった弥生時代の遺構も新
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たに発見され、弥生時代と歴史時代の2時期の遺跡であることが判明した。

さらに、SH201の直下では噴砂と思われる砂の帯が土層断面で確認され、産業技術総合研究所の寒川

主任研究員に現地指導を仰いだ。降雨による遺構の水没などにより、断面の状況は良くなかったが、近

辺にも同様な砂の帯があり、噴砂であることが確認できた。

3．調査成果の公開と2号窯の保存

汁谷窯跡群は淡路最古の須恵器窯である。その出土品から

古墳時代から飛鳥時代への須恵器生産の移り変わりが追える

ことや、工房跡と考えられる遺構も検出されるなど、貴重な

成果が得られた。こうした成果を公開するために、6月30日

に記者発表を行い、7月3日には現地説明会を実施した。

説明会には地元黒道地区の住民22名をはじめ、約90名の見

学者があった。また、地元小学校を対象とした現場見学会も

開催し、6月15日には三原町立神代小学校児童及び担任教諭

71名、7月8日には三原町立市小学校4－6年生及び父兄15

名が参加した。

このように、淡路では数少ない窯跡が良好に遺存している

ことや、地元住民の遺跡に対する意識の高まりを受け、2号

窯の地下保存について洲本土地改良事務所と協議を行った。

窯跡群周辺の工事は、オニオンロードの建設によって失わ

れる神社への参道を確保するために施工される。南（1号窯

写真3　神代小学校の現場見学

写真4　工事完成後の遺跡周辺

側）から北（2号窯側）に向かっての登り傾斜の参道となり、

2号窯周辺の掘削はごく浅く、盛土が中心の工事となる。そこで、重機などの走行によって窯跡が損壊

しないよう慎重に工事を実施することで、2号窯の保存が図られることとなった。このため、現地の管

理引き継ぎに先だって、窯体内に土嚢を充填し補強した。

第4節　整理作業

発掘年度の16年度に水洗いから接合までの作業を実施し、平成17年度に実測からトレース・レイアウ

トの諸作業を行ない、報告書の刊行を行なった。

接合・復元作業：吉田優子・西口由紀・蔵　幾子・大仁克子・宮野正子・河上智晴・早川有紀・荻野

麻衣・西谷美保

実　測　作　業：杉本淳子・藤川紀子・加藤裕美・八木和子・増田麻子・佐々木誓子・高橋朋子・木

村理恵

トレース・レイアウト作業：杉本淳子・藤川紀子・加藤裕美・豊田貞代
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第2章　遺跡の歴史的環境

第1節　地理的環境

兵庫県淡路島は、周囲174km、総面積597k崩を有する。

古代においては津名郡と三原郡の2郡からなり、三原

郡に国府がおかれた。三原郡4町（線町・三原町・西

淡町・南淡町）は平成17年1月11日に合併して、人口

54，763人、面積229．14k戒の南あわじ市となり、津名郡

5町（淡路町・北淡町・津名町・東浦町・一宮町）も

平成17年4月1日に合併して淡路市となった。津名郡　へノ

で残る五色町も平成18年2月11日に洲本市と合併して

「　　二二

洲本市となり、津名と三原の郡名は行政区画上の名称ブ
から姿を消した。

淡路島の地質は、花尚岩から構成される北部の津名

山地と和泉砂岩や頁岩から構成される南部の諭鶴羽山

地に大別される。諭鶴羽山地の北西側には、三原川や

大日川などの流域に低位段丘化した扇状地が広がって

おり、島内最大の三原平野が形成される。三原平野の

南東半分は段丘化した扇状地が、北西半分には低平な

沖積地が広がり、大日川・三原川・成相川などの各河

川が南東から北西方向の播磨灘に流れている。

前＼

／く　感9
ヽ

ヽ

＼

∂

挿図2　遺跡の位置

第2節　歴史的環境

うらかべいけ　　　　　そね

旧石器時代の遺跡としては、神代浦壁の浦壁池遺跡や筒井曽根遺跡があり、ナイフ形石器が採集され

ている。浦壁池遺跡のナイフ形石器は後述のように瀬戸内沿岸地域では類例の少ないチャートの縦長剥

片を素材とするものである。これに対し、曽根遺跡のナイフ形石器は淡路市岩屋のまるやま遺跡と同様

に国府系のナイフ形石器で、淡路島内でもようやくナイフ形石器文化期の資料が散見されるようになっ

た。
みなみはた　　　　　　　　ながはら　　　　　　　　　くすだに

縄文時代の遺跡としては、まず、八木養宜中の南畑遺跡や牛内川流域の長原遺跡（賀集牛内）や桶谷
みなみはた

遺跡（賀集野田）があげられる。南畑遺跡では多量のサヌカイト製石鉄と前期の爪形紋の土器片が採集
ながはら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しま

され、長原遺跡からはサヌカイト製の有舌尖頭器が出土している。また、榎列下幡多のおのころ島遺跡
たたらたにまちすじ　　　　　　　　　　　　　　　　　　かなど

（三原町）では中期の船元・里木式、志知炉の谷町筋遺跡では後期の縁帯文、松帆古津路の叶堂遺跡で
はた　　　わかみや

は中期前葉から後期後葉、榎列上幡多の幡多遺跡（若宮地区）では中期末～後期初頭の縄文土器がそれ
かじや　みこそ

ぞれ出土している。なお、洲本南淡線道路改良事業に伴い賀集鍛治屋の神子曽遺跡の発掘調査が行われ、

島内でもまだ例の少ない縄文時代中期の遺構が発見されている。このうち、土坑4基から土壌の水洗選
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1　汁谷窯跡
2　曽根遺跡
3　長原遺跡
4　桶谷遺跡
5　南畑遺跡
6　おのころ島遺跡
7　谷町筋遺跡
8　叶堂遺跡
9　幡多遺跡（若宮地区）
10　両流遺跡
11嫁ケ渕遺跡
12　炉田遺跡
13　志知川沖田南遺跡

14　幡多遺跡（下内田地区）
15　幡多遺跡（行当地地区）
16　幡多遺跡（野水地区）
17　喜釆遺跡
18　護国寺東遺跡
19　海業子遺跡
20　西原遺跡
21中の御堂遺跡
22　西山遺跡
23　岩谷遺跡
24　回分遺跡
25　後山遺跡
26　平松遺跡

27　片山遺跡
28　辻ノ内遊跡
29　小山古墳
30　野田山古墳
31酋山南古墳
32　西山北古墳
33　佐礼尾古墳群
34　ハハ古墳
35　庚申塚古墳
36　山の口古墳
37　轢田山古墳
38　掃守岡山寺古墳群
39　俊文委文古墳

40　長田山古墳群

41宮田古墳
42　由ケ谷古墳

43　上八木古墳群

44　徳野塚村古墳

45　浦壁池遺跡
46　戸川池窯跡

47　匡l分寺跡

48　国分尼寺跡

49　戒壇寺跡

50　山惣廃寺跡
51回街廃寺跡

52　佐保谷瓦窯跡

53　大畑遺跡
54　桜ケ地遺跡
55　上久保遺跡
56　外かち遺跡
57　戎添遺跡
58　養宜遺跡
59　上田土居城跡
60　賀集城の腰城跡
61西山南殿土井館跡
62　階出屋敷館跡
63　高木城跡
64　湊城跡
65　前山城跡

挿図3　三原平野周辺遺跡分布図　S＝1：60，000（商あわじ市管内図5万分の1）
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66　神子曽遺跡

67　上田城跡

68　中の子城跡
69　丹生山城跡

70　古城山城跡

71城が丸城跡

72　現平焼窯跡
73　護国寺跡

74　覚住寺跡

75　安国寺跡

76　唐草追跡

77　志知城跡
78　叶堂城跡



別によって、小片ながら獣骨や魚骨が検出され、廃棄土坑であることが明らかとなった。住居跡は認め

られなかったが、南あわじ市埋蔵文化財担当者による周辺の分布調査では、広範囲から縄文時代の石鉄

などが多数発見されており、周辺に縄文時代の集落が展開していることが予想される。
うりゅう

弥生時代の遺跡についてみると、まず、前期の遺跡として水田が検出された榎列大榎列の雨流遺跡
よめがぶち

や前期～中期初頭の竪穴住居や自然流路が確認された賀集立川瀬の嫁ケ渕遺跡がある。中期から後期に
たたらだ　　　　　　　　　しちがわおきたみなみ

かけては大日川下流域の志知炉所在の谷町筋遺跡・折田遺跡・松帆志知川の志知川沖田南遺跡などの他
きらい　　　ごこくじひがし　　　かいどうじ

に幡多遺跡・喜来遺跡・護国寺東遺跡・海菓子遺跡（神代社家）など河川の中・上流域にも遺跡が展開

するようになる。幡多遺跡（野水地区）では中期の方形周溝墓群、幡多遺跡（行当地地区）では大阪湾

型銅式が出土している。銅曳以外の青銅器では銅剣・銅鐸の存在が古くから知られており、桧帆古津路
にしはら　　　　　　　　なか　みどう

の西原遺跡や松帆慶野の中の御堂遺跡など大半が瀬戸内海に画する海岸部に立地する遺跡から出土して
にしやま

いる。また南辺寺山山頂には高地性集落と思われる西山遺跡（賀集八幡南）がある。このほか賀集鍛治

屋の神子曽遺跡では弥生時代中期の周溝墓18基や木棺墓や土坑墓、土器棺墓が発見され、弥生時代の周

溝墓群としては島内最大級の規模を有する。
ひらまつ

古墳時代の集落遺跡としては中期の雨流遺跡を始め、折田遺跡・谷町筋遺跡・平松遺跡（賀集八
かたやま　　　　　　　　　　　　　　　　　つじのうち

幡）・幡多遺跡（下内田地区）・片山遺跡（桧帆西路）・おのころ島遺跡・辻ノ内遺跡（志知志知）があ
こやま　　　　　　　　　のだやま

り、平野を囲む西から北にかけての丘陵上・山地裾部には、小山古墳（賀集野田）・野田山古墳（賀集
にしやまみなみ　　　　　　　　　にしやまきた　　　　　　　　　　されお

野田）・西山南古墳（賀集八幡南）・西山北古墳（賀集八幡北）・佐礼尾古墳群（志知佐礼尾）・ハハ古
こうしんづか　　　　　　　　やま　くち　　　　　　いちだやま　　　　　　　　かもりおかやまでら

墳（志知志知南）・庚申塚古墳（桧帆西路）・山の口古墳（湊里）・棟田山古墳（松帆櫻田）・掃守岡山寺
しとおりいぶん　　　　　　　　　ながたやま　　　　　　　　　　みやた

古墳群（榎列掃守）・倭文委文古墳（倭文委文）・長田山古墳群（倭文長田）・宮田古墳（八木大田）・
ゆがだに　　　　　　　　　かみやぎ

由ケ谷古墳（八木大田）・上八木古墳群（八木養宜中）などの後期古墳が分布する。なお、国分寺北東
とくのつかむら

の平野部に単独で立地する徳野塚村古墳（八木徳野）は、淡路島では唯一の陶棺を埋葬施設としている。
かいだんじ

歴史時代の遺跡としては、まず、最初に重弧文軒平瓦が採集されている八木養宜中の戒壇寺跡があ
しづき

げられ、近年調査が行なわれた淡路市志筑の志筑廃寺跡と並ぶ島内最古の寺院跡と考えられている。ま
こくぶんじ　　　　　　　こくぶんにじ

た、八木国分に国分寺跡、八木新庄に国分尼寺跡が所在しており、近年の発掘調査によって国分寺創建

期の瓦窯2基が発見されている。南海道については東西に走る現在の県道三原西淡線の北側が推定され
みわもと

ており、大型建物などが発見されている幡多遺跡（野水地区）が神本駅家推定地とされている。また、

また奈良時代前半期の大型建物群が発見された嫁ケ渕遺跡は、河川を利用した郡衛附属の物資集散施設
やまそう　　　　　　　　　こくが

と考えられている。このほか、瓦の散布地として神代地頭方の山惣廃寺跡や神代国街の国街廃寺跡があ

る。集落遺跡としては、片山遺跡・折田遺跡・幡多遺跡（野水地区）のほか、賀集鍛治屋の石田遺跡・

才門遺跡があり、掘立柱建物跡や溝などが発見されている。

平安時代の終わりから中世にかけて、河川の中・上流域の再開発と開発によって序々に集落が形成

されていったと考えられ、遺跡は急激に増加すると同時に平野東半へ広がりを見せている。主な集落遺
おおはた

跡としては、大畑遺跡（松帆西路）・後山遺跡・谷町筋遺跡・おのころ島遺跡・幡多遺跡（若宮地区）・
さくらがち　　　　　　　　　　　　　　かみくぼ　　　　　　　　　　　　　　　　　そと

桜ケ地遺跡（八木国分）・国分遺跡・上久保遺跡（賀集野田）や三原川の上流には外かち遺跡（八木
えびすぞえ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こうだどい

寺内）・海業子遺跡・戎添遺跡（八木寺内）などがある。また養宜館跡（養宜中）を中心に上田土居城
しろ　こし　　　　　　　　　　　　とののどい　　　　　　　　　　かいでやしき

跡（神代社家）・賀集城の腰城跡（賀集賀集）・西山南殿土井館跡（賀集八幡南）・階出屋敷館跡（市徳
たかぎ　　　　　　　　　　みなと

長）・高木城跡（榎列大榎列）・湊城跡（湊里）など土塁や堀など小規模な防御施設を伴う城館などが配
なりあいじ　　　　　　　ごこくじ　　　　　　　かくじゅうじ　　　　　　　あんこくじ

置されている。さらに成相寺跡（八木馬廻）・護国寺跡（賀集八幡）・覚住寺跡（神代社家）・安国寺跡
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からくさ

（八木大久保）などの寺院の建立が行なわれ、周辺には護国寺東遺跡や唐草遺跡（神代社家）などの寺

院関連遺跡も認められる。このほか賀集鍛冶屋の神子曽遺跡では輔の羽口やスラツグなど鍛冶関連の遺

物を塩蔵した遺構が発見されている。

なお、淡路島における須恵器窯についてみると、そのほとんどが三原平野周辺に分布している。こ
しるたに

の中で最も古く遡る窯跡が今回報告の汁谷窯跡である。その後に続く窯跡として、洲本市大野の7世紀

末から8世紀にかけての庄慶山1号窯跡、土生寺窯跡があり、土生寺窯は藤原宮に瓦を供給した窯跡と

して知られる。大野周辺では、このほかに8世紀後半の新宮窯跡、9世紀代の木戸窯跡（2基）が発見
とがわ

されており、8世紀から9世紀にかけての窯跡が集中している。また、三原平野には、8世紀代の戸川
いけ

池窯跡（賀集牛内）、洲本市五色町の角床窯跡および奥の池窯跡などがある。瓦窯には、国分遺跡の瓦
さほだに

窯2基をはじめ佐保谷瓦窯跡（八木大久保）などが所在する。

【参考文献】坂口弘貢他『国分遺跡発掘調査報告書』2005年

浦上雅史「淡路島の古窯址出土の須恵器について」『淡路考古学研究会誌』第3号1977年

【浦壁大池採集のナイフ形石器】

この資料は昭和44年10月19日、岡本稔氏が浦壁大池南東

部の地底から採集されたものである。

暗線灰色の良質なチャートが用いられており、中央に稜

をもつ石刃状の縦長剥片を素材とし、側面観は媛く攣曲し

ている。背面は2両で構成され、主剥離面と同方向から剥

離されていると判断したが、フィッシャーの状況から左側

の剥離面は逆方向からの剥離である可能性もある。剥片の

末端側を基部とし、先端部は折れに伴う剥離が稜に沿って

小さくのびている。二次加工は、一側線と基部に行われて

おり、いわゆる斜め整形のナイフ形石器に仕上げられてい

る。いずれも急角度な調整で、基部には両極打法も用いら

れているようである。刃角はやや鈍く500～600となるが、

腹面側に連続する微細な剥離痕が使用を物語っている。

このナイフ形石器は、淡路島内で初めて確認された旧石

器時代の資料であるが、その後、まるやま遺跡（淡路市）

や曽根遺跡（南あわじ市）などで、サヌカイト製の国府系

ナイフ形石器が出土し、ようやく、島内でも旧石器時代遺

跡の存在が明確になりつつある。そうした中でも、瀬戸内

系旧石器文化圏の中にあって、チャート製の縦長剥片素材

のナイフ形石器は特異な例であり、島外から持ち込まれた

ものと判断される。長さ39mm、巾12mm、厚さ6mm、3．3g。

【参考文献】

兵庫県教育委員会　2002年『まるやま遺跡Ⅱ』

兵庫県教育委員会1998年「曽根遺跡」『平成9年度　年報』
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挿図4　浦壁大池採集のナイフ形石器
実測図

写真5　浦壁大池採集のナイフ形石器



第3章　遺構の概要

第1節　遺跡の立地

汁谷窯跡群は三原川上流部、諭鶴羽山系から北西に向かってのびる丘陵の末端部に立地している。諭

鶴羽山系や旧西淡町を中心とする南辺寺山系など島内南部の山々は白亜紀に海底に堆積した地層が隆起

してできたもので、砂岩を主体とする堆積岩で構成されている。和泉層群と呼ばれるこの堆積岩の層は、

いくつかの累層に細分されるが、諭鶴羽山系では砂岩および砂岩優性の砂岩泥岩互層で構成される北阿

万累層が主となっている。また、諭鶴羽山地の北西側には、三原川や大日川などの流域に低位段丘化し

た扇状地が広がっており、汁谷窯跡群の前面に展開する汁谷遺跡はこうした扇状地の最奥部に立地する。

つまり、汁谷窯跡群および汁谷遺跡は地質学的にも、ちょうど山地と扇状地との地形変換点に立地して

いることになる。

汁谷窯跡群付近の地形は、神社境内の造成や山道の切り通しなどで過去に改変を受けており、当初、

窯体は失われてしまっているのではないかと危ぶまれたが、幸いにも比較的良好な状態で遺存している

ことが判明した。また汁谷遺跡周辺では、ほ場整備前には旧地形をよくとどめており、当時の測量図か

ら等高線を復元した（挿図7）。調査区の北側に隣接して舌状の微高地が西に向かって張り出している

様子が観察され、この付近の民家は2軒ともその中央部に建てられている。汁谷遺跡の調査区はこの微

高地の南面にあり、その南には小さな谷が入り込んでいる。調査区南西にある汁谷池は、この小さな谷

を堰き止め、ため池としたものであろう。また、微高地の北側にも小さな谷があり、旧三原町教育委員

会による確認調査では、この谷の中央に沿って配された調査区8・12・15で、弥生時代中期の流路状落

ち込みが発見されている。微高地中央部の調査は行われていないが、弥生時代の集落はこの上に立地し

ている可能性が高く、汁谷遺跡で発見された弥生時代中期の溝（SD209）などもその一部を構成する遺

構であったと思われる。

挿図5　南あわじ市周辺の地質図（原図　地質図徳島）
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挿図6　調査位置と周辺の地形　S＝1：5，000
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S＝1：200

挿図7　遺跡周辺の微地形と調査位置
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第2節　遺跡の概要

汁谷窯跡群では、7世紀中葉から後半代の窯跡を調査した。調査区は南側の1区と北側の2区に分か

れる。窯跡群は2区でのみ検出され、南半に1号窯の灰原が広がり、北端に2号窯がある。1号窯は出

土遺物の時期差と灰原堆積状況から南北2基（北側の窯を1号A窯、南側の窯を1号B窯とする）の窯

体の存在を推定した。1号A窯と2号窯は約10m離れている。2号窯では窯体が検出されたが、灰原は

ほとんど見られなかった。この他、作業場と考えられる土坑状の落ち込み2基（土坑204、205）がある。

また、1区では近世以降と考えられる溝状遺構（溝201）が検出された。

汁谷遺跡で発見された遺構には、窯跡群とほぼ同時期に比定できるものと弥生時代に属するものがあ

る。前者には、工房等の作業場と考えられる土坑1基（SK201）、竪穴住居跡1棟（SH201）、掘立柱建

物跡1棟（SB201）、その他の土坑6基（SK204、206、207、208、210、211）や溝6条（SD205、206、

208、210、211、213）がある。

主要な遺構であるSK201やSH201は窯跡群に近く遺物量も多いが、他の不整形な土坑や小規模な掘立

柱建物跡は少し離れた位置にあり、遺物も少ない。中でも特筆される遺構はSK201で、床面および埋土

から多量の土器が出土しており、窯跡群に関連する仮設住居か工房跡のような性格の遺構ではないかと

想定される。

溝にはSD205やSD206のように箱掘りでしっかりと掘削されているものがある。分岐したり交差した

りしながら、山側を起点として下手に向かって直線的に走る。しかし、その多くは中段までしか続かず、

下段では後世に削平されてしまっている。

弥生時代に属する遺構は、溝3条（SD209・214・215）に単独出土の土器1個体（Po201）とわずか

である。遺物も少なく、小規模な集落の周縁部に相当するのであろう。

なお、汁谷窯跡群と汁谷遺跡で遺構の呼称を和名とアルファベットに分けている。

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

S＝1：200

挿図8　汁谷窯跡群1区

1　2．5Y7／4　浅黄

2　2．5Y7／4　浅黄

3　2．5Y6／4　にぷい黄
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租中細砂
租中細砂　1層よりも租粒。

シルト混じり租中砂
地山白色粘土の小粒を多く含む。

0．5m

！．，，，　j

S＝1：20

挿図9　溝201断面図



挿図10　汁谷窯跡群・汁谷遺跡　全体図
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2号窯

挿図11汁谷窯跡群　全体図
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第3節　汁谷1号窯灰原（1号A窯・1号B窯）

1．灰原の詳細

窯体は調査対象地区外にあり、窯の前庭部及びこれに続く灰原の調査を実施した。灰原は扇形に広が

り、その範囲は現農道から農道下の水田部に及ぶ。農道下の水田部の灰原については、平成15年度に三

原町教育委員会（現南あわじ市教育委員会）によって発掘調査が行われている。

灰原の詳細は以下の通りである。

1号窯灰原の調査では、まず、十字に残した土層観察用の畦と調査区東壁の断面の土層をそれぞれ出

来うる限り細分し、その後、各層の特徴やつながり、相互の堆積関係などを考慮しながら、いくつかの

グループにまとめていくという方法をとった。グルーピングの際には、整理作業の過程で明らかとなっ

た出土遺物の特徴も反映させることとし、12群47層に分類したが、灰原形成層はY層以下の10群である。

A層：腐植土および盛土層で、盛土は神社境内の広場を造成する際に厚く盛られたものである。外部か

ら運び込まれた砂礫層（A2層）を主体とするが、下部には地山岩盤の掘削土が見られる（A3層）。

C層：浅黄色を呈する細粒の地山流土である。窯跡群に関連する遺物は出土していないが、サヌカイト

のチップがわずかながら出土していることが注目される。山側の調査区外に弥生時代の遺構が存在す

るものと思われる。

Y層：にぷい黄色系の流土で、灰原中央部山側にのみ認められ、横断面2までは達していない。Yl層

には窯壁が混在しており、窯体天井部の崩落に伴う流土である。

E層：灰原周辺部を中心に小単位で堆積する灰層で、横断面北半ではE2～E4層のように部分的な純灰

層を形成している。縦断面では下位のF層の2次堆積層として把握できる。

D層：窯壁を主体とする灰層で、縦断面下手にのみ部分的に認められる。同様な特徴をもつG層が横断

面2にあるが、間にF3層を挟むため、両者は別個に堆積した層であることが理解できる。

F層：大部分が黒色の純灰層である。灰原中央部から北側にかけて厚く堆積しており、最も厚い部分で

は50cm近い層厚がある。F層では中央山側の窯前庭部と考えられる部分に堆積したF3・F4層に極め
●　●

て遺物が少なく、掻き出した焼きだけが堆積したものである。F層でも横断面2より下手では遺物量

が多くなる。

R層：灰原中央部に掘削された小さな排水溝の埋土である。ごく限られた堆積層であるにもかかわらず、

ややまとまった遺物の出土が見られる。

G層：窯壁を主体とする層で横断面2にのみ認められ、層厚が40cmと厚いが、平面的に大きく広がる層

ではない。図ではE・F層の下位に堆積していることが明瞭に理解できる。

K層：灰原南側に広がる漆黒の純灰層で、層厚40cmと厚く、多量の遺物を含む。層相はF層と類似して

おり、東壁ではF3層とKl層を明確に分層することは困難であった。しかし、遺物量や横断面2での

G層の介在、南側への偏在などから、F層と分離しうると判断した。

L層：K層と同様に灰原南側に偏在する。地山の黄色土を多く含み、K層とM・N層を隔てる薄い間層

である。

M・N層：排水溝以南の最下層に偏在し、純灰層を主体とする薄い層である。横断面1のMl層からは

多くの遺物が出土した。横断面2の南半では窯壁の小片が多く含まれており、N層としてM層とは区

別することとした。
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C3　2．5Y5／2　　暗灰黄　　　細砂混じりシルト

YllOYR5／4　　にぷい黄褐　細砂混じりシルト
E12．5Y6／4　　　にぷい黄　　細砂混じりシルト
E22．5Y2／1　　黒　　　　　細砂混じりシルト
E3　2．5Y2／1　　黒　　　　　細砂混じりシルト
F12．5Y3／1　　黒褐　　　　細砂混じりシルト

F210YR4／2　　灰黄褐　　　珊砂混じりシルト
F310YR2／1　黒　　　　　シルト質中細砂
F4N2／1　　　黒　　　　　シルト質中細砂
R12．5Y5／1　　黄灰　　　　シルト混じり租中砂
R2　2．5Y6／1　　黄灰　　　　シルト混じり租中砂
KllOYR2／1　黒　　　　　細砂混じりシルト

K210YR2／1　黒　　　　　シルト質中細砂
L12．5Y6／4　　にぷい黄　　細砂混じりシルト
M12．5Y4／1　　黄灰　　　　細砂混じりシルト

1号窯灰原横断面2（中央東壁）

E4　5Y4／1　　　灰　　　　　細砂混じりシルト
E510YR4／1　褐灰　　　　シルト混じり租中砂
E610YR5／4　　にぷい黄褐　シルト混じり租中砂
F310YR2／1　黒　　　　　シルト混じり狙中砂

F5　5YR5／4　　にぷい赤褐　シルト質細砂
R310YR5／2　　灰黄褐　　　シルト
R410YR4／1　褐灰
R510YR2／1　黒

R6　2．5Y5／1　　黄灰
R7　2．5Y4／1　　黄灰
GllOYR4／2　　灰黄褐
G210YR4／2　　灰黄褐
K310YR2／1　黒

L2　2．5Y5／2　　暗灰黄
L3　2．5Y4／1　　黄灰
M310YR2／1　黒
M4　7．5YR5／4　　にぷい褐
M510YR3／1　黒褐
NllOYR4／1　褐灰

（窯壁片を多く含む）
（租砂若干含む）

【純灰層】租砂若干含む。
【純灰層】租砂若干含む。

【純灰層】
（小塊状に崩れる）

【純灰層】須恵器をほとんど含まない。
【純灰層】須恵器をほとんど含まない。
【排水溝埋土】
【排水溝埋土】

【純灰層】須恵器を多く含む。
【純灰層】地山の黄色砂岩小粒を多く含む。須恵器を多く含む。

【純灰層】須恵器を多く含む。

シルト質粗中砂
シルト質粗中砂

シルト混じり租中砂
シルト質租中砂
シルト混じり粗中砂
シルト混じり租中砂
シルト混じり租中砂
シルト質租中砂（地山の

【灰層】
【二次堆積の灰層】

【純灰層】窯壁の小ブロック含む。

【焼土層か？】

【排水溝埋土】地山土・焼土・炭のブロックを含む。
【排水溝埋土】M3層に類似するが、炭の混入が少なく色調もやや淡い。
【窯体ブロック層】
【窯体ブロック層】Gl層よりも炭が多く、やや黒っぼい。
【純灰層】
ブロックを多く含む）

シルト質細砂（地山土・焼土のブロックを多く含む）

シルト質租中砂　　　【純灰層】
シルト質細砂
シルト質租中砂　　　【純灰層】
シルト質租中砂（窯壁の小ブロックを多く含む）

挿図12　汁谷1号窯　灰原断面図
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1号窯灰原縦断面（中央南壁）

Yl lOYR5／4　にぷい黄褐　細砂混じりシルト（窯壁片を多く含む）
Y210YR4／2　灰黄褐　　　シルト混じり細砂
E510Y3／1　黒褐　　　　シルト混じり中細砂　【二次堆積の灰層】
E610YR4／2　灰黄褐　　　シルト混じり中細砂
E710YR4／2　灰黄褐　　　シルト混じり中細砂

E810Y3／1　黒褐　　　　シルト混じり中細砂　【二次堆積の灰層】
E910YR2／1　黒　　　　　シルト混じり中細砂　【二次堆積の灰層】
D lOYR4／2　灰黄褐　　　シルト質中細砂（窯壁片を多く含む）

F3　横断面1のKlと同じ。　　　　　　　　　　　【純灰層】
F3′　A3層に連続する。横断面2のF3層とも同一。【純灰層】
F4　横断面1のし2層と同じ。　　　　　　　　　　【純灰層】
F6　5Y4／2　　　灰オリーブ　シルト

F710YR2／1　黒　　　　　シルト質中細砂　　　【純灰層】
F8　Y3／1　　　黒褐　　　　シルト混じり粗中砂（窯壁片を多く含む）

［コA層　盛土

［コC層　流土

［コY層　窯体天井部崩落に伴う泥土

［コE層　上部灰層

［コD層　上部灰層（窯壁を主とする層）

［コF層　上部灰層

［コR層　排水溝の埋土

［コG層　中部灰層（窯壁を主とする層）

⊂］K層　中部灰層

圏L層　地山土を主とする間層

□M層　下部灰層1

⊂］N層　下部灰層2

挿図13　汁谷1号窯　灰原断面模式図

2．灰層の検討による2基の窯跡の存在

以上の通り、表土層を除いた灰原形成層は細かくは41層に分かれるが、大きく分けるとY層以下10層

に分層できる。灰原からの出土遺物には、立ち上がりのある杯H、かえりを有する杯蓋、高台をもつ杯

Bがあり、7世紀中葉から後半代までの時代幅のある遺物相を見せる。各層の包含遺物から、杯Bを包

含する上層のY～R層と杯Hを主体器種とする中層GK層および下層のMN層の大きく3つに分かれ、

土器様式の差が層序に反映している。すなわち、上層の遺物群が新しい様相、中下層の遺物群が古い様

相を示している。このような年代幅を有する層序の存在について想定し得る状況は、単独窯での時代幅

を考えるか、複数の窯跡が存在するかのいずれかである。結論を先に言えば、灰層の重なりの状況から

判断して複数の窯跡の存在を考えている。以下、その根拠を簡単に示す。
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まず、上層のY～

R層の堆積箇所は斜

面の一部を掘り下げ

て設けられた窯の前

庭部であり、東壁の

奥に窯体の存在を想

定してよい。このこ

とは灰原の最上層の

Y層に多量の窯体崩

落土が含まれている

ことからも首肯でき

る。窯跡の場合、特

別の立地にある場合

を除いて、灰原は焚

口から下方の斜面部

に左右ほぼ均等に扇

＼
挿図14　窯跡位置想定図
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形に広がるのが通常

の姿である。然るに、本窯の場合、灰原の広がりおよび灰層の厚みは窯の前庭部の右側すなわち南側に

偏している。南側に堆積する灰層は、杯Hを主体とする中・下部灰層のGK・MN層であり、南に行く

ほど層厚となる。この灰層の広がりの明確な範囲は確認していないが、調査区外の斜面上方に広がって

いることは間違いがないので、南側上方に杯Hの焼成窯が存在しているものとは判断してよい。また、

窯跡が1基であれば、前庭部の北側斜面下にも杯Hを含んだGK・MN層に該当する灰層の広がりが認

められるはずであるが、そのような層が存在していない。したがって、確実なことは将来の調査を得た

ざるを得ないが、以上の状況から新古の2基の存在が推測できる。そこで、ここでは2基の窯跡の存在

を前提に、Y・D・E・F・R層の上部灰層に伴う新窯を1号A窯、GK・MN層の中・下部灰層に伴

う古窯を1号B窯と仮名称を与え、以下この仮名称に従って概要報告を行なう。

l号A窯（Y・D・E・F・R層）

今回発掘の範囲は前庭部および前庭部から広がる灰原斜面の先端部にあたる。前庭部は窯体前の地

盤を溝状に掘り下げて作られており、焚口側の地盤を1m以上掘り下げることによって、焚口の高さを

確保し、底面が平坦な作業スペースを作り出している。前庭部の幅は上端で6．5m、下端で3．5m、奥行

は検出長で4Jmを測る。底面の標高は61．0mで、斜面裾部との比高差は4．5m前後ある。また、前庭部

の底面には幅0．3m、深さ0．2mのⅤ字形の排水溝が設けられている。窯体周辺は砂岩の風化土を基盤層

としており、降雨時には雨水を透水する。窯体は筒形の構造故に雨水が集まりやすく、排水施設を必要

としていたと思われ、排水溝は窯体内から続くものと判断してよい。この排水溝は最終操業時には灰層

下に埋没している。

窯体は調査区外にあるためにその構造については知ることができないが、灰原に多量に含まれてい

るスサ混じりの窯壁片の存在によって半地下式の奮窯であることは明らかである。焚口の位置について
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は、調査区東壁付近での前庭部の深さが約1mあり、焚口の設置に必要な深さを確保していることから、

東壁より1m～2m奥にはいったところに設けられていると判断してよい。挿図14は、同時期の洲本市

庄慶山1号窯を参考にして作成した想定図である。もし、汁谷窯の想定図の通りならば、窯体は神社境

内の盛土の下に埋没し、比較的良好な状態で残存していることになる。

前庭部および灰原の堆積層は、最上層に多量の窯体崩落土を含んだY層があり、その下にE・D・

F層を挟んで黄色の地山ベース面となる。前庭部の底面には、黄色の地山ベース面を開削して黄灰色の

埋土のR層を含んだ排水溝が設けられている。前述の通り、Y層からE・D・F、排水溝内のR層の各

層の包含器種は杯Bおよびかえりのある蓋を中心器種としており、杯Bを含まないGK層以下の灰層群

と区分できる。東壁断面および中央横断面をみるとEF層はGK層を肩口としたレンズ状の堆積を示し、

その堆積範囲は前庭部の掘削範囲と一致する。このことは、1号A窯の前庭部がもともとあった1号B

窯の灰原の北端、すなわち、GK層を切って造成されたことを示す。

灰原は前庭部から扇形に広がる。北への広がりはセンターラインより約8．5mの範囲であるが、南に

ついては、調査範囲が南端まで及んでおらず、また、1号B窯と重複しているので明確な範囲は提示

できないが、北への範囲と同程度とすると8～9mくらいになる。なお、灰原の北端からわずかには

ずれて、不定形の掘り込みの土坑205がある。詳細は2号窯の項で記すが、当該箇所はもともと2号窯

の前庭部があった箇所で、2号窯の前庭部を破壊して設けられている。埋土中から1号窯の遺物が出

土しており、1号窯の作業スペースと理解できる。また、土坑204は半分以上が農道下にあり、全掘を

行なっていない。一見、土坑状の形状を呈するが、旧三原町教育委員会のA調査区では階段状の土坑

（SKlO6・SKlO9）が検出されており、この種の土坑になる可能性が高い。土坑204の位置からみて、A

調査区のSK109から階段状に連結して続く土坑群の最頂部の土坑かもしれない。土坑204がSKl09から

続く掘り込みと仮定すると、灰原の縁辺部を巡ることになり、作業ステップとして設けられた可能性が

高い。

60．40m

110YR2／1黒　　　　中細砂質シルト

2　10YR6／6　明黄褐　　シルト質中細砂

地山ブロックを多く含む。

3　10YR2／1黒　　　　中細砂質シルト

0　　　　　　　　　　　0．5m

！　一　．．．！

S＝1：20

挿図15　土坑204断面図

1号B窯

杯Hを主体とし杯Bを含まない中・下部灰層のGK・MN層の存在から想定した窯で、詳細はすでに

述べた通りである。東壁断面ではK層の層厚が約40cmあり、上方への広がりを見せることから窯体は1

号A窯よりやや高い位置に立地するものと思われる。灰層は中部灰層のGK層と下部灰層のMN層の上

下層に分かれるが、この間に黄褐色のL層が間層として存在している。遺物の項で詳細に述べるが、下

部灰層中の器種構成は杯Hの蓋身のセットを主体とし、蓋の天地が逆転した形態の無台の杯（杯Ghと

仮称）を含まない。これに対して、中部灰層のGK層では、杯Hの身と蓋の天地上下を逆転した形態の

杯身・蓋のセット（蓋Gh・杯Gh）が主体を占めており、明らかに遺物相が異なっている。さらに新古

の窯が重複している可能性もあるが、いまのところ1基の窯と想定しておく。なお、下部灰層のMN層

操業時の関連遺構として汁谷遺跡のSK201がある。
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第4節　汁谷2号窯

1．窯体

窯体の一部と灰原の調査を実施した。窯体の検出長は2．8mである。検出した窯体の部位は燃焼部で、

焼成部は調査区外にあり調査を実施していない。検出された燃焼部の側壁および床面は被熟酸化層およ

び地山層が露呈しており、還元層が焚口の一部を除いて全く認められない。窯体内から還元煩焼成され

た須恵器が出土しているので、被熱酸化層の露呈が酸化焔で焼成された痕跡を示すものではないことは

明らかである。また、スサ混じりの粘土塊が出土しているので、地下式ではなく天井架構式の半地下窯

であることがわかる。窯体埋土には天井や側壁の崩落塊がほとんど含まれていないことから、これらは

操業停止後に、窯体外へ持ち出された結果によるものと判断してよい。

1号A窯構築時に作業スペースとして設けられた土坑205の造成によって、前庭部が破壊されてお

り、この時に焚口の一部も破壊されている。焚口の幅は0．9mで、燃焼部の幅は中央で0．95mを測るが、

内壁が完全に残存しておれば、実幅は0．9m前後になろう。また、焚口付近の右側壁は地山が被熱によ

って硬化し、青灰色に発色した還元層が残存するが、青灰色の範囲は床から15cmの高さのところまで

で、それより下は幅5cm前後の赤褐色の被熱酸化層が帯状に広がる。還元層と被熱酸化層との境付近が

本来存在していた床面の高さであり、明らかに床の削り取りが行なわれていることがわかる。

燃焼部床面には長径2．10m、短径0．82m、深さ5cm前後の長楕円形の浅い土坑状の窪みが検出され

た。埋土中には赤褐色の焼土や須恵器片を包含し、底面は被熱が及んでいない。このような特徴から

浅い土坑状の窪みは舟底状ピットと判断される。操業時の舟底状ピットはもう少し深さがあったものと

思われるが、上述の通り、床面の削り取りにより、同ピットの底に近い部分だけが残存したものであろ

う。焼成部と燃焼部の境は焼成部が調査区外にあり明確ではないが、舟底状ピットの長軸の頂点を焼成

部と燃焼部との境とすると、燃焼部の奥行は2．8mとなる。また、床面は焚口付近では水平で傾斜角度

はないが、焚口より1．3mはいったところから傾斜が始まり、約150の角度で立ち上がる。焚口の標高は

61．90mで、斜面下の汁谷遺跡との比高差は約4．5mである。

窯体内の土層は、東壁断面では10層、中央断面では7層に分かれるが、大きくは上層（窯体廃棄後の

流入土層）、中層（窯体埋土）、下層（舟底状ピット内埋土）の3層に分かれる。上層は東壁断面A層、

中央断面第1層が該当する。窯体埋没後にできた溝状の窪みの上に周囲から流入堆積した土層で、比較

的まとまった量の須恵器が出土したが、2号窯で焼成された製品以外の遺物が含まれている。中層は東

壁断面ではB層～E層、中央断面では第2層～第5層が該当する。窯体廃棄後の側壁の被熱酸化面の剥

落もしくは側壁背後の地山の崩落土で、ほとんど遺物を含まない。

下層は窯体燃焼部の舟底ピットに溜まった埋土層である。通常の舟底状ピットは30cm前後の深さがあ

るが、当該の舟底状ピット深さは10cmも満たない。床が削り取られた際に舟底状ピットも同時に上面部

が削り取られてしまったものと思われる。東壁断面ではF層～J層、中央断面では第6層・第7層が

該当する。通常、舟底状ピットは何度も掘り返されるためにピット内の埋土は窯壁片や遺物・炭化物な

どを包含し複雑な堆積状況を示すが、当該ピットは基本的には上下2層の比較的単純な堆積状況を呈

する。上位層は東壁断面ではF層・G層、中央断面では第5層～第6層が該当し、下位層は東壁断面で

はI層・J層、中央断面では第7層が該当する。上下位層ともに遣物を包含しているが、下位層の包含

遺物は細片（遺物番号J盈〃・Ja冴）のみである。これに対して、上位層では遺構写真図版7・9でわか
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■炭化物

団崩落した地山岩盤

2号窯東壁断面

A　2．5Y5／4　　　黄褐

B　2．5Y6／6　　　明黄褐

C　2．5Y7／6　　　明黄褐

D　2．5Y7／4　　　浅黄

E　2．5Y6／6　　　明黄褐

F　7，5YR5／4　　にぷい褐

G　2．5Y7／6　　　明黄褐

H　7．5YR5／4　　にぷい褐

I　2．5Y7／4　　　浅黄

J　2．5Y6／4　　　にぷい黄

2号窯中央部断面

12．5Y6／4　　　にぷい黄

2　2．5Y6／4　　　にぷい黄

3　2．5Y5／3　　　黄褐

4　2．5Y5／2　　　暗黄褐

5　2．5Y6／4　　　にぷい黄

6　7．5Y7／4　　　浅黄

7　2．5Y6／3　　　にぷい黄

シルト混じり中細砂
シルト混じり中細砂
シルト混じり中細砂
細砂混じり粘土

シルト混じり中糸田砂
シルト質中細砂
シルト混じり中細砂
シルト質中細砂

細砂混じり粘土
シルト混じり中細砂

［コ舟底状ピット

［］硬化還元部

⊂］酸化部

S＝1：40

（左方に赤変した砂岩片を含む）
（左方に赤変した砂岩片を含む）

（やや締まりあり。岩盤の小片や脈状粘土の細粒を多く含む）
（左側壁の脈状粘土が崩れて堆積したもの）

（上面が窯の床面か？）
（C層と同じ）

（F層と同じ。上面が窯の床面か？）

シルト混じり中細砂

シルト混じり中細砂　（砂岩の崩れた赤色小粒含む）
シルト混じり中細砂
シルト混じり中細砂　（砂岩の崩落片多く含む）
シルト混じり中細砂　（大型炭化物と赤色砂岩片含む）
シルト混じり中細砂 【舟底状ピット埋土】
シルト混じり中細砂（やや赤みを帯び、炭化物の小片を含む）【舟底状ピット埋土】

挿図16　汁谷2号窯　窯体図
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⊂］硬化還元部

［］酸化部

挿図17　汁谷2号窯　遺物出土状況
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るように形のある比較的大きな破片を包含しており、これらの遺物は撹拝された状況が認めらない。舟

底状ピットの上面が残存していないので断定はできないが、ピット埋土と出土遺物の状況から判断する

限り、焼成回数は2回程度と推測する。

右側壁の地山の硬化還元部の残存から、左右の側壁ともに素掘りのままであったことがわかるが、全

体に側壁の残存状況がきわめて悪い。左側壁は焚口付近にわずかに被熟酸化層の一部が残る以外は、還

元層はもとより被熟酸化層も存在しない。その中でも、中央断面付近では壁背後の地山土そのものが崩

壊している。また、右側壁についても、焚口付近に地山の被熟硬化還元部が残存するが、これ以外の箇

所については、還元部は残存しない。このうち、壁背後の地山層が砂岩からなる箇所では崩落までには

至らず、わずかに被熱酸化層の一部が残存するが、中央断面付近では風化土からなる地山土が大きく崩

れ、側壁の原形を留めない。なお、側壁背後の地山土の崩壊については、左側壁に関しては土層断面か

ら窯放棄以後におきた可能性が高いと判断されるが、右側壁に関しては土層の堆積状況からは、発生が

窯放棄以前か以後かは判断できなかった。

以上のように、還元部は右側壁の焚口部を除き、全く残存していない。通常このような状況は、窯の

修復に伴う場合か新しく構築する窯の壁材に混ぜる混和材（シャモット）の採取を目的として、使用を

止めた窯体壁の剥ぎ取りが行なわれた結果を示すことが多い。しかしながら、窯壁の剥ぎ取りは砕いて

細粒にしやすいスサ混じりの粘土被覆土を中心に行なわれ、硬くて砕きにくい礫を多く含む地山の硬化

還元部は対象とされない。然るに、本窯のように、シャモットとしては利用に適さない砂岩礫を多く含

んだ地山の硬化還元部の大半が残存していないという状況は、人的行為ではなく、自然的要因による壁

面の崩壊によるものと考えざるを得ない。

こうした点から注目しておきたいことは、焚口から約90cmのところで側壁が縦方向に裂け、焚口側の

被熟硬化層（幅約10cm）が背後の基盤層から剥離し、左隣の側壁と被熟硬化部幅分約10cmのずれを生じ

ていることである。（C－C′断面）この焚口側の被熟硬化層は上端が内側に傾いて全体が前にずれるだ

けでなく、東奥にもずれ、左端の一部が左隣の側壁前に重なる。すなわち、左隣の側壁の亀裂口が焚口

側の側壁の背後にまわり、引き違い戸の重なりのような形となる。このような状況は大きな土庄を受け

たことにより焚口側の側壁の上部が内側に押し出された結果を示している。窯体側壁全体の硬化還元部

の不存在はこのような状態で被熟硬化部が背後の基盤層から離れ崩壊した結果の可能性が高い。土庄の

発生要因については、地震によるものと推断しており、詳細な検討については第6章第3節で行なって

いる。

2．前庭部・灰原（1号A窯土坑205）

前庭部は、1号A窯の作業スペース（土坑205）確保のために、大

きく掘り下げられており、原形を留めない。また、灰原については、

土坑205の掘り下げの際に前庭部に近い部分が失われた可能性はあり

得るにせよ、土坑205の掘削範囲外にある斜面部においてもその形跡

が全く認められない。現農道下に存在している可能性がないわけでは

ないが、農道下の旧三原町教育委貞全調査A地区及び今回の調査地区

においても、2号窯の灰原の広がりは認められず、明確な灰原が形成
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されていない可能性の方が高い。このことからも2号窯の操業期間が極めて短いことが想定される。

なお、土坑205について若干の説明を加えておく。土坑205は東西2．8m、南北5．0mを測る。平面プラ

ンはやや不整形であるが、雨水等の浸食によって壁面の砂岩風化層の露出部が失われたことによるもの

と思われる。土坑205は2号窯の前庭部全体を掘り下げて作られており、土坑の東端が2号窯の焚口に

接する。埋土層上面と南面に灰の堆積層があるが、土坑の埋没時に1号窯の灰原末端部から流下したも

のである。遺物は南よりに集中して出土した。比較的形のあるものが多く、一次的な置場に使用された

ものと考える。襲JJj汐は体部中央で折れ、口緑部が体内に落ち込んでいる特徴をもつ。このような特徴

は旧三原町調査A地区SKlO6出土嚢類と共通しており、遺構の共通性が窺える。

S＝1：80

1号A窯土坑205

1　2．5Y4／1

2

3　2．5Y8／4

4

5　2．5Y6／4

黄灰　　　　シルト混じり粗中砂

浅黄　　　　シルト混じり租中砂

にぷい黄　　シルト混じり租中砂

6　2．5Y6／2　　　灰黄　　　　シルト混じり粗中砂
710YR5／3

810YR2／1

9　2．5Y6／4

10　2．5Y6／3

112．5Y7／6

にぷい黄褐　シルト混じり粗中砂
黒　　　　　シルト混じり中細砂
にぷい黄　　租中砂
にぷい黄　　シルト混じり粗中砂

明黄褐　　　シルト混じり租中砂

【灰層十地山土混じり】
【風化砂岩流土層】
【地山流入土層】
【灰層】

【灰層十地山土混じり】
【灰層】
【灰層＋地山土混じり】被熱した酸化砂岩が多数混じる。
【純灰層】
【風化砂岩の流土層】若干の灰混じる。
【地山流入土層】砂岩のブロック片が多数混じる。

【地山の風化砂岩流土層】砂岩ブロックはほとんど混じらない。

挿図18　汁谷2号窯　全体図

－24－



第5節　汁谷遺跡

1．基本層序

遺構はすべて淡黄色の地山面上で検出されており、層位的に分離することはできない。

3段の段差がある調査区のうち最上段と2段目では、挿図19に示したように、地山面の上に灰色の遺物

包含層（3層）が最大で約10cmの厚さで堆積していたが、最下段では遺物包含層は認められず、床土直

下が地山すなわち遺構検出面となる。

2．歴史時代の遺構

【工房状遺構】

SK201

最上段の南寄り、窯跡群から20m以内の位置にある歪な楕円形を呈する浅い土坑である。規模は長径

4．8m、短径3．5mあり、深さは南西端から中央あたりが約30cm、山側に向かって浅くなり10cmほどの深

さとなる。つまり、床面は水平ではなくわずかながら傾斜をもつ。

埋土は褐灰色系土（3層）を主とするが、壁際には灰黄色系土（5層）が堆積している。この層は地山

と極めて類似しているため、遺構の平面検出に苦労し、壁際からの土器の出土によって、再三、遺構が

外へ広がることとなった。

土坑の中央付近では深さ5cm程度の浅いピット状の窪みが1基発見されたが、これ以外には明確な柱

穴などを兄いだすことはできなかった。また、東壁近くには炭化物を多く含む4層が広がっており、そ

れに接して径40cmほどの焼土面が認められた。焼土の脇には焼けて赤変した礫もあり、土坑内で火が使

用されたことを物語っている。

遺物は土坑の南端付近の床面直上から、蓋杯を中心に完形に近い須恵器のみがまとまって出土し

（上策〃～Jヱ労）、東側と西側に二つのまとまりももつようである。床面からの完形の須恵器は土坑の北端

からも1点単独で出土している。また、これらとは離れて、中央部から北東部にかけての埋土上層から

は、破片土器がいくつかのまとまりをもって出土している（J4の～J4J2）。挿図20では北東部の遺物群

のみを図示しているが、実際には、遺構図版12最上段に示すように、土坑中央付近にも一群がある。こ

のうち、壷1点（14J2）だけがほぼ完形に接合できたが、他はせいぜい1／2程度まで接合したにすぎな

かった。後述のように床面出土土器と埋土上層出土土器には時期差が認められ、出土状況からも上層の

破片土器は土坑の廃絶後に投棄あるいは流入したものと考えられる。

1　　撹乱

ミ云≡三三亘≡空≡＝譲≡±議≡≡＝墜

2．5Y6／4　灰黄

2．5Y5／2　暗灰黄

【盛土及び耕作土】
【床土】シルト質細砂　粗中砂を若干含む。締まり良。Fe203沈着。
【遺物包含層】シルト質細砂　租中砂を若干含む。締まり良。マンガン斑。

挿図19　汁谷遺跡調査区東壁　土層断面図
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59．30m

241

／／1忘＝＝＝＝＝コ＝＝＝＝…土豪皇7‾

12．5Y6／3　　にぷい黄

2　2．5Y6／2　　黄灰
310YR4／1　褐灰
410YR4／1　褐灰
5　2．5Y6／2　　灰黄

シルト混じり細砂【sD201埋土】
シルト質柵砂　マンガン斑あり。
シルト質細砂　マンガン斑あり。
炭化物含む。
シルト質細砂　地山と極めて類似する。

挿図20　SK201

【竪穴住居跡】

SH201

SK201の西側に近接して発見された方形の竪穴住居跡である。これを切ってSD206が斜めに走る。南

半分が調査区外に延びるため正確な規模は不明であるが、正方形ならば一辺3．5mとなる。

住居跡の深さは約30cmで、床面には厚さ約5cmの貼り床（5・7・8層）を施し、壁際に幅約20cm、

深さ約10cmの周壁溝を巡らせる。調査区南壁では西辺の周壁溝断面に、暗灰黄色土（10層）が縦方向の

入るのが観察され、板状のものを立てた痕跡かと思われたが、東辺の断面では確認できず、平面的な広

がりも把握できなかった。柱穴は認められず、中央付近には深さ3～5cm程度の浅い窪みがあるが、貼
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‘‾n‾‾rr－　　　　貴、　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　日　日，．一

，l

l

‘l

58．70m

平面図・断面図

周壁溝内須恵器

SH201（調査区東壁）

12．5Y4／1　　黄灰
2　2．5Y6／2　　　灰黄

3　2．5Y6／2　　　灰黄
4　2．5Y6／1　　黄灰
5　2．5Y7／3　　　浅黄
6　2．5Y7／3　　　浅黄
7　2．5Y7／3　　　浅黄

8　2．5Y6／1　　黄灰
9　2．5Y6／2　　　灰黄
10　2．5Y5／2　　　暗灰黄

欄砂質シルト
シルト質細砂

シルト質紙砂
細砂質シルト
シルト質細砂
シルト質細砂
シルト質細砂

糸田砂質シルト
シルト質細砂
シルト質細砂

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

S＝1：40

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1m

S＝1：20

地山と極めて類似する。

地山と極めて類似する。

【貼り床】

【周壁構埋土】
【貼り床】
【貼り床】
地山と極めて類似する。
板状のものを立てていた痕跡か？

115Y6／2　　　灰オリーブ　シルト混じり極細砂　下部はシルト混じり中細砂で、上部は14層をブロック状に含む。【噴砂】
122．5Y6／4　　　にぷい黄　　シルト質細砂【地山】
135Y6／1　　　灰　　　　シルト混じり砂磯（10cm¢以下礫）【扇状地の基盤礫層】

挿図21SH201
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り床の一部を掘り下げた可能性もある。

住居跡の埋土は基本的に2層に分かれ、周辺部に地山と極めて類似した黄色系の2・9層が、内側に

褐灰色系の1層が堆積している状況は、SK201と同様である。当初、1層にのみ目を奪われて平面形を

見誤っていたが、遺物の出土状況から修正することができた。

遺物は周構内から完形に近い須恵器高杯（14∠形）1点や嚢（J427・14ガ）が出土している。他の遺物

は主に1層からの出土で、須恵器杯・蓋など（1419～142ヲ）と土師器の牽（J塞芳・142形）がある。この

うち須恵器嚢（142の　は周溝内出土の破片と1層出土の破片が接合している。SK201とは異なり土師器

の嚢が出土していることから、煮炊きを伴う営みが行われたと考えられる。須恵器では杯と蓋に時期の

異なるものが混在しており、どちらが本来の時期をしているか、調査時の記録には確たるものがない。

なお、南壁断面を精査したところ、噴砂が認められたため、礫層までの断ち割りを行った。噴砂は床

面から約40cm下方の礫層から上がっており、上方に向かってラッパ状に開く。住居跡と噴砂の前後関係

については、即断はできないが、貼り床と考えられる5層が噴砂の上面で途切れたようになっているこ

とと、これより上の1層には及んでいないことから、使用中か廃絶後間もない住居の床面が噴砂によっ

て引き裂かれたと考えたい。ただし、噴砂の上面が平坦であることから、古い時期の噴砂が住居を築造

する際に削平された可能性も否定できない。

l

◎

」
◎

「

◎

・二・　　十　　二、　．、二・

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5m

S＝1：100

挿図22　SB201
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【掘立柱建物】

SB201

梁行き3間（5．6m）、桁行き3間（4．9m）あるいはそれ以上の掘建柱建物で、柱間は75cm～1mとば

らつきが大きい。主軸は真北を向く。西面の柱は通りがよく、深さも50cm前後あってしっかりと掘り込

まれているが、北面の柱は通りが揃わないものがあり、深さも20cm以下と浅い。東面の柱列は北面の状

況から削平されたと考えたが、柵列のような遺構であったかもしれない。

遺物が全く出土していないため時期は不明であるが、周辺の遺構の状況から窯跡群と並行する時期の

遺構と考えておきたい。

【土　坑】

SK204

SH201の西に並ぶ円形土坑でほぼ半分を調査した。径1．25m、深さ70cmあり、底は砂礫層に到達して

いる。埋土は上部が褐灰色系の砂質土を主とし、下部はこれより少し白っぽく、よりシルト質となる。

壁面が崩落したと思われるような黄色系土もブロック状に堆積している。平面形が円形を呈すること

と、砂礫層まで到達していることから、素掘りの井戸である可能性があげられるが、調査時に湧水は見

られなかった。

遺物は須恵器の小片が出土したのみである。

SK206

調査区のほぼ中央にある不整形な浅い土坑で、最大長は約1．6m、深さは約20cmである。埋土は灰褐

色系のシルト質土を主とする。小さな土坑にもかかわらず、埋土上部からは比較的多くの須恵器が出土

したが、いずれも破片である（J盈〃～1506）。

SK210

調査区中段の西隅にある土坑で、西側は下段によって削平され、北側は調査区外にのびるため、平

面形は不明である。長さ4．1m以上、深さ20cmの浅く大きく広がる土坑である。底には溝、柱穴など認

められず、遺物も少なく、実測しうるものは須恵器杯蓋1点のみであった（胸的。遺構というより、

包含層的な溜まりかもしれない。

SK211

SK210の東に接した位置にある円形土坑で、径40cm、深さ5cmと浅く小さい坑である。調査時には須

恵器杯（J謝）の口縁部が顔を出しており、もう少し大きな土坑の底だけが残存したものと思われる。

J戊渚はほぼ完形で正置された状態で出土した。

【溝】

SD205・210・211

SD205は北東から南西にほぼ直線的に走行する箱掘りの溝で、幅約35cm、深さ約20cmである。北端と

下段の調査区では削平され途切れているものの、しっかりと掘削された溝である。埋土は最下部の5層

と中程の3層がシルト混じりの砂層で、やや早い水流があったことが推察される。他はシルト質砂層で

ある。調査区の中央でSD206と交差するが、SD206よりも新しい。その先ではSD210とSD211が分岐す

る。
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SK204

110YR5／2　　灰黄褐 シルト混じり細砂

210YR5／3　　にぷい黄褐　シルト混じり柵砂
3　5Y6／3　　　オリーブ黄　シルト混じり細砂

410YR4／1　褐灰
510YR5／1　褐灰
6　7．5YR3／1　黒褐
7　2．5Y6／2　　灰黄
8　2．5Y4／1　　黄灰
9　5Y4／1　　灰
10　5Y7／2　　　灰白

112．5Y4／1　　黄灰

110YR4／1　褐灰　　　シルト　締まり良く須恵器片多く含む。

2　2．5Y6／2　　灰黄　　　シルト　締まり良い。
3　2．5Y5／1　黄灰　　　粘土
4　2．5Y6／3　　にぷい黄　シルト質極細砂

SK210

SK211

58．60m

シルト混じり細砂
シルト混じり細砂

シルト質細砂
シルト質細砂
シルト質細砂
三Itト

シルト混じり細砂　地山崩落土。

柵砂質シルト

58．60m

－1∃ここ二／／　－

S＝1：20

S＝1：40

110YR3／2　黒褐　　シルト　締まり良い。
210YR2／2　黒褐　　シルト　締まり良い。5皿皿角以下の炭化物を含む。
3　2．5Y5／2　　暗灰黄　シルト質極細砂
4　2．5Y6／1　黄灰　　シルト　締まり良い。

挿図23　SK204・206・207・210・211
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SD210

58．70m

「謬‾

12．5Y6／2　　灰黄　　　シルト質極細砂
2　2．5Y6／1　黄灰　　　シルト混じり柵砂

3　2．5Y6／3　　にぷい黄　シルト混じり細砂

SD213

15Y7／1　　灰自 シルト混じり細砂

Fe20。沈着。マンガン斑。
締まり良好。

2　2．5Y5／2　　暗褐黄　　シルト質細砂　締まり良好。
3　2．5Y5／3　　にぷい黄　シルト混じり細砂
410YR4／1　褐灰　　　シルト質細砂

5　2，5YR6／2　灰黄　　　シルト混じり細砂

58．70m

110YR5／1　褐灰　　　シルト　土器片を含む。
210YR4／1　褐灰　　　シルト混じり中細砂
3　2．5Y6／2　　灰黄　　　租中砂混じりシルト

地山の黄色土粒を含む。

410YR3／1　黒褐　　　シルト混じり中細砂
5　2．5Y5／2　　暗灰黄　　シルト質極細砂
6　2．5Y6／3　　にぷい黄　シルト

最下部に黒色シルトの薄層を挟む。

58．70m

12．5YR5／1　黄灰　　　シルト

2　2．5YR4／1　黄灰　　　シルト質極細砂

3　2．5Y6／2　　灰黄　　　シルト質極細砂

4　2．5Y6／3　　にぷい黄　シルト質極細砂

S＝1：20

挿図24　SD2051206・210～213
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SD210とSD211はSD206の半分程度の深さしか無く、埋土もシルト質で穏やかな流れの溝であったと

思われる。

遣物は須恵器の小片が主にSD205から出土している（J封0－J封2）。

SD206・213

東南東から西北西にほぼ直線的に走行する箱掘りの溝で、幅約55cm、深さ約35cmである。SD205と同

様にしっかりと掘削された溝である。調査区の東端ではSH201の埋土を切って掘削されている。埋土は

6層に分かれ、最下層と上層にはシルト層（1層・6層）があるが、中層の2・4・5層は砂を主とす

る層でやや早い水流があったことが推察される。西端付近で約1200の角度をもってSD213が分岐する。

SD213は直線的に延びる溝で、幅約90cm、深さ約45cm、断面はU字形で部分的に2段に掘削されてい

る。埋土はシルト質極細砂が主体で、SD206の中層よりは少し細粒である。分岐して流れが穏やかに

なっていることが推測される。

遺物は、ともに須恵器の小片が出土している（J封β～J封β、J∽・J劇）。

SD208

他の溝とは異なり、北から南へ走行する浅い溝で、調査区の中程で削平により途切れている。

遺物は、須恵器の小片が出土している（J封9－1尻が）。

SD212

SD213とほぼ平行して掘削されている浅く幅の狭い溝である。SD206に切られているため、これらと

同時に使用されていた溝ではない。平面図ではSD215と繋がっているように見えるが、別の溝である。

須恵器の小片がわずかに出土したのみである。

これらの溝は、山裾を起点として掘削されていると考えられ、主となるSD205やSD206はほぼ直線的

に延びる。降雨時などには一時的に発生する山水を取水するための溝であったと考えておきたい。

．一＿・チ∴　■l‾∴ゴー・ご
・，－へニl

▼・　　　　　㌢、1

写真7　汁谷遺跡作業風景（1）
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3．弥生時代の遺構

【溝】

SD209

調査区の東部にあり北から南に緩く蛇行しながら走る幅の広い溝である。北端は浅くなって、削平

により調査区の中程で途切れているが、南端は深く、60cmほどの深さがある。

遺物は、弥生土器や石器が少量出土しており、土器（J成形～J朗∫）には壷や襲、高杯などがあり、

中期後葉と考えられる。石器（51～56）には石鉄、石錐、削器などがある。また、溝底近くからは

人頭大ほどの礫が数個出土している。

SD215

下段の調査区で検出された溝で、蛇行しながら北東から南西に走る。北東端は中段にも続くはずであ

るが、飛鳥時代の遺構の検出面ではプランが確認できなかったことと、遺物が極めて少ないことから掘

削は行わなかった。

遺物は、中期のものと思われる弥生土器の小片が出土しているのみである。

58．60m

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5m

S＝1：100

・＿∴・
0　　　　　0．5m

Lll一「一丁∃

S＝1：20
SD209

0　　　　　　　　　　　1m

hl，，；　　　！

S＝1：40

挿図25　SD209・Po201
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【単独出土の土器】

Po201

SD209の西側に約1．5m離れた所から、嚢（1601）が横たわった状態で出土した。上部は削平によっ

て失われ、体部の1／4程度が残存するにすぎず、残存状態が悪く下半は図化できなかった。掘り方は確

認できなかったが、周辺の地山が削平されていることから、本来は、小さな土坑に埋納され、その底に

接しているものと考えられる。こうした遺構の状況から土器棺である可能性が考えられる。
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第4章　出土遺物の概要

第1節　汁谷1号窯灰原出土遺物

1．遺物の出土層位と器種分類

遺物の取り上げと整理の方法

土層観察用の縦横断畦を区境として、北側に2区（Nl区・N2区）、南側に2区（Sl区・S2

区）の4区に分割して灰層の掘り下げをおこなった。灰原の調査にあたっては、土層断面観察用の畦を

設定し、適宜、土層観察のためのサブトレンチを併用して掘り下げを行った。しかしながら、土層識別

については、灰原という性格上、土層断面では可能であっても、平面プランではよほど明瞭な色調や質

の違いがない限り、かなり困難である。また、当該灰原は2基の灰原が重なっており、新しく構築され

た窯（1号A窯）の前庭部が古窯（1号B窯）の灰原を削平して作られている。このために、各区の灰

層の堆積が一様ではなく、2つの窯の灰層が重なりあった複雑な堆積状況を示しており、層ごとの遺物

の取り上げは、土層断面観察用畦以外では行なうことができなかった。従って、遺物整理にあたっては、

土層断面観察用畦から採取した遺物を中心に基本分類を行なったうえ、これを基にして土層図と比較照

合しながら全体の遺物整理を進め、遺物図については土層断面観察畦出土遺物を中心に掲載した。但し、

2基の窯跡の灰原の重複による新旧の遺物の混入混在の問題は避けられず、明らかに混入と思われる遺

物については割愛するか、掲載点数を最小限に留めたが、混入かどうか判断に迷う遺物については可能

な限り実測掲載した。なお、遺物の出土に関する個々の問題については各層出土遺物の項で取り上げる。

64．00m

挿図261号窯灰原地区割と土層断面図
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薯
．皿1．

杯

蓋B かえりのない蓋。　　　　　　　 一一』」 一一

α化泌
杯B 高台をもつ杯。

α1J6
蓋G b
かえりのある蓋で、口径が大きい。

杯Bと組み合う。　　　　　　　　　 OJJJ

蓋‾G g

かえりのある蓋で、口径が小さい。

基本的には杯G gと組み合うが、　 岩 垂 ゝ

杯G hとも組み合う。　　　　　　　　　　　　　　 αヲ仇≠

杯G g

無台の杯。底部には基本的にヘラ削りを∈ ≡ヲ 1脱 β

施すがナデのみのものもある。

蓋G gと組み合う。いわゆる金属写し。 ∈∃∋ 脱 3

杯G h
蓋H の天地を逆転させた形態。　　　　　　　　　 朋24

蓋G hと組み合う。または無蓋。 ∈ 喜 ヲ 脚 6

無蓋

蓋G h
慧 票 警 させた形態○　 ∠ ∃ ≡ ゝ

αフα7

蓋H 杯Hの蓋。　　　　　 ∈ ≡ ゝ

JOJβ

杯H
立ち上がりのある杯身。

蓋Hと組み合う。　　　　　　　　　　 Jの0

嚢A l

伝　 ・ F′　′　‾一

奮 B

短く外 反する頸部をもち、

口緑部外面 は丸 くおさめる。

・・　F′　　一　　　一一r　　　　ウ外反する頸部と内湾する　　　 欝鵡執㈱ 泥亀皆誌鶴亀色盲

口緑部をもつ。　　　　　 轡 鞭鍋喝蔚別報

外面に列 点文を施す。 〕　 r＿＿、、 ，＿b域 J∬

蜜A 2

外反する頸部と内湾 する

口緑部をもつ。　　 一一 重 囲 圏

蜜C

Iグ　ー

口緑部外面 は肥厚 し、

票霊芝票£票こ ＼　 二王⊥　胱
／
巴　　　　　　　　　 －　　 ㍑

‾‾毎露謝 頑蓼 碧
‾　＝＝瑚‾L＝ご

αテαテ

直立する口緑を有する。

蜜 D

「く」の字状に屈 曲する口緑 をもつ。

肩の張りがない。

蜜A 3

、‘＼
＼　＼

直線的 に立ち上が㌻ 恥 、′、

口頸部をもつ。

外面 に波状文と沈線を施 す。　　　　　　　　　　　　　　 α元ロ

蓋Ghと杯Hの形態差

挿図27　杯・蓋・蜜分類図
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2．上部灰層（1号A窯灰原）出土遺物

Y・D・E・F層出土遺物

Y・D・E・F層は上部灰層、すなわち1号A窯の灰原形成層である。出土遺物はいずれも杯Bを主

体とした遺物相を有しており、基本的な器種構成も一致しているので、ここでは全体をまとめて1号A

窯上部灰層の遺物群として概要を述べる。

Y層は窯体内に残されていた遺物や窯壁片が窯体架構土とともに前庭部に堆積した層で、黄褐色土中

に窯壁片を含んでおり、下層の灰層と明確に区分できる。最終操業時の可能性の高い遺物群であり、出

土遺物を第1図、第2図に掲載している。E層とF層は前庭部に堆積した灰層で、S区とN区にまたが

る。S区ではE層とF層はG・K・M・N層と切り合い、または、その上に重なるという複雑な堆積状

態であるのに対して、N区ではE・Fの上部灰層のみで他層の存在はない。従って、E層とF層の遺物

は他層と混在の少ないN区から抽出し、実測図を作成した。E層とF層の遺物図は第3図から第5図ま

で示したが、発掘時においては、土層観察用畦以外はE層とF層の明確な区分は不可能であり、両層の

遺物を一括して取り上げている。

なお、1号A窯の前庭部が1号B窯の灰原を削平して作られているために、1号B窯の遺物が1号A

窯の灰層中に混入している。1号B窯の器種構成は杯Hを中心としている。杯Hについては杯Bの出現

後にも引き続き生産されている生産地域もあるので、1号A窯での生産の可能性も検討してみたが、1

号B窯からの遺物の混入の確率が低いNl区の灰層においては、杯Hの包含点数が極めて少なく、1号

A窯の操業時には杯Hの生産は行われていないと判断される。よって、杯B主体の1号A窯の灰層（上

部灰層Y・D・E・F層）出土の杯Hについては、1号B窯灰層（中下部灰層G・K・M・N）からの

混入遺物とみなし、実測図版での掲載を最少量にとどめている。但し、これ以外の壷・嚢類については、

どちらの窯の時期に帰属するか区別し難いものもあるので、分類のうえ実測可能なものについてできる

限り掲載している。

蓋B（α〃リーOJの・の以～α犯ヲ）

かえりを持たない杯Bの蓋の一群である。Y層からは4点、E・F層から3点出土している。このう

ち、つまみ部分から口縁まで全体が復元できたのはα化材とα氾1である。傘蓋形態のものと平蓋形態のも

のがある。傘蓋形態のものにはY層ののがあり、口径12．0cmを測る。扁平な笠形の天井部に、宝珠形の

つまみを付し、頂部はヘラ削りを施す。端部はやや内側にはいる。

平蓋形態のものにはY層α〃〃・卯のとE・F層のα滑J・α究汐がある。つまみ部分から口緑まで全体が

復元できたのは仇究〃で、端正な宝珠形のつまみを付す。焼成時の高温による収縮のために、天井中央部

が内側に落ち込んでいる。α光汐はつまみ部を欠くが、α桝と同じく天井中央部が内側に落ち込んでいる。

α究〃・の〝ともに口縁部は薄く仕上げられている。また、ともに天井部に別器種が重ね積みされて焼成

された痕跡を残す。別器種の径はα形了が6．5cm、の〝が6．0cm前後であり、痕跡の状況から判断して杯B

と思われる。朋の・α％Uはそれぞれ口径19．2cm、19．7cmと口径が大きく、口縁端部の折り曲げはわずかで、

天井部はヘラ削りの最終調整はなく、雑な作りである。杯Bの蓋ではない可能性もある。

蓋Gg（朋の・以06・α研一α形の

かえりのある蓋のうち口縁部径が10．0cm前後と小さく、天井部が丸みをもつ一群である。天井部周縁

が屈曲するタイプと天井部が丸く傘形をなすタイプおよび天井部がやや扇平な傘形のタイプがある。
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天井部周縁が屈曲するタイプにはOJの・肘の～の06があり、天井部周縁が屈曲して口縁部に至り、口

緑部は水平に開く。このためにかえりは口縁部よりも下側に出ている。つまみは宝珠形ではあるが、尖

頭形をなすのが特徴で、壷蓋の可能性もある。の06の天井の最終調整はナデのみで削り等の調整は認め

られない。また、朋の・のの・の拓は天井部に自然粕が厚くかかっているので削り等の最終調整につ

いては不明である。

天井部が丸く傘形をなすタイプには朋06・の07がある。いずれも天井部周縁の屈曲がなく、傘形の天

井部をもつ。天井部にヘラ削りを施し、扁平な宝珠つまみを付す。かえりは下側に突出しない。

蓋Gb（以07－のJ劫・のαトα提1）

かえりのある蓋Gのうち、口縁部径が11．2cm～16．3cmの大きな一群で、杯Bとセットになる蓋であ

る。天井部は扇平な傘形を呈する。内面のかえりは小さく、口緑端部と同じ高さである。つまみは小

さな宝珠形のもの（以〝・のの・α封6など）とやや形の大きい扁平な宝珠つまみをもつもの（以JO・

のJJ・α〃J・の19など）がある。以JOは頂部が平らな天井部をもち、内面のかえりは比較的内側に付

く。αUOはかえりの内側にヘラによる調整跡若しくは掻き取り痕が認められる。天井部外面は比較的て

いねいなヘラ削りを施す。また、0112・α封β・α％汐のように歪みによって天井部が内側に陥没し、口緑

部が反りあがっているものもある。朋13は蓋と杯が融着したもので、蓋Gbとのセット関係が確認でき

る資料である。遺物写真図版3で示したようにⅩ線撮影によって、高台の存在が判明した。の07・OJの

およびの〝は、器壁が薄く、口縁端部とかえり端部の幅が極端に狭いのが特徴で、他の蓋との識別が可

能である。このタイプの蓋は土坑205・SK201上層から出土している。

杯B（0113わーOJ却・膨～α宝汐）

口径10．8cm～16．3cm、器高2．2cm～5．0cmで、大きさは様々である。高台は外側に踏ん張るが、高さはあ

まり高くない。高台は底部の周縁からはなれた中央部寄りに貼り付けられている。高台内側は貼り付け

後の強いナデ、またはへラ状工具による整形が行われており、このために高台底面の端部が内側に突出

するのが特徴である。また、朋却の高台は外側に大きく踏ん張り、一見すると壷底部の形状を呈するが、

内面の調整等から杯Bと判断できる。

杯Gh（朋の～OJJ謬・αはヲ～α髪形）

無台の杯である。口径10．2cm～12．0cm、器高は3．5cm～4．1cmであるが、器高の高い0126（4．4cm）・0128

（4．3cm）・α甜（5．2cm）がある。底部はヘラ切りのままで調整を行わない。平らな底部から湾曲して

立ち上がる。口緑部は強い横ナデにより稜ができている。基本的に重ね積みをして焼成されており、

以J猪・脱彷・α沼6・αだ汐は複数枚数が融着し、口緑部や体部内外面に重ね焼きの痕跡を残す。

杯Gg（仇侵汐・以30・α雛～α雛）

OJガは体部と底部の境が明瞭で体部は直線的に立ち上がる。底部はヘラ切り後、ヘラまたはナデによ

ってへラ切り痕を消す。α別・α鍵2は体部中央から直上に立ち上がる。口縁部周囲に降灰がなく蓋を伴

って焼成された形跡をもつ。底部はナデのみである。α秘罰ま体部が湾曲して立ち上がり、口緑部周囲を

外反させ、金属器模倣的な形態を示す。口緑部周囲に降灰がなく、共蓋を伴って焼成された形跡をもつ。

調査区南端表土層からの出土で、GK層の遺物の可能性が高い。α雛は湾曲する体部と外反する口緑を

もち、脱ヲと似た形態を有するが、調整はあまりていねいではない。

椀（以封）

口径10．8cm、器高9．1cm、体部上半が直立し、口緑部外面に沈線状の段を有する。体部下半から底部外
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面にかけて手持ちのヘラ削りを行う。

円面硯（以彪）

当該層出土破片と旧三原町教育委員会調査A地区出土の破片が接合したものである。外縁径14．4cm、

面径10．0cm、脚高8．4cmを測る。陸部と海部との境の堤は設けられていない。脚台上部に1条単位3本の沈

線を巡らす。側面に十字の透かしを穿つが、十字の横画部が縦画部よりも短い。透かしの数は4個と推

定される。

皿（朋ヱ7）

径22．6cm。底部外面は周縁部を除いてロクロ削りを行う。ロクロ削りは中心部まで及ぶ。高台付の皿

の可能性もある。

高杯（αだ建一0137・朗の一朗の・の14）

長脚の高杯（αだ凄・以36）と低脚の高杯（朋37・鋸の一朗の）がある。前者はGK層からの混入品の

可能性が高い。以茸は台付皿と思われる。の14は椀の脚部の可能性がある。

墟（朋の・のαテ）

のの・のαテはともに自然粕の掛かり具合などよく似るが、別個体である。ののは口縁部を欠く。頚部

には1条の沈線を施す。のαテは体部中央に円孔を穿ち、中央に列点文を巡らす。

短頸壷（α犯1－α犯ヲ・（2盈77・鋤的

いずれも口緑から肩部の破片のみで、全体を知るものはない。α形了は肩部から体部までの破片で肩と

体部の境に稜をもつ。また、α犯ヲは共蓋が融着した破片である。この共蓋は遺物図版4で示したように

口径11．6cmのかえりのある蓋である。α犯7は深い緑色の粕がかかる。算盤形の体部をなし、稜線付近に

2条の沈線を施す。

平瓶（α従坊・α形6・の06・のJJ）

いずれも口緑端部を丸く納める。α形6・の06は頚部に沈線を巡らす。の06は肩部に閉塞円盤の痕跡を

残す。のJJは体部下半より底部外面全体にロクロ削りを施す。

壷蓋（α桝・α紺β・0衣汐）

α桝は口縁端面が平坦で、天井部外面に降灰がある。天井中央部を欠いており、つまみの有無は不明

である。

壷休部他（のJO・の13・のJ刀

のJOは短頸壷と思われ、平底で底部内面に自然粕がある。の17は体部と肩部の境は稜をなす。稜線付

近に1条の沈線を巡らし、この沈線を挟んで上下に列点文を巡らす。列点文は上下で向きが異なり、矢

羽の形状を呈する。体部下半はヘラ削りを施す。長頸壷の可能性が高い。

不明土器（のJ2）

底部が平らで、体部内面が段状になっている。器種ならびに全体の形状については不明である。

蛸壷（の乃・のJ6）

2個体出土しているが口緑部を欠く。ともにつり手の内面には成形時の引き絞りの痕跡を残す。

鉢（のJβ・の19）

体部に1条の沈線を有し、口縁部が内湾するのJβと外反する口縁を有するの19がある。

横瓶（α彪形）

口緑部の破片で外面を丸く、端部を上方につまみ上げる。このほかに図化はしなかったが、側面の閉
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塞側の破片が出土している。

蜜Al（α従汐・α形J）

長く外反気味に立ち上がる頚部と内湾する口縁部をもつ。α刀Jは口縁部に列点文を巡らす。α次汐は頚

部にやや簡略化した山形の波状文を巡らす。

蜜A2（α〃0－α〃2・αテα7・α形4・α元彷）

長く外反気味に立ち上がる頚部と内湾する口縁部をもつが、Alのように口縁部の内湾は大きくはなく、

また、口緑部を板状に肥厚させるのが特徴である。α〃βは口縁部に列点文と頚部に1条の沈線を巡らし、

α〃Jは口縁部に列点文と頚部に3段以上の波状文を巡らす。α財は頚部に2段の波状文と1条単位2本

の沈線を巡らす。αテのは頚部に2段の波状文と1条単位2本の沈線を巡らすが、2段目の波状文帯の下

の沈線は明瞭であるが、1段目と2段目の間の沈線は不明瞭である。α〃2は頚部に4段の波状文と波状

文帯の下に1条の沈線を巡らす。αテ拓は口縁部外面を丸く仕上げ、頚部に4段の波状文を巡らす。口縁

部の形態は嚢B形態であるが、長い頚部に波状文帯を巡らすという特徴からA2類に含めた。波状文帯

下の頚部外面には縦方向のパケ目調整、内面には横方向のパケ目調整を行う。

蜜A3（（冴仇タ・α元ロ）

直線的に立ち上がる頚部をもち、口縁端面は平坦である。（功労は1条単位2本の沈線のみであるが、

α畝ヲは2段の波状文帯と波状文帯の間に1条の沈線が巡らされ、口縁端部が内側に突出する。

蜜B（α〃4－α〃6・の21－似・紺の

短く外反する頚部をもつ。α〃4・α〃6・の21・班の口緑部は肥厚し、内面側の強いナデにより、端

部は内側または上方に突出する。α〃4・紺1・臓の肩部は叩きの後に丁寧な掻き冒調整が施されてい

る。α〃百の口縁部は丸くおさめられている。α鑑ヲは口緑端面が平坦で、端部は内側に突出する。脇は

口縁端部が平坦である。

蜜C（α〃3・α郁）

直立する口緑部をもつ。α〃βの口緑端部は丸いが、脇の口緑端面は平坦で、端部は内側に突出する。

体部外面は掻き目調整が施されている。

蜜D（臆）

「く」の字状に屈曲する口縁をもち、肩の張りはない。外面にカキ目調整を行なう。

その他（α〃7～α芝建・α刀6－α訂J）

GK層からの混入品と考えられる。蓋Gg（α形6）、蓋Gh（0217～0220・α形7－m11）、杯H（0221～

0224）がある。蓋Gg（α形6）は蓋Ghと似た形態をもつが、天井部の頂部のヘラ削りを行い、つまみを

付す（欠失）。蓋Gh（αリ7－（脚・α形7－α訂J）は外面全体に粕がかかり、天井部はヘラ切り不調整で

ある。αZ却・α訂Jはともに器壁が厚く租雑な作りである。α形βは頂部にヘラ削りを施す。中心部を欠

くが、つまみの剥落痕の一部が残る。かえりは口縁部より下に突出する。

R層出土遺物（α訂2－α封β）

前庭部に設けられた排水溝の埋土からの出土遺物である。蓋Gb（脱2－α訂4）はいずれも細片で全

体を知るものはないが、α訂βは天井部にヘラ削りが施されている。杯α封百は体部が直線的に立ち上がる

ので、高台をもつ杯Bの可能性が高い。また、杯α訂6は体部が直線的に立ち上がり、底部外面にヘラ削

りが施されているので、杯Ggに分類しておく。杯H（m17・m18）はGK層またはMN層からの混入

品であろう。
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3．下部灰層（1号B窯灰原）出土遺物

GK層ではいわゆる杯Hの身と蓋のセットの天地を逆にして焼成している。この例は九州北部の諸

窯例がよく知られている。近年では北陸地方でもその存在が指摘されているが、畿内周辺ではほとんど

報告例を聞かない。生産の段階から上下の転倒を意識していたとみるか、焼成時の単なる置き方の逆転

のみの現象と見なして従来通りの杯Hの形態とみなすか見解の分かれるところであるが、本稿では、九

州北部の諸窯例の通り、杯Hの身形態を蓋に、蓋形態を身にして実測図を作成している。その根拠は、

（1）杯H身とすれば立ち上がりの高さが口緑よりも低いのが圧倒的に多く、形態は明らかに蓋のかえ

りを示している（挿図27参照）。また、β鋭妨・βのJなど杯H身としては考え難い形態のものが存在する。

このほか、口縁端部を内側に巻き込んでいる点など明らかにMN層の杯Hの形態とは異なる。（2）か

えりのある蓋が一定量存在し、蓋Hが逆転した形態の無台の杯（杯Gh）が多数存在している。無台の

杯Ghには重ね焼きの痕跡を示すものが多数含まれており、明らかに従前の杯Hの杯蓋のセット関係が

崩れているという点が上げられる。このほかにはMN層の杯Hの杯蓋が通常の天地の状態で焼成されて

いるのに対して、杯Hの杯蓋セットを逆転して焼成しているのがG層・K層の特徴であることを図にお

いて区別しておきたいという意図もある。

なお、杯H蓋と無台の杯身Ghの区別については、重ね焼きの痕跡の有無以外に、天井部外面の降灰

の有無を目安としている。すなわち天井部外面の降灰の有無が認められるものを杯H蓋としているが、

区別が難しいものもあり、杯H蓋を無台の杯身にあるいはその道にしている場合もあり得る。

F K層出土遺物

Sl・S2区については、2つの窯の灰層が重なりあった複雑な堆積状況を示しており、上層・中層・

下層および最下層に分けて遺物の取り上げを行なったが、F層とG層及びK層との分別はできなかった

ので、一括して取り上げる。但し、器種から明らかにF層に帰属する遺物については、F層に掲載した。

蓋Gg（β鋭〃～β鋭冴）

天井部はヘラ削りを施し、宝珠形の小さなつまみを載せる。

蓋Gh・杯Gh（06αラー0616・062ヲ）

外面全体に緑色の自然粕がかかる。かえりは口緑部より突出しない。口緑端部は内側に巻き込む。

0鋭好は天井部へラ切りのちナデ仕上げで、かえりは痕跡程度である。（桁〃はかえりとしても痕跡程度で、

明らかに杯Hではありえない。杯Ghのβ段崇は杯身同士重ね合わせている。

杯H（βの7－0彪2）

立ち上がりは低く、底部へラ切り不調整。（）のタとβαガは黒灰色の色調で、MN層のものであろう。

βの7・βのβは灰白色で、口縁端部を内側に巻き込む。外面に粕はないが、蓋Ghの可能性がある。

杯Gg（臓ガ）

口縁部外反。体部と底部の境にヘラ削りを施す。底部外面はヘラ切りの後ナデ調整を行う。体部から

底部外面にかけて火樺の痕を残す。

椀（β成形・β成形）

体部上半に沈線、底部外面へラ削りを施す。

台付皿・台付椀・高杯（0627－0餅）

β段診～βのβはいずれも上部を欠くが、台付の椀になると思われる。（フ棚は幅2．8cmの透かしを有するが、
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その数は細片のため、不明である。0脱は低脚の高杯、α迂予イ眠鍵は長脚の高杯である。（板労は幅の狭

い縦長の透かしを有するが、透かしを有する高杯は本窯では唯一である。

その他（0正好～0正汐・β冗リー0月9）

平瓶（β正好）、横瓶（βの6・脆功、甑（β鉦渚）、鉢（β正汐）、壷（β乃1－α花拶）、嚢Al（0月5・0月6）、

嚢A2（0月の、嚢B（β冗汐～0月4・β〃β）、嚢D（β乃9）がある。

G層（土層観察畦）出土遺物

蓋Gg（臓〃）

1点出土している。三角錐形の宝珠つまみを付す。かえりは口縁部よりも下に下がる。天井部の調整

は降灰により見えない。天井部の上には別器種が付着している。

蓋Gh（（娼（汐～（娼06）

杯Hの天地を逆転した形態である。天井部はヘラ切り不調整で、緑色の自然粕がかかる。口縁端部を

内側に巻き込む。α7α7・α形6は杯の口縁の破片が付着し、αヲのは天井部に窯壁片が落下付着する。

蓋H（（娼βの・杯H（（娼（渚～脱β）

蓋Hは天井部へラ切り不調整。杯Hは底部へラ切り不調整で、口緑端部の内側への巻き込みはない。

蓋H・杯Hともに黒灰色で、灰白色の蓋Ghとは色調が異なる。MN層からの混入品の可能性が高い。

杯Gh（（格〃～脱4）

いずれもヘラ切り不調整で底部は平坦である。（親2は体部がやや丸みをもち、口緑部は直上方向に立

ちあがる。αけ4の底部には窯詰め時の砂混じりの粘土塊が付着する。

杯Gg（脱β）・椀（α玖フ）

αけβの底部外面はヘラ切り後ナデまたはへラ状工具で調整しており、口縁部には蓋のかえりの破片が

付着している。α辺）は体部中央に稜をもち、稜線付近にごく浅い沈線を巡らす。

施（脱5－（札切

αけ7は体部下半をヘラ削りし、中央の稜線部に沈線が退化したような段をもつ。肪15・αU6は口縁部

と頚部の境に浅い沈線状の段をもつ。

高杯（αU9）・壷蓋（αは1）

壷蓋（α扮1）の天井部外面はヘラ切りのちナデを施す。外面全体に降灰がある。

K層（土層観察畦）出土遺物

蓋Gg（α迂2－α以）

α迂崇は三角錐形の宝珠つまみを付す。外面は自然粕により、天井部の調整は降灰により見えない。

α玖ヲ・α班はともに口緑部の破片である。α玖ヲは天井部にヘラ削りの痕跡がかすかにみえる。内面のか

えりはあまり下に突出しない。α親は降灰などにより天井部外面の調整は見えない。かえりは下方に突

出し、口緑とかえりの間には杯の口縁部の付着痕がある。

蓋Gh（α肪・α汐6）

α迂汐は外面に自然粕がかかり、口縁部は下方に突出する。α㌶形は外面に緑色の自然粕がかかる。口縁

部とかえりの間は狭く、杯の破片が付着する。かえりは突出せず、口縁部より低い。

蓋H（（娼27・（旭か）
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（娼27は外面全体に降灰があり、口縁端部は内側に屈曲する。α排は外面全体に淡い緑色の自然粕がか

かり、自然粕により口縁部と杯Hの受部が融着したために杯H側の受部の剥離痕跡が付着している。

杯H（脱汐～α提1）

α㌶汐は受部の幅が狭く口緑端部は丸く上方に立ち上がる。受部に自然粕がかかるので杯Hとしたが、

外面に自然粕が掛かるので蓋Ghになるかもしれない。α排とαは1は底部と体部の境は明瞭で、体部は

直線的に斜め上方に立ち上がる。底部はヘラ切り不調整で、ともに暗灰色を呈しており、MN層からの

混入品の可能性が高い。

杯Gh（α招2－肱の

底部はヘラ切り不調整で、体部との境が明瞭である。α娼2・α耕・α招5のように口緑部をわずかに内

側に曲げるものとαはヲのように曲げないものがある。α娼2は口緑部に蓋Ghの破片が付着する。蓋Ghの

かえりは口縁部より下に突出する。α鯛も口縁端部に降灰がないので蓋Ghを伴っていたものと思われ

る。α招百は3個体分が融着し、α持7は底部外面に窯詰め時の粘土塊が付着している。

その他（α耕一脱3）

平瓶（αだ渚）、施（仇髪汐）、高杯（膨鋤、長頸壷（脱J）、短頸壷（α寝2）、嚢B（α紘ヲ）がある。

K層出土遺物

蓋Gh（α犯ね～αフの）

口縁部径は11．8cm～12．4cmである。0901は蓋Ghと杯Ghが完全に融着しており、Ⅹ線撮影によって図面

を起こした。かえりは口縁部より下に突出している。天井部には明るい線色の自然粕がかかり、嚢の破

片が融着している。杯の体部は底部から直線的に立ち上がり、中位くらいで屈曲し直上方向に立ち上が

る。体部側面には窯詰め時の砂混じりの粘土塊が付着する。αフ（汐・（汐のともに天井部外面全体に明るい

色の自然粕がかかる。（汐αZは天井部が平らで、かえりは口縁部より下に突出するが、（汐のは天井部が丸

みをもち、かえりは口縁部より突出しない。09a3は蓋Ghの上に杯Ghを重ね焼成している。外面には明

るい緑色の自然粕がかかる。かえりは口綾部より下に突出している。

杯Gh（α形乃・αフαラーα〃2）

無台の杯である。底部はへラ切り不調整である。口径10．5cm～11．8cm、器高は2．8cm～3．2cmであるが、

（汐α才のように器高の高いもの（5．1cm）もある。底部は平らで、体部との境が明瞭である。底径が広く、

体部の中程から直上方向に立ち上がるもの（αフαテ・（汐βの　とやや湾曲しながら立ち上がるもの（（汐（汐・

α削）がある。脱βは重ね積みの3個体分が融着し、また、脱2は底部外面に火樺痕があるので重ね焼

きを行っていることがわかる。α707は底部外面に窯詰め時の粘土塊が付着している。

杯Gg（脱3）

直立する体部をもつ。底部はヘラ切り不調整。口縁端面から内面全体に自然粕がかかるが、外面には

寒由はまったくないので、重ね積みをして焼成されたことがわかる。

蓋H（α〃4－α〃6）

天井部外面はへラ切り不調整で、α〃4・α〃百の天井部は平坦であるが、（汐16は丸みをもつ。α〃百の天

井部は自然粕が掛かり、口緑部に流下する。α冴4は暗灰色で、MN層からの混入品の可能性がある。

杯H（α〃7・（汐Jβ）

ともに底部はヘラ切り不調整。（桝7は受部径12．2cm、全体に扇平で、脱βは受部径12．6cm、体部は平
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らな底部から直線的に立ち上がる。

蓋（脱9）

天井部頂部外面のヘラ削りを行なう。頂部周縁に沈線を巡らす。口緑端部を内側に屈曲させる。

鉢（α潰））

口緑部はわずかに外反し、体部は湾曲する。体部中央に沈線状の段をもつ。

提瓶（胱1）

口緑部外面は丸く、端部を上方につまみ上げる。短い頚部をもち、肩部内面はヘラ削りによって仕上

げ、叩きの痕は認められない。形態から一応提瓶としたが、時代的にみて別の器形になるかもしれない。

壷蓋（α逝2）・短頸壷（α玖ヲ）

（膠は天井部外面へラ削りを施す。つまみは中心部がくぼみ、周縁部が高い。α玖ヲは肩部に共蓋の痕

跡を残す。

蜜A（α退官・似）

Al（（脚）とA2（似）がある。Al（α逝宵）は長く外反気味に立ち上がる頚部と内湾する口緑部をもつ。

頚部に沈線とその間に2段の波状文を巡らす。A2（似）は口緑部は板状に肥厚し、3本の沈線の間に

2段の波状文を施す。

蜜B（α新一脱の

α坊は口緑部外面が丸く肥厚し、頚部にはヘラ記号が刻まれている。体部外面に掻き目調整を施す。

（膠7は口縁部外面が肥厚するが、端部は内面の強いナデにより端部が内側に突出する。α坊・（姻27とも

に緑色の自然粕がかかる。

L層出土遺物（Jα〃～J朋3）

蓋G（1001）、蓋Gh（1002）、杯Gh（10の）、杯Gg（1004）、蓋H（10m）、杯H（1006～10m）壷底部

（Jα汐）、施（J朋の、高杯（了のJ）、短頚壷（1012）、嚢A2（J以3）がある。

Jα沼は体部外面から底部内面にかけて緑色の自然寒由が掛かる。JOのは体部と底部の境が明瞭で、口縁

部はわずかに外反する。杯H（Jα裕一Jα渚）は平らな底部から直線的に立ち上がる体部を有し、底部は

ヘラ切り不調整である。Jα汐は底部外面をヘラ削りによって仕上げる。JOJ罰ま口縁部が肥厚し、口縁部

外面に1段、頚部に2段の波状文を巡らす。

M・N層出土遺物

蓋H（JOJ4－Jα形）

天井部は平坦で、ヘラ切り後ナデまたは不調整のままである。口緑端部は短く内側に屈曲する。暗灰

色を呈する。口径は9．6cm～11．8cmである。

杯H（Jα〃～Jα得）

受部径10．9cm～13．8cmである。大半は暗灰色を呈し、底部と体部の境は明瞭で、体部は直線的に斜め

上方に立ち上がる。底部はへラ切り不調整である。このうち、Jα沼・J（冴7・Jα汐の体部外面は緑色の

自然粕がかかり、Jα形とJα沼は灰白色の色調を示す。Jαガは外面に緑色の自然粕が掛かり、杯Hの天地

を逆にして焼成している。蓋Ghとして扱うべきかもしれないが、MN層では杯Hとしておく。但し図

では焼成時の置き方の通り、天地を逆にして掲載している。Jα77も天地逆の焼成の可能性がある。また、
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1024は灰白色で受部端部を内側に巻き込んでおり、GK層の蓋Gh的な様相をもつ。

杯Gg（Jα冴）

底部外面へラ切り後、ヘラ削りを施す。底部外面には火樺痕が残る。口緑端面は降灰がなく、蓋を伴

うものと思われる。調査では出土していないが、かえりをもつ蓋が被されていた可能性が高い。

椀（Jα好）

口緑部は体部下位からまっすぐ立ち上がり、稜線付近に沈線を施す。底部は手持ちのヘラ削りで整形

している。

その他（Jの6－1仇移）

平瓶（Jα汐・J鋸の、台脚（JのJ）、短頚壷（了の6・Jの5）、椀（了のの、高杯（J紺弓の弟、施

（Jα渚）、嚢B（Jの6－1のβ）がある。棄Bは口綾部外面丸く、端部突出する。

4．土坑205出土遺物

蓋Gg（1101）・蓋Gb（1102－1105）

蓋Gb（JJの～JJ肪）は天井部は扁平な傘形を呈する。天井部外面は比較的ていねいなへラ削りを施

す。JJ〝は天井部外面に緑色の自然粕がかかる。口縁端部は内側に巻き込まれている。JJのも天井部外

面に緑色の自然粕がかかるが、かえりはまっすぐ下に向く。器壁は厚い。JJ拓は器壁が薄く、受部の幅

が極端に狭いのが特徴で、Y層0107などと同じタイプの蓋である。

杯B（JJ06）

高台が脱落した痕跡を残しており、杯Bと判断される。

杯Gh（1107－JJJ4）

無台の杯である。底部はヘラ切りのままで調整を行わない。平らな底部をもつものと底径が小さく、

蓋Hを逆転させた形態のものがある。基本的に重ね積みをして焼成されており、1114は3個体分が融着

している。また、1112は杯身の口緑同士が融着している。

杯Gg（JJ乃～JJJβ）

JJ乃～1117は杯Ghと同じ無台の杯であるが、底径が広く、体部が直立する。底部のヘラ切り跡をナ

デ消すが、あまりていねいではない。JJJβはやや深手の杯で、底部外面にはヘラ削りの痕が残る。

壷（JJJダーJJ22）

JJ期ま徳利形の肩の張らない形状で、外面に掻き目を施す。JJaは肩部に2条、体部中央に1条の沈

線を施す。底部は削り調整を行なう。JJ調は壷底部で、2号窯体の流土出土破片と接合した。JJガは底

部内面に自然粕が落下している。底部には外面手持ちのヘラ削り、肩部は掻き目調整を施す。底部に砂

混じりの粘土塊が付着している。

蜜（JJJ好一JJJ汐）

JJガは体部上半部が内面側に陥没している。口縁部を欠く。底部外面に杯Ghが付着しており、焼台

として利用されている。外面に掻き目調整を施す。JJ男は酸化焔焼成のために赤褐色を呈する。ほぼ1

個体に近い破片があるが、全体を復元するには至らなかった。口緑部を丸く納める。

その他（112ヲ～JJガ）

横瓶（JJ刀）、高杯（JJ勿）、壷脚台（力男）が出土している。JJガは方形透かしの痕跡がわずかに残

るが、大きさ・数については細片のため不明である。
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第2節　汁谷2号窯出土遺物

舟底状ピット出土遺物

蓋Gb（J却J・Ja汐・Jz犯・12の）

ともに口緑端部の小片である。かえりはいずれも小さく短かい。特にJaガのかえりは小さく、痕跡程

度のものである。12却の天井部周縁は段をもつ。

蓋G（J以β・Ja9）

つまみは算盤玉形の宝珠を里し、天井部はヘラ削りを施す。

杯（J盈沼）

口径12．7cm。体部下半はヘラ削り調整を行う。底部外面は輪高台が脱落したと思われる痕跡が残され

ており、杯Bの可能性が高い。

杯Gg（J盈冴・Jz沼）

酸化焔焼成により赤褐色を里し、土師質の焼結状態である。体部は直線的に斜め上方に立ち上がる○

底部は切り離し後、ロクロへラ削りを行う。Jz沼の底部はヘラ切り後、ナデ調整が施されている。底部

と体部の境は丸く、体部は直立し口綾部をわずかに外反させる。

杯Gh（J盈好一J盈汐・Jz鍵・12万）

Ja万は酸化煩焼成により黄褐色を里し、土師質の焼結状態である。体部は直線的に斜め上方に立ち上

がるが、摩滅が著しく調整不明である。J却7・J盈渚・Ja別ま体部が直線的に立ち上がり、口縁端部は

わずかに内側に屈曲する。器高が高く、底部径は小さい。J盈渚は底部へラ切り不調整で、器壁も厚く

作りは租雑である。J却7は焼け歪みが大きく、口径等はやや不正確である。J却6・12〝は底部へラ切り

後、ナデ調整を行なう。J却6は体部が直線的に斜め上方に立ち上がり、口縁端部をわずかに屈曲させる。

J2鍵・12万はともに口縁部を欠く。ヘラ切り後ナデ調整を行う。12万は内外面に自然粕がかかる。

椀（JaO・JaJ）

Jaβは底部が平底で、へラ削りを施す。体部は湾曲しながら立ち上がり、口縁部はわずかに「く」の

字状に屈曲する。JaJは口径14．8cm、底部はヘラ削りを施す。体部は直上方向に立ち上がる。

高杯（1212・12万）

杯部を欠く。脚はハの字に開き、脚端部も外側に開く。

平瓶（Ja4・Ja5）

J盈4は平瓶の口緑の破片で、Ja百は平瓶もしくは短頸壷の体部片である。

蜜B・休部片（Ja3・Ja6・Ja7・12汐7－12タの

J以βの口緑部外面は丸く納め、内面はへラ状工具または強いナデによって仕上げるために口縁端部が

尖る。12U6の当て具痕はGK層出土嚢、1217の当て具痕はGK層およびEF層出土嚢、1219当て具痕は

EF層およびY層出土嚢の当て具痕とそれぞれ一致する。（第6章第3節参照）

流土層出土遺物（Jz㌘・12男～J2ヲ6）

窯体廃棄後に流入した土層出土遺物で、蓋G（J2男）、蓋H（12㌘）、杯Gg（J2労）、高杯（J2舛）、

嚢A3（12万）、嚢B（1m）がある。このほかに杯Hの細片も出土しているが、蓋H（lZ32）ともども

色調等はMN層の遺物の特徴を示すものであり、2号窯で焼成された製品以外の遺物が混入している○
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第3節　汁谷遺跡出土遺物

1．歴史時代の遺構出土遺物

SK201出土遺物

【床面出土遺物】

蓋H（J灘7－1封2）

ほとんどが完形品（13ののみ破片）であるが、その大半が焼け歪んでいる。変形が少なくほぼ本来の

形をとどめているものは、J盈〃・13の・J封Jくらいで、口径11．1cm～12．2cmを測る。他は対面する2方

向の日録が内側に収縮し、口緑部全体が楕円形状に変形しているので、計測の口径は正確を期し難い。

頂部は平らで頂部径は6cm前後である。天井部はヘラ切り後、軽くナデを行う程度で、ヘラ削りの調整

を行わない。形態には次の3つのタイプがある。1つ目は口緑端部を短く内側に傾けるもので、13の～

J盈沼がある。2つ目は天井部と口縁部の境に稜をもつもので、口緑部は稜線部からほぼまっすぐに下に

向く。J盈凄～1307が該当する。3つ目は天井部と口縁部の境が不明瞭で、口縁部が外に開く一群である。

13α7－Jヱ12が該当する。

杯H（J封3－1盈ヲ）

蓋同様ほとんどが完形品であるが、その大半が焼け歪んでいる。変形が少なくほぼ本来の形をとどめ

ているものは、J封3－1封7くらいで、口径11．1cm～12．2cmを測る。他は対面する2方向の口緑が内側に

収縮し、口縁部全体が楕円形状に変形しているので、計測の口径は正確を期し難い。底部は平らで底部

径は6cm前後である。天井部はヘラ切り後、軽くナデを行う程度で、ヘラ削りの調整を行わない。

形態には2つのタイプがある。1つは立ち上がりが低く、受部よりもやや高いか低い一群で、J封3・

J封4・1品汐が該当する。2つ目は立ち上がりの高さが受部より高いもの。J封5－1品リ・J盈ヲが該当する。

杯Gg（13鍵）

口径11．0cm、器高4．4cm。体部は直上方向にわずかに内傾して立ち上がる。口綾部外面に重ね焼きの痕

跡を残す。底部へラ削りを施す。

椀（13万－1詔の

杯Gより深さのある器形である。体部は底部境から湾曲しながら立ち上がり、中央または中央より

やや下がった位置から直上方向に立ち上がる。底部へラ削りを施す。中央の稜線付近に沈線を巡らす。

13万は2条、1品形は稜線を挟んで上下に2条、J詔7は1条の沈線をそれぞれ巡らす。

有蓋高杯（Jぷ渚～Jヱ形）

3個体出土している。杯部の受部径は13．2cm～14．2cmで、脚柱部に2条の沈線を巡らす。1品汐は脚部

端部、J莞剃ま日録部を欠く。J淵は器高12．9cmを測る。

壷（Jj且1・Jヱ汐）

Jj且1は短頚壷の口縁であるが、Jヱ汐と同一個体の可能性がある。底部はヘラ削り調整を施す。

嚢Al（Jヱ沼）

長く伸びる頚部に内湾する口緑部を有する。頚部と口緑部の境には沈線状の段を有する。口緑端部は

平坦で、内側にわずかに突出する。頚部には2本の沈線に挟まれた列点文、口縁部外面に2段の列点文

を施す。
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【上層出土遺物】

SK201の埋没後にできた浅い凹地に埋積した遺物群である。

蓋Gb（J4朋～14αテ）

内面にかえりを有する。かえり内面に整形時の工具跡を残す。天井部はヘラ削りを施し、宝珠つまみ

を付す。14拓は天井部のふくらみのない平蓋形で、かえりはきわめて短く痕跡程度である。14のは天井

部に杯Ghが付着し、三角錐形の宝珠つまみを付す。

蓋Gg（1406）

の07と同じタイプの蓋で器壁が薄く、受部の幅が極端に狭いのが特徴である。

杯Gh（1407・14α7）

底部が平らで、ヘラ切り後ナデ調整を行なう。口緑部周辺を強くナデて口緑部を屈曲させる。14のは

底部が平らで、体部は湾曲して立ち上がり、口縁部を外反させる。底部はヘラ切り後、ヘラでナデ調整

を行なう。内面にわずかに自然粕がかかる。焼成・色調から見て下層の遺物の可能性もある。

杯B（14αフ）

口縁部を欠く。高台は外側に踏ん張り、YEF層の杯Bに見られるように高台端部が内側へ突出する

形態ではない。当該窯の杯Bの高台としては数の少ない形態である。

壷（14JO～1412）

J4J別ま上半部を欠く。底部外面はロクロ削りを施す。底部内面には自然粕が溜まる。短頸壷であろう。

14上目ま底部手持ちのヘラ削りを施し、稜線部に1条の沈線を巡らす。1412は短頚壷で完形品である。体

部下半へラ削り。体部上位の稜付近に1条の沈線を巡らす。

蜜（1413－14乃）

1413は肩部に凹線状の段が見えるが、線色に発色した自然粕が掛かり、沈線か成形・調整に伴う段か

不明である。

その他（1416－141β）

低脚の高杯（14ノア・141β）、壷蓋（1416）がある。上層の遺物群と下層の遺物群が重なる箇所からの

出土で、どちらの層に帰属するかは不明であるが、一応上層に含めておく。

SH201出土遺物

【暗褐色土層出遺物】

住居跡の埋土は基本的に2層に分かれ、周壁部には地山と極めて類似した黄色系の灰黄シルト質柵砂

（第2層・第9層）が、内側には黄灰色柵砂質シルト（第1層）が堆積している。このうち内側の暗褐

色土層は住居廃棄後の流入土と考えられるが、発掘時には黄色系の2・9層と区別せずに遺物を取り上

げたために、住居に伴う遺物と流入土の遺物が区別できなくなっている。

蓋Gg（1419）

つまみを欠く。天井部へラ削りを施す。内面のかえりはわずかに突出するのみである。

蓋H（14盈））

天井部はヘラ切り不調整で、口縁部を小さく曲げる。

杯H（J421・14∠汐）

J彪別ま底部外面が平らで、ヘラ切り不調整である。底部には焼成時の亀裂痕があり、焼成不良品であ
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る。

平瓶（J彪沼）

小片である。稜線部に2条の沈線、肩部に波状文とヘラ記号が刻まれている。

土師器奮（J彪建・J必）

口緑部が「く」の字形に屈曲する嚢である。破片がまとまって出土しているが、摩滅が著しく一部し

か復元できなかった。住居に伴うものであろう。

【周溝出土遺物】

住居跡の周溝から出土した遺物群で、住居使用時の遺物である。

高杯（14∠形）

焼成が甘く灰白色を呈する。短い脚柱部から水平に開く脚端部を有する。杯部口緑端部は短く屈曲す

る。

蜜B（14：診）

口緑部は丸く仕上げる。焼成は甘く、酸化煩焼成により、赤褐色を呈する。

蜜（J42の

口緑部を欠く。焼成甘く灰白色を呈す。外面は叩きの後、板状工具で整形し、内面は青海波のあて具

跡を残す。K層出土嚢の当て具痕と一致した。（第6章第3節参照）

SK206・210・211出土遺物（J髭〃～15αフ）

比較的まとまった量が出土しているのはSK206で、蓋Bb（1501）、杯Gg（1502）、杯Gh（15tu）、杯B

（J謝）、嚢（J盈万・J甜6）、高杯（J50の　が出土している。15のは底部へラ切り後、ナデ調整を行なう。

SK210出土の蓋Bb（15tW）はほぼ完形である。SK211出土杯Gg（1509）もほぼ完形で、体部は直立し

底部は底部へラ切り後、ナデ調整を行なう。

SD205・206・208・213出土遺物（J封0－1似）

各溝とも杯Hなど古い段階の遺物も出土しているが、杯Bなど新しい段階の遺物もそれぞれ包含して

いる。

包含層出土遺物（J尻万～J尻謬）

蓋（J尻好）・すり鉢（J彪形）などが出土している。

2．弥生時代の遺構出土遺物

【po201出土遺物】

嚢（J蹟〃）

「く」の字に外反する頚部をもつが、口縁部を欠く。体部外面は叩き後にパケ調整を施す。弥生後期

のものであろう。
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【土坑205出土遺物】

蜜（16（汐）

1号窯関連遺構の土坑205の埋土中からで出土したものである。底部片のみで全体は不明である。胎

土に砂粒を多く含む。後期のものであろう。

【sD209出土遺物】

土器

弥生中期の土器群である。16α7・J成形・16（渚は高杯で、このうち16のは屈曲気味に立ち上がる口縁

部をもつ。口緑端面は平坦で、外面に2条の凹線を巡らす。小片のため口径は正確を期し難いので、有

段の広口壷になる可能性もある。J就寝は裾部に2条の凹線を巡らす。器台の脚であろう。1606はゆるや

かに外反しながら上方に伸びる頚部をもつ壷である。頚部には2条の凹線を巡らす。口縁部の端面は平

坦で、端部は内側に肥厚する。頚部外面にパケ目の調整痕、口縁部内面に板状工具による調整痕が認め

られる。1607は台付鉢もしくは台付無頸壷の脚部で、端部付近に凹線を2条施し、多数の小円孔を穿つ。

外面は磨き、内面は削り調整を施す。J段別ま「く」の字に外反する頚部をもつ嚢である。端部を少し誇

張させる。摩滅のため調整は不明である。このほか、J朗0－J朗βの壷または嚢の底部が出土している。

このうち、J朗βは大型の嚢で、内面に煤が付着する。

石器

弥生時代中期の流路であるSD209から出土した石器は、すべてサヌカイト製の小型剥片石器類で、石

鉄、石錐、削器、楔形石器がある。

5月ま有茎式石鉄である。裏面の一部を除いてほぼ全面に調整剥離が及んでおり整った形態に仕上げ

られている。基部一体部にかけてはやや厚みがあるが、先端部は薄く鋭利である。長さは3cmを越える

が重量は1．6gとやや軽い。

52と53は石錐である。52は柳葉形で細身の凸基式石鉄とも考えられるが、基部に比べ先端部が

厚く仕上げられていることから石錐とした。錐部の摩耗は認められない。53は厚手の剥片の折れを利

用し、粗雑な調整剥離で錐部を作出している。

54は削器である。縦折れした横長剥片の末端に小剥離を連続させ、弧状の刃部としている。

SJと56は楔形石器である。鼠百は上下左右に各一対、Sのま上下一対の作用部がある。ともに折れ

や階段状剥離が顕著で、SJでは折れ面からの加撃が行われている。

これらのサヌカイト製石器は産地分析を行っていないが、肉眼で見る限り金山産の可能性が高いと考

えられる。
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第5章　自然科学分析

第1節　汁谷遺跡で検出された地震の痕跡について

産業技術総合研究所　主任研究員　寒川　旭

1．汁谷遺跡の地震痕跡

汁谷遺跡発掘調査において、小規模ながら地震が原因と

考えられる痕跡が、住居跡（SH201）の東端で検出された

（挿図21参照）。挿図28のように、高さ35cmで中央部が少し

広がるような亀裂（最大幅9cm）で、内部は砂、および、

側面から落下したと思えるシルトのブロック（長さ8cm、

幅4cm）で満たされていた。亀裂の下端は砂礫層（最大

径10cmの礫を含む）に連続しており、亀裂の内部では下部

が細粒砂で上端は極細粒砂と上ほど粒子が細かくなる「級

化」が認められており、この砂が上昇した可能性が高い。

このため、砂礫層で液状化現象

が生じて噴砂が上昇した痕跡（砂

脈）と考えられる。

兵庫県教育委員会の検討結果

から（本報告書の第6章第3節参

照）、砂脈は住居跡SH201の床面

の張り床部を引き裂いているもの

の、住居跡に堆積した埋土には覆

われていることがわかった。埋土

は住居廃絶後に堆積したと考えら

れるので、住居が建てられた後に

地震が生じ、住居が廃絶されて埋

土が堆積したものと推測される。

一方、2号窯跡にも変形が確

認されている（本報告書の第6章

挿図28　汁谷遺跡で検出された

地震の痕跡（暁砂B）

図中のドットの大きさは粒子の大きさ

に対応している。
（挿図21、遺構写真図版19－C参照）

挿図29　坂尻遺跡で検出された地震の痕跡

（寒川、1992より）

第3節参照）。焚口から約90cmの位置で側壁の硬化層が約10cm食い違っており、これも、強い地震動が

原因となった可能性がある。

住居跡SH201は2号窯に関わる住居であるが、2号窯は7世紀第4四半期に操業を開始して、すぐに

廃絶したことがわかっている（本報告書の第6章第3節）。住居跡SH201の地震痕跡と2号窯の変形が

同一の地震によって生じて、共に地震後に廃絶したと考えるなら、地震の年代も7世紀の終わり頃と推

測される。
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2．白鳳南海地震とその痕跡

このような年代の地震が、『日本書紀』の天武13年条

（西暦684年）、10月14日（西暦の11月29日）に記録され

ている。その内容は、「人定（午後10時）に逮りて大き

に地震る。国挙りて男女叫び唱ひて不知東西ひぬ。則ち

山崩れ河涌く。諸国の郡の官舎、及び百姓の倉屋、寺

塔神社、破壊れし類、勝て数ふべからず。是に由りて、

人民及び六畜、多に死傷はる。時に伊橡温泉、没れて

出でず。土左国の田苑50余万頃（約10万平方キロメート

ル）、没れて海と為る。古老日く、『是の如く地動ること

未だ合より有らず』といふ（中略）土左囲司言さく、大

潮高く勝りて海水瓢蕩ふ。是に由りて調運ぶ船、多に放

れ失せぬ」である。

これは、太平洋沿岸のプレート境界である「南海トラ

フ」から発生する南海地震に関する最古の記録と考えら

れており、『日本書紀』の記述には近畿・四国地域が激

しく揺れ、太平洋沿岸へは津波が押し寄せ、高知平野が

沈んで、道後温泉の湯が止まったと、南海地震の4つの

特徴がもれなく含まれている。

この「白鳳南海地震」に対応する液状化現象の痕跡は

和歌山県文化財センターが発掘した和歌山市の川辺遺跡

で検出されており（寒川、1992；など）、紀ノ川下流地

域が激しく揺れたことがわかる。

A B C D E

1946＋◆1944－
1854　1ト・・－1854

17074●◆一－1707

1605－－1605－

●●　　　●●●1卜1498

－13611m●一　●

●●

1099－－1096－

－　887－　●

684＿JよJ3＋．㌔J
南海地震　　　　東海地震

東南海地震　東海地震

挿図30　南海地震と東海地震の発生年表

数字は記録からわかる発生の西暦年で
●は遺跡で地震痕跡が認められたもの

1．汁谷遺跡　　2．川辺遺跡
3．田所遺跡　　4．坂尻遺跡
5．川合遺跡

一方、明日香村教育委員会による酒船石遺跡の発掘調

査では、斉明天皇が築いた石垣の一部が「達磨落とし」のように、真ん中の部分が大きく飛び出しなが

ら一気に崩れ落ちた痕跡が認めたが、背後には地割れの痕跡が刻まれており、白鳳南海地震の爪痕と考

えられている（写真9：相原、1995；埋文関係救援連絡会議・埋蔵文化財研究会編、1996；寒川、1997

；など）。

この年代の地震痕跡はさらに東海地域

でも認められており、愛知県一宮市の田

所遺跡（愛知県埋蔵文化財センター）

では、古墳時代の水田を引き裂きなが

ら上昇し、奈良から平安時代にかけて

の遺構に削られる噴砂が認められた（服

部、1998；）。さらに、静岡県埋蔵文化

財調査研究所・袋井市教育委員会による

袋井市坂尻遺跡の調査では、古墳時代後

期（七世紀中頃）の多くの住居跡とその

写真9　酒船石遺跡の石垣の崩壊跡

石垣が崩壊し、背後には地割れが生じている。
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埋土を引き裂き、八世紀に入ってすぐに造られた住居群には、逆に砂脈が削られていた（図2寒川、

1992；など）。また、静岡県埋蔵文化財調査研究所による静岡市の川合遺跡では、液状化現象に伴う砂

脈によって七世紀中頃の遺構と埋土が引き裂かれ、八世紀の遺構は逆に砂脈を切断する状況が認められ

た（寒川、1992；静岡県埋蔵文化財調査研究所、1995；）

田所・坂尻・川合の各遺跡の地震跡は、7世紀後半を含む時代に限定されており、白鳳南海地震に対

応する東海地震（南海トラフの東半分から発生）の痕跡と考えられる、このような成果から、684年頃

に南海地震と東海地震が一緒に発生したことが考えられる（寒川、1992、2001；）。

白鳳南海地震に関しては、前述のように四国の被害（広い範囲での地震動・地盤沈降・温泉の湧き出

し停止・津波）が『日本書紀』に具体的に書かれている。和歌山・奈良両県で地震痕跡が認められてい

たが、今回、淡路島南部から、この地震によると考えられる地震痕跡と窯・住居の廃絶が認められたこ

とは、この地震の全体像を把握することへの大きな貢献である。これからも、この地域周辺でこの地震

の痕跡や被害の証拠が見つかる可能性も高い。

3．将来の南海地震・東海地震

挿図30は東海（東南海）地震と南海地震の発生を示した年表である。西暦で示したのは記録からわか

る両地震の発生年代で、挿図30は両地震のものと思われる地震跡を検出した遺跡の位置と地震跡の年代

を示している。これによると、2つの地震は200年以内の間隔で、ほぼ同時（2年以内の間隔）に発生

し続けているように思われ、21世紀中頃までに東海（東南海）地震と南海地震が一緒に発生する可能性

が高い。このような状況下で、過去の南海地震の被害を出来るだけ詳しく把握することが肝要となる。

この意味で、過去の地震記録や地震痕跡に関する資料を多く得ることには重要な意義がある。
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鹿児島国際大学　三辻　利一

第2節　汁谷窯跡群出土須恵器の化学特性

11はじめに

淡路島には洲本市を中心とした半径20kmの範囲内に20基程度の須恵器窯跡が発見されている。しか

し、これらの窯跡出土須恵器はK－Ca、Rb－Srの両分布図上でまとまって分布するので、これらの窯跡出

土須恵器の供給先を追跡する場合には、一括して淡路群として把握することができる。しかし、南あわ

じ市内の戸川池窯跡と汁谷窯跡出土須恵器は両分布図上で、淡路領域を少しずれることが分析データで

わかったので、改めてここに報告する。

2．分析法とデータ処理法

今回改めて分析した試料は戸川池窯跡（8C前）と汁谷窯跡（7C前）出土の須恵器試料である。ま

た、同じ南あわじ市の佐札尾瓦陶窯跡（12C末）出土須恵器の分析データは前回分析したものを使用し

た。

須恵器小片の表面をタングステンカーバイド製の手動式研磨機で研磨して付着物を除去し、タングス

テンカーバイド製乳鉢の中で100メッシュ以下に粉砕した。粉末試料は塩化ビニル製のリングを枠にし

て10トンの圧力を加えてプレスし、内径20mm、厚さ5mmの錠剤試料を作成した。

錠剤試料はそのまま、蛍光Ⅹ線分析装置に連結されている自動試料交換器の所定の位置に置かれた。

この自動試料交換器には50試料が同時に搭載でき、その中の一つは定量分析のための標準試料である、

岩石標準試料、JG－1である。

蛍光Ⅹ線分析には理学電機製、RIX－2100（波長分散型）の装置が使用された。この装置には3枚の

分光結晶（TAP、Ge、LiF）が付属しており、それぞれ、Na；K、Ca；Fe、Rb、Srの蛍光Ⅹ線を分光

するために、自動的に交換される仕組みになっている。また、軽元素Na、K、Caの蛍光Ⅹ線強度を測

定するために比例計数管を、中重元素Fe、Rb、Srの蛍光Ⅹ線強度を測定するためにシンチレーション

カウンターを自動的に交換できる。分析値は各元素の蛍光Ⅹ線強度をJG－1の対応する元素の蛍光Ⅹ線強

度を使って標準化した値で表示した。

試料処理法、分析法、データ解析法は前回の報告（註1）と同じである。

3．分析結果

分析データは第1表にまとめられている。はじめに、前回分析した試料（註1）を使い、淡路島内の

窯跡出土須恵器をすべて両分布図上にプロットした。その結果は挿図31に示されている。よくまとまっ

て分布することがわかる。これらを包含するようにして淡路領域を措いた。そして、今回分析した戸川

池窯跡および汁谷窯跡出土須恵器のデータと比較することにした。

挿図32には、戸川池窯跡出土須恵器の両分布図を示す。Ca、Srが比較的少なく、淡路領域から少し

左側にずれることがわかる。

一方、挿図33には、汁谷窯跡出土須恵器の両分布図を示す。K－Ca分布図では汁谷窯の須恵器は淡路

領域内に分布するが、Rb－Sr分布図ではSr量が多く、淡路領域の右側に少しずれることがわかる。同じ
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南あわじ市内でも戸川池窯と汁谷窯の須恵器は淡路領域を挟んで、互いに反対方向に少しずれ、化学特

性が異なることがわかった。

前回のデータ（註1）をみると、南あわじ市の佐札尾瓦陶窯跡の須恵器も汁谷窯跡の須恵器と同様、

Sr量がやや多く、淡路領域の右側に少しずれることがわかった。すなわち、同じ南あわじ市内の汁谷

窯跡の須恵器と佐札尾瓦陶窯の須恵器とは同じ化学特性をもっているが、戸川池窯跡の須恵器の化学特

性とは少し異なることが明らかになった。

この結果、戸川池窯跡の須恵器と汁谷窯跡の須恵器は相互識別出来る可能性がでてきた。K、Ca、

Rb、Srの4因子を使った2群間判別分析の結果は挿図34に示されている。両者は完全に相互識別でき

ることを示している。なお、両者はNa因子でも異なることが第1表から予想されるので、因子を入れ

替えて、K、Ca、Fe、Naの4因子をつかって判別分析にかけた結果は挿図35に示されている。やはり、

相互識別は十分可能であることがわかった。

註1三辻利一「下内膳遺跡出土須恵器の蛍光Ⅹ線分析」『下内膳遺跡』1996年　兵庫県教育委員会

汁谷窯跡

1．O Ca O

挿図31淡路群の両分布図

戸川池窯跡
資 料 番 号 K C a F e R b S r N a

N o．5 6 0 ．4 0 2 0 ．16 8 2 ．1 8 0 ．4 6 4 0 ．4 0 7 0 ．2 1 8

N o．5 7 0 ．4 9 7 0 ．19 3 1 ．8 8 0 ．5 1 2 0 ．5 5 0 0 ．2 7 5

N o．5 8 0 ．4 3 1 0 ．17 5 2 ．1 0 0 ．5 0 0 0 ．4 1 3 0 ．2 3 1

N o．5 9 0 ．5 1 7 0 ．2 4 5 2 ．14 0 ．6 4 2 0 ．5 3 1 0 ．2 9 7

N o．6 0 0 ．4 9 0 0 ．1 8 3 1 ．8 3 0 ．6 1 3 0 ．4 3 2 0 ．2 8 8

N o．6 1 0 ．4 9 8 0 ．1 6 9 1 ．8 5 0 ．6 1 0 0 ．5 0 1 0 ．3 2 8

N o．6 2 0 ．5 2 2 0 ．2 17 2 ．0 2 0 ．6 0 1 0 ．5 4 6 0 ．3 1 6

N o．6 3 0 ．4 8 2 0 ．1 8 8 2 ．0 5 0 ．5 6 5 0 ．4 9 5 0 ．3 3 1

N o．6 4 0 ．5 0 7 0 ．1 9 3 1 ．9 1 0 ．5 6 3 0 ．5 4 8 0 ．3 0 6

N o．6 5 0 ．5 3 9 0 ．1 3 3 1 ．8 7 0 ．6 5 4 0 ．4 9 3 0 ．2 9 5

N o．6 6 0 ．5 4 4 0 ．2 0 1 1 ．9 1 0 ．6 4 8 0 ．5 0 8 0 ．3 0 7

N o．6 7 0 ．5 5 6 0 ．1 8 8 2 ．2 5 0 ．6 5 0 0 ．5 5 5 0 ．3 0 1

N o．6 8 0 ．5 2 6 0 ．2 0 2 1 ．8 4 0 ．5 6 0 0 ．5 8 0 0 ．3 4 8

N o．6 9 0 ．4 8 3 0 ．1 1 0 2 ．0 8 0 ．6 0 2 0 ．4 1 2 0 ．2 5 4

N o．7 0 0 ．5 5 3 0 ．1 9 3 2 ．2 3 0 ．6 4 4 0 ．5 4 3 0 ．3 2 4

N o．7 1 0 ．5 7 1 0 ．2 0 7 1 ．8 4 0 ．6 13 0 ．5 4 8 0 ．3 1 4

No ．7 2 0 ．5 2 9 0 ．1 3 2 1 ．9 1 0 ．6 4 1 0 ．4 5 6 0 ．2 8 7

No ．7 3 0 ．5 0 8 0 ．1 9 5 2 ．1 8 0 ．6 0 2 0 ．4 8 3 0 ．3 1 4

No ．7 4 0 ．5 5 6 0 ．1 8 5 1 ．9 9 0 ．6 5 3 0 ．5 7 0 0 ．3 6 1

No ．7 5 0 ．5 7 0 0 ．1 1 3 2 ．0 0 0 ．6 2 5 0 ．4 7 2 0 ．2 6 6

No ．7 6 0 ．4 7 4 0 ．2 1 9 1 ．7 9 0 ．6 0 9 0 ．4 4 8 0 ．2 6 8

No．7 7 0 ．5 2 7 0 ．1 4 1 1 ．8 3 0 ．6 6 5 0 ．5 0 3 0 ．2 7 7

No．7 8 0 ．5 2 6 0 ．1 4 8 1 ．9 9 0 ．5 9 6 0 ．3 7 2 0 ．2 2 2

No．7 9 0 ．4 9 6 0 ．2 1 3 1 ．7 4 0 ．6 2 5 0 ．4 7 3 0 ．2 8 6

No．8 0 0 ．5 6 3 0 ．1 7 7 1 ．9 7 0 ．6 6 0 0 ．5 0 5 0 ．3 1 4

資 料 番 号 K C a F e R b S r N a

N o．1 0 ．5 15 0 ．0 7 9 1 ．5 5 0 ．6 1 2 0 ．2 5 7 0 ．2 3 3

N o．2 0 ．5 5 2 0 ．1 5 0 1 ．6 6 0 ．7 3 8 0 ．3 2 5 0 ．2 5 2

N oL 3 0 ．4 6 2 0 ．0 7 6 1 ．6 1 0 ．6 8 2 0 ．2 13 0 ．1 6 4

N o．4 0 ．5 2 6 0 ．0 7 9 1 ．5 2 0 ．6 4 5 0 ．2 5 7 0 ．2 7 5

N o．5 0 ．4 5 5 0 ．0 7 1 1 ．7 0 0 ．6 7 1 0 ．2 7 0 0 ．1 5 3

N a 6 0 ．5 8 2 0 ．1 0 2 1 ．5 0 0 ．6 7 6 0 ．2 6 7 0 ．2 4 6

N o．7 0 ．5 8 8 0 ．1 5 5 1 ．4 2 0 ．6 8 0 0 ．3 9 0 0 ．2 7 8

N o．8 0 ．5 4 9 0 ．1 0 6 1 ．6 0 0 ．7 2 0 0 ．2 7 4 0 ．2 0 3

N o．9 0 ．5 1 1 0 ．1 0 0 1 ．6 3 0 ．7 0 1 0 ．2 5 9 0 ．2 5 5

No ．1 0 0 ．4 8 8 0 ．1 0 4 1 ．6 5 0 ．7 2 1 0 ．2 6 1 0 ．2 0 0

第1表　汁谷・戸川池窯跡出土須恵器の分析データ

－55－



1．O Ca O

挿図32　戸川池窯跡　出土須恵器の両分布図

1．O Ca O

挿図33　汁谷窯跡　出土須恵器の両分布図
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挿図34　戸川池群と汁谷群の相互識別

（K、Ca、Fe、Na）
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第3節　汁谷窯跡群における樹種同定

株式会社　古環境研究所

1．はじめに

木材は、セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり、解剖学的形質の特徴から樹種の同定が可

能である。木材は花粉などの微化石と比較して移動性が小さいことから、比較的近隣の森林植生の推定

が可能であり、遺跡から出土したものについては木材の利用状況や流通を探る手がかりとなる。

2．試料

分析試料は、1号窯および2号窯から採取された炭化材20点である。

3．方法

試料を割折して新鮮な横断面（木口と同義）、放射断面（柾目）、接線断面（板目）の基本三断面の切

片を作製し、落射顕微鏡によって50－1000倍で観察した。同定は、解剖学的形質および現生標本との対

比によって行った。

4．結果

表1に結果を示し、主要な分類群の顕微鏡写真を示す。以下に同定根拠となった特徴を記す。

マツ属複維管束亜属　Pinussubgen．Diploxylon　マツ科（写真10－1）

仮道管、放射柔細胞、放射仮道管及び垂直、水平樹脂道を取り囲むエビセリウム細胞から構成される

針葉樹材である。横断面：早材から晩材への移行は急で、垂直樹脂道が見られる。放射断面：放射柔細

胞の分野壁孔は窓状である。放射仮道管の内壁には鋸歯状肥厚が存在する。接線断面：放射組織は単列

の同性放射組織型であるが、水平樹脂道を含むものは紡錘形を呈する。

以上の形質よりマツ属複維管束亜属に同定される。マツ属複維管束亜属にはクロマツとアカマツがあ

り、どちらも北海道南部、本州、四国、九州に分布する常緑高木である。材は水湿によく耐え、広く用

いられる。

クマシデ属イヌシデ節　Carpinussect．Carpinus　カバノキ科（写真10－2）

横断面：小型で丸い道管が単独あるいは数個放射方向に複合し、全体として放射方向に配列する放

射孔材である。集合放射組織が見られる。放射断面：道管の穿孔は単穿孔である。放射組織は同性であ

る。接線断面：放射組織は同性で1～3細胞幅のものと集合放射組織からなる。

以上の形質よりクマシデ属イヌシデ節に同定される。落葉の中高木で、北海道、本州、四国、九州の

山野に分布する。

シイ属　Castanopsis　ブナ科（写真10－3）

横断面：年輪のはじめに中型から大型の道管がやや疎に数列配列する環孔材である。晩材部で小道管

－57－



が火炎状に配列する。放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。接線断面：放

射組織は単列の同性放射組織型のものが存在する。

以上の形質よりシイ属に同定される。シイ属は本州（福島県、新潟県佐渡以南）、四国、九州に分布

する常緑高木で、高さ20m、径1．5mに達する。材は耐朽、保存性やや低く、建築、器具などに用いら

れる。なおシイ属にはスダジイとツブラジイがあり、集合放射組織の有無などで同定できるが、本試料

は小片で広範囲の観察が困難であることから、シイ属の同定にとどめた。

コナラ属クヌギ節　Quercussect．Aegil0PS　ブナ科（写真11－1）

横断面：年輪のはじめに大型の道管が1～数列配列する環孔材である。晩材部では厚壁で丸い小道管

が単独でおよそ放射方向に配列する。早材から晩材にかけて道管の径は急激に減少する。放射断面：道

管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。接線断面：放射組織は同性放射組織型で、単列の

ものと大型の広放射組織からなる複合放射組織である。

以上の形質よりコナラ属クヌギ節に同定される。コナラ属クヌギ節にはクヌギ、アベマキなどがあ

り、本州、四国、九州に分布する。落葉の高木で、高さ15m、径60cmに達する。材は強靭で弾力に富

み、器具、農具などに用いられる。

コナラ属アカガシ亜属　Quercussubgen．Cyclobalanopsis　ブナ科（写真11－2）

横断面：中型から大型の道管が1～数列幅で年輪界に関係なく放射方向に配列する放射孔材である。

道管は単独で複合しない。放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。接線断

面：放射組織は同性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織である。

以上の形質よりコナラ属アカガシ亜属に同定される。コナラ属アカガシ亜属にはアカガシ、イチイガ

シ、アラカシ、シラカシなどがあり、本州、四国、九州に分布する。常緑高木で、高さ30m、径1．5m

以上に達する。材は堅硬で強靭、弾力性強く耐湿性も高い。特に農耕具に用いられる。

ブナ科　Fagaceae

横断面：部分的ではあるが大型の道管が見られた。放射断面：放射組織は平伏細胞からなる。接線断

面：放射組織は単列の同性放射組織型である。

以上の形質よりブナ科のうちのクリ、シイ属、コナラ属のいずれかである。なお、本試料は小片で広

範囲の観察が困難であることから、ブナ科の同定にとどめた。

ケヤキ　ZelkovaserrataMakino　二レ科（写真11－3）

横断面：年輪のはじめに大型の道管が1～2列配列する環孔材である。孔圏部外の小道管は多数複合

して円形、接線状ないし斜線状に配列する。放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、小道管の内壁にはらせ

ん肥厚が存在する。放射組織はほとんどが平伏細胞であるが、上下の縁辺部のものは方形細胞でしばし

ば大きくふくらんでいる。接線断面：放射組織は異性放射組織型で、上下の縁辺部の細胞のなかには大

きくふくらんでいるものがある。幅は1～7細胞幅である。

以上の形質よりケヤキに同定される。ケヤキは本州、四国、九州に分布する。落葉の高木で、通常高

さ20～25m、径60～70cmぐらいであるが、大きいものは高さ50m、径3mに達する。材は強靭で従曲性
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に富み、建築、家具、器具、船、土木などに用いられる。

5．所見

分析の結果、汁谷窯跡群の1号窯と2号窯から採取された炭化材では、マツ属複維管束亜属5点、シ

イ属4点、コナラ属クヌギ節4点、ケヤキ3点、コナラ属アカガシ亜属2点、クマシデ属イヌシデ節1

点、ブナ科1点が同定された。

マツ属複維管束亜属は二次林を形成するアカマツと海岸林を形成するクロマツとがあるが、ここでは

アカマツが生態的にも妥当と考えられる。マツ類の木材はいずれも樹脂を多く含み、現在においても窯

業に好んで用いられる。シイ属とコナラ属アカガシ亜属は照葉樹林の主要構成要素であるが、アラカシ

やシイ類は二次林要素でもある。コナラ属クヌギ節は乾燥した台地や丘陵地に生育し、二次林要素でも

ある。ケヤキは温帯の森林下の谷側などに生育する落葉広葉樹で適潤性の土壌を好む。クマシデ属イヌ

シデ節は、温帯の山地等に広く分布する落葉広葉樹である。いずれも当時の遺跡周辺もしくは近隣の地

域で採取可能な樹種であったと考えられる。
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通番　　　　　　　　　採取位置・層　　　　　　　　　　　試料　　　　　　　　　　　　　　　結果（学名／和名）

抽1　1号窯灰原　横断面1　F3層

抽2　　1号窯灰原　横断面1　F3層

No．3　　1号窯灰原　横断面1　F3層

No．4　　1号窯灰原　横断面1　F3層

‰5　　1号窯灰原　横断面1　F3層

抽6　　1号窯灰原　横断面1　F4層

恥7　　1号窯灰原　横断面1　F4層

馳8　　1号窯灰原　横断面1　F4層

NG9　　1号窯灰原　横断面1　F4層

NolO　　1号窯灰原　横断面1　F4層

Spl

Spl

Spl

Spl

Spl

Sp2

Sp2

Sp2

Sp2

Sp2

抽11　1号窯灰原　排水溝南側の焼土下（M5層相当）　　sp3

‰12　1号窯灰原　排水溝南側の焼土下（M5層相当）　　sp3

抽13　1号窯灰原　排水溝南側の焼土下（M5層相当）　　sp3

‰14　1号窯灰原　排水溝南側の焼土下（M5層相当）　　sp3

抽ユ5　1号窯灰原　排水溝南側の焼土下（M5層相当）

Nn16　　2号窯　東壁A層

馳17　　2号窯　東壁B層

Nq18　　2号窯　東壁F層

No19　　2号窯　窯内床面付近

抽20　　2号窯　土坑205　第8層

Sp3

①

②

（郭

①

⑤

Ouercussu ge月．07doゐa血刀qpS血

Zd五ova smね旭丘血o

Zd旋ol瑠Sel了篭由旭丘血0

餓コUSSUゐgel1．劫ノ0g〆0刀

Ouercussu ge刀．Q′Cbわa血刀qPSゐ

Ouercと1SSeCとAeg毎s

Quercと1SSeCとAe繭s

Cbsね刀qp封S

Zdk0Va Serr篭ねルね五bo

P玩ussUゐgen肋血刀

凸1p血ussecと（藷Jp血us

Ouercと1SSeCLAeg毎s

Ouel℃USSeCとAeg毎s

P玩ussuゐge几月毎血功刀

P玩ussu ge刀．月毎血功刀

（藷Sね刀qPSゐ

（藷Sね月qpSゐ

ぬgaceae

（藷Sね月qpS血

fおussu geJコ．助0月

コナラ属アカガシ亜属

ケヤキ

ケヤキ

マツ属複維管束亜属

コナラ属アカガシ亜属

コナラ属クヌギ節

コナラ属クヌギ節

シイ属

ケヤキ

マツ属複維管束亜属

クマシデ属イヌシデ節

コナラ属クヌギ節

コナラ属クヌギ節

マツ属複維管束亜属

マツ属複維管束亜属

シイ属

シイ属

ブナ科

シイ属

マツ属複維管束亜属

第2表　汁谷窯跡群における樹種同定結果
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：0．4mm　　　放射断面 ：0．1mm　　　接線断面

10－1．‰4　1号窯灰原　横断面1F3層　spl　マツ属複維管束亜属

0．4mm　　　放射断面

r l㌘TT

か

さ

も

と　嶺

欄

：l

P S

l．

摘
移

影

周
覧

髪

（，虐

F議
0．2mm　　　接線断面

感

儲
10－2．Nn111号窯灰原　排水溝南側の焼土下（M5層相当）sp3　クマシデ属イヌシデ節

，一

登

載

削

：0．4mm　　　放射断面 ：0．4mm　　　接線断面

10－3．‰16　2号窯　東壁A層（丑　シイ属

写真10　汁谷窯跡群の炭化材I
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：0．4mm　　　放射断面 ：0．2mm　　　接線断面

11－1．恥．6　1号窯灰原　横断面1F4層　sp2　コナラ属クヌギ節

0．4mm　　　放射断面 ：0．2mm　　　接線断面

11－2．NQ5　1号窯灰原　横断面1F3層　spl　コナラ属アカガシ亜属

：0．4mm　　　放射断面 ：0．4mm　　　接線断面

11－3．恥3　1号窯灰原　横断面1F3層　spl　ケヤキ

写真11汁谷窯跡群の炭化材Ⅱ
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第4節　汁谷窯跡群・汁谷遺跡における花粉分析

株式会社　古環境研究所

1．はじめに

花粉分析は、一般に低湿地の堆積物を対象とした比較的広域な植生・環境の復原に応用されており、

遺跡調査においては遺構内の堆積物などを対象とした局地的な植生の推定も試みられている。花粉など

の植物遺体は、水成堆積物では保存状況が良好であるが、乾燥的な環境下の堆積物では分解されて残存

していない場合もある。

2．試料

分析試料は、汁谷窯跡群の黄色土地山、1号窯灰原、汁谷遺跡のSD206埋土（調査区南壁断面）、

SH201（調査区南壁断面）から採取された計8点である。試料の詳細を第3表に示す。

3．方法

花粉の分離抽出は、中村（1973）の方法をもとに、以下の手順で行った。

1）0．5％リン酸三ナトリウム（12水）溶液を加え15分間湯煎する。

2）水洗処理の後、0．5mmの肺で礫などの大きな粒子を取り除き、沈澱法で砂粒を除去

3）25％フツ化水素酸溶液を加えて30分放置

4）水洗処理の後、氷酢酸によって脱水し、アセトリシス処理（無水酢酸9：濃硫酸1のエルドマン

氏液を加え1分間湯煎）を施す。

5）再び氷酢酸を加えて水洗処理

6）沈漣に石炭酸フクシンを加えて染色し、グリセリンゼリーで封入してプレパラート作成

7）検鏡・計数

検鏡は、生物顕微鏡によって300－1000倍で行った。花粉の同定は、島倉（1973）および中村

（1980）をアトラスとして、所有の現生標本との対比で行った。結果は同定レベルによって、科、亜

科、属、亜属、節および種の階級で分類し、複数の分類群にまたがるものはハイフン（－）で結んで示

した。

4．結果

（1）分類群

出現した分類群は、樹木花粉2、草本花粉3、シダ植物胞子2形態の計7である。分析結果を第3

表に示し、主要な分類群について顕微鏡写真を示す（写真12）。以下に出現した分類群を記す。

〔樹木花粉〕

マツ属複維管束亜属、コナラ属コナラ亜属

〔草本花粉〕

イネ科、カヤツリグサ科、ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕
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単条溝胞子、三条溝胞子

（2）花粉群集の特徴

1）1号窯灰原東壁断面

試料2～6では、部分的にマツ属複維管束亜属、コナラ属コナラ亜属、イネ科、ヨモギ属、およ

びシダ植物胞子などが検出されたが、いずれも少量である。試料1では、花粉が検出されなかった。

2）SD206埋土（調査区南壁断面）

試料7では、イネ科やヨモギ属が検出されたが、いずれも少量である。

3）SH201（調査区南壁断面）

試料8では、イネ科やヨモギ属などが検出されたが、いずれも少量である。

5．花粉分析から推定される植生と環境

花粉があまり検出されないことから植生や環境の詳細な推定は困難であるが、調査区周囲はイネ科や

ヨモギ属などが生育する日当たりの良い比較的乾燥した環境であり、遺跡周辺にはマツ類（マツ属複維

管束亜属）やナラ類（コナラ属コナラ亜属）などの樹木が生育していたと考えられる。花粉があまり検

出されない原因としては、乾燥もしくは乾湿を繰り返す堆積環境下で花粉などの有機質遺体が分解され

たことなどが考えられる。

文献

金原正明（1993）花粉分析法による古環境復原。新版古代の日本第10巻古代資料研究の方法、角川書店、p．248－262

島倉巳三郎（1973）日本植物の花粉形態。大阪市立自然科学博物館収蔵目録第5集、60p

中村純（1980）日本産花粉の標徴。大阪自然史博物館収蔵目録第13集、91p

分　　類　　群
1　　　　2　　　　3　　　　4　　　　5　　　　6

1号窯灰原　横断面1

7　　　　　　8

SD206　　SH201

学　名　　　　　　　　　　　和　名　　　　　黄色土地山　RIPy F4Py F3Py下部F3Py上部　YIPy lPy lPy

Arboreal pollen　　　　　　　　　　樹木花粉

P血us su毎℃几助0月　　　　　　マツ属複維管束亜属

Ouercus sU ge刀．上eplゐゐa血m∬　　　コナラ属コナラ亜属

Nonarboreal pollen　　　　　　　　　草本花粉

Gramineae　　　　　　　　　　　　　イネ科

Cyperaceae　　　　　　　　　　　　　カヤツリグサ科

A軸∽壷血　　　　　　　　　　　　　　ヨモギ属

Fern spore　　　　　　　　　　　　シダ植物胞子

Monolate type spore　　　　　　　　単条溝胞子

Trilate type spore　　　　　　　　　三条溝胞子

Arboreal pollen　　　　　　　　　　樹木花粉

Arboreal・Nonarboreal pollen　　　樹木・草本花粉

Nonarboreal pollen　　　　　　　　　草本花粉

Total pollen　　　　　　　　　　　　花粉総数

3　　　　　1

1　　　　1

2　　　　1　　　　4　　　　1　　　1

1　　　　2

4　　　　1　　　　1

2　　　　1

0　　　　0　　　　0　　　　4　　　　2　　　　0

0　　　　0　　　　0　　　　0　　　　0　　　　0

0　　　　2　　　　6　　　　7　　　　2　　　　1

0　　　　2　　　　6　　　　11　　　　4　　　　1

Unknown pollen　　　　　　　　　　未同定花粉　　　　　　　　0　　　　0　　　　0　　　　2　　　　0　　　　2

Fern spore　　　　　　　　　　　　シダ植物胞子　　　　　　　　0　　　　0　　　　0　　　　2　　　　2　　　1

2　　　　　　5

1　　　　　1

0　　　　　　0

0　　　　　　0

3　　　　　　6

3　　　　　　6

0　　　　　1

0　　　　　　3

Helminth eggs　　　　　　　　　寄生虫卵　　　　　　　　（－）　（－）　（－）　（－）　（－）　（－）　（－）　（－）

Digestion rimeins　　　　　　　　明らかな消化残直　　　　（－）　（－）　（－）　（－）　（－）　（－）　（－）　（－）

第3表　汁谷窯跡群・汁谷遺跡における花粉分析結果
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写真12　汁谷窯跡群・汁谷遺跡の花粉・胞子
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第6章　総　括

第1節　遺　構

1．遺構からみた窯跡の構築順序

今回の調査では1号窯のほかに新たに2号窯が発見され、さらに1号窯灰原は、灰層の堆積状況と包

含遺物の種類から異なる時期の2基の窯の灰原が重なっていると判断した。従来、単独窯と見なされて

いた汁谷窯跡地に少なくとも3基の窯跡が存在していることになる。また、GK層とMN層の間にはL

層という間層があり、包含遺物の形態差もあるので、さらにもう1基存在している可能性もないわけで

はない。従って、1号窯の正確な基数の確定については将来の調査結果を得たざるを得ないが、本報告

では中部灰層GK層と下部灰層MN層の両灰層を1基の灰原形成層として扱い、「1号B窯」の名称を

与え、YEFRの上部灰層に対応する窯には「1号A窯」の名称を与えた。

杯Hを主体とした1号B窯には、前述の通りGK層の新相とMN層の古相があり、この1号灰原の

北端部を切って1号A窯が構築されている。さらに1号A窯に隣接して2号窯が所在している。1号A

窯に伴う土坑205が2号窯の前庭部を破壊して設けられていることから、2号窯廃窯の後に1号A窯が

構築されていることがわかる。このようにみると、汁谷窯跡群は3基の窯跡4時期に分かれ、その順序

は、1号B窯MN層→1号B窯GK層→2号窯→1号A窯となる。この順序は、次節で述べる遺物の形

態および券種構成の変化とも矛盾しない。

2．窯跡と関連遺構

今回の調査並びに旧三原町教育委員会による調査では、窯跡に関連する遺構が検出されており、本項

では各窯跡と対応関係にある遺構についてまとめを行っておきたい。

【1号B窯MN層とSK201】

1号B窯MN層の関連遺構としてSK201がある。SK201は竪穴状遺構で、南東部付近から30個体以上

の土器が出土した。大半は須恵器杯Hの蓋と身で、焼け歪みがあるが、ほぼ完形に近い製品である。東

壁近くには火の使用を示す焼土面が認められ、住居址的要素をもつ。焼け歪みの製品は完形品の多きか

ら什器として使用されたと推測されるが、煮沸用の土師器が出土していないので、本住居ではなく、窯

焚き時の仮設住居の可能性が高い。或いは工房跡とも考えられるが、ロクロピットなど工房に伴う遺構

は検出されていない。なお、焼け歪みの製品が集中しているということで、製品の選別場あるいは集積

場としての見方もできようが、窯体近くの屋外作業場で選別作業や集積を行なうことのほうがはるかに

効率的である。上屋が想定される竪穴状遺構内に製品を持ち込む必然性は全くなく、製品の選別場また

は集積場とは考え難い。

【2号窯とSH201】

2号窯に関連する遺構としてSH201の方形住居跡がある。SH201は貼り床面が地震に伴う噴砂によっ

て引き裂かれている。遺物の年代から想定される大地震としては天武13年（684）の白鳳南海地震があ

り、当該噴砂はこの白鳳南海地震に伴う可能性が高い。また、2号窯は側壁の崩壊状況と灰原の不形成

から想定される操業期間の短さは大地震により損壊を受けたことを推測させるものであり、噴砂を伴う
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SH201が2号窯稼働時の住居遺構の可能性が高いことを示す。なお、SH201の噴砂と出土遺物および2

号窯の地震被災痕跡の問題については、本章第3節に記述しているのでここでは割愛する。

【1号A窯YE F R層と土坑群】

1号A窯に対応する関連遺構として、土坑205と旧三原町調査A地区の遺構群がある。A地区では斜

面裾部にテラス状の平坦部が検出されている。この平坦部は県調査区にまで及んでおり、総延長は30m

以上ある。工房関係の遺構は検出されていないが、作業スペースとして造成されたものと判断してよ

い。1号B窯操業時の仮設住居と推測されるSK201もこの平坦部の北端にあり、造成は1号B窯の開窯

時に行なわれた可能性が高い。なお、平坦部の斜面際には、当該調査区のSD201に続くと思われる南北

方向の溝（SDlO3）が検出されており、作業スペースを雨水から守る排水溝と判断される。埋土中から

杯Bなどが出土しているので、2号窯か1号A窯操業時に新たに掘削されたものと思われる。

このほか、1号A窯関連の遺構として、SDlO3南端のSKlO6・SK109があり、このうちのSKl06から

多数の賓が出土した。嚢はいずれも体部が途中で内側に折れて、口緑部が底部内面に陥没しており、使

用には耐えないが、ほぼ完形品に近い。窯体から取り出した嚢をSKlO6付近まで運び出して仮置きのま

ま遺棄した状況が想定される。SKlO6・SK109は灰原の縁辺部に位置しており、昇り降りのステップや

製品の仮置場を兼ねた作業スペースとして設けられたものと考えられる。また、2号窯の前庭部を破壊

して設けられた土坑205からは、比較的形のある遺物が多く出土し、この中にはSKlO6出土嚢類と同じ

特徴をもつ嚢〟ガもあり、SK106と同様、一次的な置場などの作業スペースとして使用されたものと考

える。

3．窯体の構造

1号B窯、1号A窯については、窯体全部が調査区外にあり、また、2号窯についても検出部位は

燃焼部のみで、窯体全体の発掘調査を実施していない。いずれも灰原、または窯体内からスサ混じりの

窯壁片が出土しているので、窯体が半地下式構造であることは明らかであるが、それ以外の窯体構造は

一切不明である。参考のために1号A窯と同時期または少し後出の洲本市の庄慶山1号窯跡の窯体園を

挿図36（文献1）に掲載した。庄慶山1号窯跡は半地下式構造で、全長8．0m（実長）、焼成部最大床幅

1．7m、焚口幅1．3mを測る。最大床幅の位置は焼成部の上寄りにあり、この付近を境にして次第に窄ま

り、排煙口に続く。燃焼部の奥行は約2m、幅1．2mで、焚口に1．7mXO．9mの舟底状ピットをもつ。舟

底状ピットからは、幅0．4mのⅤ字状の排水溝が取り付き、前庭部を貫く。前庭部は地山を掘り込んで

造成されている。

これに対して、2号窯は焚口幅0．9m、燃焼部の奥行は2．8m、舟底状ピットは長径2JOm、短径0．82m

を測る。1号A窯では庄慶山1号窯跡と同じく、窯体より続くと思われる排水溝が前庭部を縦断して掘

られている。前庭部も地山を掘り込んで造成されており、その掘削範囲も庄慶山1号窯跡とほぼ同じで

ある。以上、わずかな検出箇所からの比較のみで断定は難しいが、汁谷窯の窯体は庄慶山1号窯跡と同

じような規模・構造をもつと推測される。

このほかに窯体について注目しておきたいのは2号窯において窯体の還元部が存在しないことであ

る。前述の通り、スサ混じりの窯壁片が窯体舟底状ピット埋土層から出土しているので、天井架構の

半地下式構造であることは明らかである。窯体の還元部の存在のない窯跡の発見事例は近年増加してお

り、例をあげれば、加古川市志方窯跡群中の投松1号窯（文献2）・京都府園部町（現南丹市）の壷ノ
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谷11号窯・同18号窯（文献3）が

あげられる。投松1号窯では天井

部から床面にいたるまで還元部が

徹底して剥ぎ取られ、窯体周辺の

平坦地に積み上げられていた。こ

のように剥ぎ取られた窯壁材は砕

いて粉にして新しい窯を構築する

際に窯壁の混和材（シャモット）

として利用するために行われたも

のと考えられる。シャモットを利

用すると乾燥収縮および焼成収縮

を少なくすることができ、窯の耐

久性が増すということで、その利

用は今日も広く陶芸の世界で行な

われている。

ところで、2号窯については第

3章第4節で述べているように、

側壁の崩壊状況等から地震により

損壊したと推測している。窯壁片

の包含は舟底状ピット内のみで、

窯体の埋土中には含まれていな

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5m

S＝1：150

挿図36　庄慶山1号窯跡窯体図（文献1より）

い。また、窯体の側壁部には地山

の被熱硬化部がほとんど残存しないが、この地山の被熱硬化部の塊片および硬化還元部背後の被熟酸

化部の崩落塊もほとんど埋土中に見ることができない。通常、地山の被熱硬化部は未風化の硬い礫を含

むことが多く、砕いてシャモットとして利用するには扱いづらい。然るに、このようなシャモットにし

難い被熟硬化部の崩落塊片までもが除かれているという状況は、窯体の損壊後に崩落土をすべて取り除

き、窯体内の清掃を行なった結果と判断され、当初は窯の全面的な修復を目指したことを示す。結果的

には窯体の修復は行なわれず、南隣に新たに1号A窯を構築している。恐らくは、側壁背後の地山の崩

落が激しく修復を断念せざるを得なかったと推測される。

このように、2号窯の還元層の不存在は直接的にはシャモット材の採取によるものではないが、除去

された2号窯の天井の架構壁は1号A窯の構築に再利用されたと考えてよい。なお、2号窯の前庭部を

掘り下げて、造成された1号A窯土坑205の両肩付近に窯壁片や被熱した酸化砂岩片が集中して出土し

ており、2号窯から取り除かれた窯壁の残骸の可能性が高い。

第2節　遺物

1．G K層の遺物について

GK層出土の杯H形態は蓋と身のセットの天地上下を逆にして焼成されている。これを単なる焼成時
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の製品の置き方の特徴と捉え、あくまでも従来の杯Hとしての形態を重視するか、あるいは置き方その

ものが、蓋と身の形態の入れ替わりを示しているとするか見解の分かれるところであるが、本報告書で

は杯Hの身形態を蓋に、蓋形態を身にして実測図を作成している。その理由については、すでに第3章

で触れている通り、第1に杯H身とすれば立ち上がりの高さが口緑よりも低いのが圧倒的に多く、明ら

かに蓋のかえりの形状を示しているものが多い。さらに日録端部を内側に巻き込んでいる点（挿図27参

照）など明らかにMN層の杯Hの受部の形態とは異なる。また、06αテ・0611など杯H身としては考え難

い形態のものが存在すること。第2にMN層では含まれていない無台の杯（杯Gh）が多数存在してお

り、明らかに従前のセット関係が崩れている、などの点があげられる。

こうした杯Hの蓋と身の上下逆転例はすでに北九州市天観寺山窯跡群の調査において小田富士雄氏

が指摘（文献4）されている。観寺山窯跡群における、該当窯跡としてはⅣ区第1号窯跡、向野山窯

跡群、荘原池窯跡群があり、小田氏は「Ⅳ区1号窯においてはじめて生産の段階から上下の転倒を意識

していたことが確認された」と記述している。その後、大野城市の牛頚窯跡群中の小田浦窯跡群（文献

5）をはじめとする北九州の諸窯においても同様の上下逆転例が発見されている（文献6）。このうち

有蓋無紐椀

＿L

武生2期：王子保5号窯出土須恵器（文献8より）

∈ヨフ〔：エフ
≠＿〔－了

射水2期新段階：天地C22号窯出土須恵器（文献8より）

牛頸窯跡群小田浦50－I号窯出土須恵器（文献5より）

挿図37　杯H蓋身天地逆転例
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小田浦40－I号窯では杯身と蓋を天地逆転させたセット群とつまみとかえりを有する蓋と身のセット群

が床面から発見されている。また、中通古墳群（文献7）においても杯H身の天地を逆転させたつまみ

のない蓋が杯身とセットにして副葬されている。同様の事例は北陸地方においても報告されており、近

年、北陸地方の飛鳥時代須恵器の様相をまとめた望月氏は王子保5号窯、射水の天地C22号窯での事例

をあげ、無鉦返り蓋と呼称（文献8）されている。このほか、兵庫県内においても、窯跡出土ではない

が、三木市年ノ神2号境の石室から、杯G身に杯H身の天地を逆にして蓋とした1組（A－1・2）と

天井部にていねいなヘラ削りを施すが、つまみのない蓋と杯G身が1組（B－1・2）の合わせて2組

のセットが副葬されていた（文献9）。杯G身2個は底部にていねいなヘラ削りを施した典型的な杯G

身で、胎土・色調から杯G身2個とつまみのない蓋は同じ窯で生産されていると判断されるが、杯H身

の天地を逆にして蓋としたもの（A－1）は異なる窯で生産されたものと思われ、前代の副葬品の転用

の可能性もある。

以上の諸例からみると、GK層出土の杯H形態のものは、杯H身ではなく、すでに蓋としての意識の

もとに製作されたと考えてよかろう。杯Hから杯G形態中心への過渡期の現象と見なしてよい。なお、

GK層出土の杯H類には焼成・胎土から明らかにMN層よりの混入と思われる一群のほかに、α朋のよ

うに外面にGK層特有の緑色の自然粕がかかり、MN層の蓋Hとは異なる色調のものも出土しており、

GK層段階においても従来の杯H形態が存続している可能性があるが、GK層段階に従来の杯H身と蓋

が伴うかどうかは、窯体の発掘が行なわれていない現時点では、MN層との遺物との混在の問題もある

ので結論を出すのは難しい。

2．各窯における器種構成の特徴

1号B窯MN層（古相）出土遺物

窯跡出土ではないが、SK201出土遺物もこの段階の一括資料として扱う。色調が暗灰色または黒灰色

を主体とする。杯Hを中心器種とする。杯Gg（Jα渥）が出土しているので、かえりのある蓋Gも出現

していると思われるが、いわゆる杯H蓋を逆転させた無台の杯Ghは認められない。杯Hの受部径はM

N層では10．9cm～13．8cm、SK201出土資料では12．2cm～13．3cmである。体部は直線的で、底部との境は明

瞭なものが多く、底部はへラ切り不調整である。立ち上がりの高さは、口縁よりわずかに高い程度で、

J封3・J∬4のように口縁部より下にあるものもある。蓋も天井部は平らで、ヘラ切り不調整である。そ

の他の器種としては、平瓶、短頚壷などがある。嚢の類には嚢Alおよび嚢B類がある。また、SK201で

は有蓋高杯や椀がまとまって出土している。

なお、MN層出土の杯H類中に底部外面に緑色の自然粕がかかり、受部の外縁を内側に巻き込むGK

層段階の蓋Ghタイプのものが若干数含まれる。これらはMN層のものではなく、GK層のからの混入

の可能性が高い。今回調査区が1号B窯灰原の北端部ということもあり、MN層が1号B窯の古相の遺

物を純粋包含する層ではなく、古相の遺物を主体としながらも若干のGK層の遺物が混じり込んでいる

可能性がある。

1号B窯GK層（新相）出土遺物

外面に自然粕がかかり、明るい灰色を基本色調とする。杯Hの天地を逆転させた杯Gh、蓋Ghが主体

である。杯Ghには蓋Ghを伴わないものが量産されており、重ね積みをして焼成されている。また、杯

Gg蓋も一定量生産されている。このほかの器種には長頸壷・短頚壷・施・高杯・横瓶・嚢Al類・B類
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窯

器
名

種

1号B窯
2号窯 1号A窯

古　相 新　相

M N層 K層 G層 窯　体 E・F・R層 Y層

蓋H

∠∃∋ 17

∠ 壬 ゝ

1仇ぼ

？ ？

杯H

焉 乾

J（1ヲβ

？ ？
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∠ ∃ ≡ ゝ
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（）β仇と
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琶 ∃ ＝フ
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∈≡ 乾 6 現
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（通好 ・／一一毎 翳 ／要子 、

岩 垂 ゝ

αヲ（冴

∠ 圭 ゝ

OJαテ

く≡∃ ＝二⊇ゝ
α迂建

α紗J 121β 竜≡皇竺ト

α鑑炉

∠：登 ゝ

OJO6

杯dg ∈ ∃＝ヲ ∈∃≡：ヨ ∈≡ ヲ

∈ E も

J2仇≠

∈ 乾

∈ ≡ ヲ

月　α116

∈≡≡ヲ

Jα74 0913 脱β OJ29

蓋G b
∈＝≡L≡≡≡」±　　」　　h

JガJ

＝こゝ
イ湖

の14

のJ7

OJJO

a Jリ

蓋B ？
αヲOJ りJりJ

杯B
7

12玖ヲ

硯

α走汐

し∃ 嘉

OJJJ

OJJ5

OJJ6

椀

現
○ ∈〒∃脱り

⊇ ○ ∈∃∃JJ。
J詔7

□　存在の可能性がほぼないと判断される券種

○　存在することが確実な器種

△　存在の可能性の高い器種

？存在するかどうか不明の器種

挿図38　窯跡各層出土蓋・杯分類図　S＝1：8
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がある。次節で述べる通り、嚢の中に2号窯と同じ当て具痕をもつものがあり、2号窯との時間的な連

続性を示す。

2号窯出土遺物

窯体燃焼部からのごく限られた遺物しかなく全体の器種様相は不明であるが、杯Hの杯身のセット

は確認できず、無台の杯Ghが主体を占める。かえりのある蓋Gが一定量あり、これと組み合う高台を

有する杯Bと思われるものが1点（J皿沼）あるので、杯Bも一定量生産されているものと思われる。杯

Ggの底部のヘラ削りは省略され、ナデのみの調整に終わっている。2号窯の嚢の当て具痕がGK層出

土の嚢および1号A窯EF層出土の嚢の当て具痕と一致するものがあり、GK層操業と2号窯操業、さ

らに2号窯操業と1号A窯操業との時間的な連続性が認められる

層
分　 名
類

M N 層 ・S K 20 1 G K 層 Y E F R 層

Al
慧“≡ ‖、、ヲ 警≡ ≡ぎ　 凧、 烹

Jまえヲ αテOJ

A2

苛

1013

｝　 二二／
〒空室∃≡＝ヲ

α逝汐

ヲ

α〃1
－‘’ ラ㌔。

習　　 乙

讃努逐語耳萎墓参

～一　打 αヲαテ

＼ 画 午 ＝ 君

A3

撃 撃　 ≡貢

≡亮の

B

二7
1（冴6

∈ヨヲ
≡≡7 α掲3

10 4 7

〒＝＝〒 ‾＝ ア

J（冴β
α〃5

C ニヨさここJ　　　　　　　　－ ．‘牽 望 莞 笥 甥 確 固

紺 6

D
／⊂ 千 三し

仇彷

挿図39　窯跡各層出土蜜分類図　S＝1：12
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1号A窯出土遺物

Y・E・F・R層の上部灰層群および土坑205・SK201上層・旧三原町教育委員会調査A地区出土遺

物を含む。上位のY層と下位のF層のそれぞれの出土遺物群の中で、両層の破片同士が接合できるもの

があるので、上位層と下位層間での形態や器種の違いなどは認められない。中心器種は、杯Bとかえり

のある蓋Ggおよび杯Ghである。かえりのない蓋Bも少量存在するほか、円面硯などの特殊器種も出現

している。杯Bは高台の端部が内側に突出する特徴があり、口径・器高は大小様々で一定せず、各種の

大きさが見られる。

3．各窯の遺物年代の検討

7世紀代の須恵器については多くの研究者によって編年案が提示されている。これらの編年案につい

て、個々に検討することができないので、ここでは難波の編年を中心として陶邑編年や飛鳥編年との比

較を行なっている佐藤隆氏の論考を参考にして汁谷窯跡群の須恵器の年代について検討を行いたい。挿

図40は佐藤氏による難波編年図（文献10・文献11）で、要点は以下の通りである。

難波Ⅲ段階では須恵器杯Hの身蓋ともに法量が減少し、身の底部および蓋の天井部はヘラ切り不調整

のものがほとんどである。杯Gなど新しい器形が出現する。難波Ⅲ新段階になると、杯H・杯Gが極限

まで縮小し、数量的には杯Gが杯Hを凌駕し、杯Bが確実に所在する。難波Ⅳ古段階においては須恵器

杯Hがほとんど見られなくなり、杯A・Bが主体を占める。杯B蓋はかえりをもつが、かえりのない類

の蓋が共存した可能性がある。難波Ⅳ新段階はかえりのない類がほとんどである。各編年段階を暦年代

にあてはめると、難波Ⅲ中段階が7世紀第2四半期後半～7世紀第3四半期前半、難波Ⅲ新段階がおよ

そ7世紀第3四半期、難波Ⅳ古段階がおよそ7世紀第4四半期、難波Ⅳ新段階がおよそ8世紀第1四半

期とされている。

挿図40で示した難波編年図の横に汁谷窯跡群の各窯出土須恵器を古い順に並べた。遺構や当て具の継

続使用の状況から時間幅の長短は別として、1号B窯から1号A窯までは時間的に連続するものと考え

ている。各窯の遺物の特徴についてはすでに記述しているのでここでは割愛し、難波編年との対比を行

なっておきたい。

まず、1号B窯MN層の杯Hの受部径は10．9cm～13．8cmで、SK201出土一括資料では受部径12．2cm～

13．3cmである。底部はヘラ切り不調整で、直線的に立ち上がる体部をもち、底部との境は明瞭なものが

多い。立ち上がりの高さも低く、杯Hとしては最終段階の形態であろう。難波Ⅲ中段階に該当すると考

えたい。

1号B窯GK層は無台の杯Ghの生産と蓋Gの一定の生産に特徴付けられる。杯Hの上下逆転現象が

見られる。杯Bの生産は認められない。難波Ⅲ新段階並行と考えたい。

2号窯についてはごく限られた遣物しかなく全体の器種様相は不明であるが、杯Hの杯身のセッ吊ま

確認できず、無台の杯Ghが主体を占める。かえりのある蓋Gが一定量あり、これと組み合う杯Bも一

定量生産されているものと思われる。難波編年では難波Ⅳ古段階に該当すると考えたい。

1号A窯では杯Bとかえりのある蓋Ggおよび杯Ghが主体である。かえりのない蓋Bも少量存在す

る。難波Ⅳ古段階に該当する。

この中で、杯Hの上下逆転現象が見られるGK層の位置付けが難しいが、難波Ⅲ新段階の杯G主体

の様相はGK層における杯Gh主体の器種構成と共通するものであり、難波Ⅲ新段階に位置づけること
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については特に問題はないと思われる。2号窯についても、出土遺物の点数が少ないという問題はある

が、杯Gh、杯Bとこれと組み合う蓋Ggの存在から難波Ⅳ古段階に該当させて差し支えない。

以上、難波編年案を参考にして各窯の操業年代を示すと、MN層が難波Ⅲ中（7世紀第2四半期後半

～7世紀第3四半期前半）、GK層が難波Ⅲ新（7世紀第3四半期）、2号窯が難波Ⅳ古（7世紀第4四

半期）、1号A窯が難波Ⅳ古段階から新段階（7世紀第4四半期～8世紀初め）ということになる。但

し、難波編年案に示された暦年代がこのまま当該窯跡群の各窯の操業年代にそのまま適用できるかどう

かは、生産地と消費地、地域差の問題もあり、さらに詳細な検討が必要である。

なお、大津市山ノ神窯跡群は、4号窯（古）を除く各窯の須恵器は汁谷窯跡群の2号窯および1号A

窯の須恵器と共通する構成器種を有する。その型式は飛鳥Ⅲとされ、大津遷都（667年）後の7世紀後

半代の操業年代が与えられて（文献12）おり、難波編年を参考にした汁谷2号窯より古く実年代が与え

られている。しかしながら佐藤隆氏によれば、山ノ神窯跡群の須恵器型式は難波Ⅳ古段階に当たるとさ
註1

れており、難波編年を参考にすれば年代的な隔たりはそれほどないものと理解される。
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第3節　汁谷窯跡群における地震痕跡について

1．SH201の噴砂痕跡と出土遺物の問題

【SH201出土遺物の問題】

SH201は貼り床面が地震に伴う噴砂によって引き裂かれている。噴砂であることは寒川氏に来跡のう

え、確認していただき、第5章第1節に所見を頂いた。埋土層は噴砂によって引き裂かれていないの

で、住居放棄後に堆積したものと考えられ、地震は住居使用時、もしくは廃絡まもない時期に発生した

可能性が高い。住居跡の年代を特定するのは出土土器群であるが、以下の通りいくつかの問題がある。

まず、周港内出土の須恵器高杯（J衣形）や嚢（1427・14ガ）は住居に伴う遺物群であるが、嚢類は口

緑部を欠いており、高杯についても完形品に近いが、杯類と違って時期の特定が難しい。

また、埋土層は、黄灰柵砂質シル下層を主とする住居廃棄後の流入土である。この層からは須恵器の

杯・蓋（1419－14Z3）類が出土しているが、このうちの杯H1921・1922が1号B窯MN層期の遺物と見

なされるのに対して、かえりのある須恵器の蓋1419は2号窯もしくは1号A窯期の時期の遺物の可能性

が高い。従って、両者は同時期の所産品と見なし難く、黄灰細砂質シル下層は異なる時期の遺物を巻き

込んで住居内に堆積した可能性が高いが、どちらが住居に伴う遺物かは発掘時においては識別できてい

ない。SH201のすぐ横の斜面には複数の異なる時期の窯の灰原が重なっており、遺構内には新古どち

らもの時期の遺物の流入の可能性がある。特に、須恵器杯H身のJ段別ま底部に焼成時に生じた大きな亀

裂痕を伴う明らかな破損品で、日常の什器の代替品としても使用し難い遺棄品である。灰原からの流入

の可能性が高く、住居に伴うものとは考え難いが、断定には至らない。このように、埋土層包含の遺物

についても確実に住居に伴う須恵器の特定ができない以上、年代の特定には至らない。

【各窯出土蜜の当て具痕】

そこで、嚢の叩きの当て具痕に着目し、当て具痕から窯の特定を試みた。但し、①嚢の出土点数は形

が大きい故に、同一固体の破片が多数存在すること、②当て具痕同士の重なりにより、当て具の抽出が

難しいこと、③灰原の性格上、遺物の混在は避けられず体部の破片のみでは混入かどうかの見極めが難

しいこと、④時間的な制約もあり、すべての種類の当て具痕を抽出したものではなく、識別可能なもの

に限られている、などの問題点を含むが、挿図42と挿図43に抽出した当て具痕の拓本の一覧を作成し、

これをもとに同じ当て具痕が複数の窯跡・層・遺構にまたがるものを挿図41に提示した。

このうちのa類については本項で問題にしているSH201出土の嚢の当て具痕であるので、次項で述べ

ることとして、まず、b類とC類の当て具痕から見ておきたい。b類とC類の当て具痕はGK層と2号

窯出土嚢に認められる。2号窯の嚢はすべて窯体から出土したものである。また、この類の当て具痕を
註2

もつ嚢はGK層において一定量存在する。従って、共通の当て具痕の存在は、GK層操業期から2号窯

操業期へ当て具が引き継がれ、継続使用されたことを示す。それはさらにGK層操業期から2号窯操業

期への時間的な連続性を意味している。このうち、C類の当て具痕は1号A窯においても一定数量認め

られるので、1号A窯操業期まで継続使用されていたことになる。d類の当て具痕はGK層では発見さ

れていないが、2号窯および1号A窯で出土しており、2号窯操業期に製作され、1号A窯操業期まで

継続使用されている可能性が高い。このほか、e・f類は1号A窯と旧三原町教育委員会A地区出土嚢

に認められる当て具痕である。窯跡では1号A窯のみに認められるので、A地区出土嚢の一群が1号A

窯で生産されたことを裏付ける。
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【SH201出土蜜とa類の当て具痕】

a類の当て具痕は窯跡では今のところGK層のみに認められる当て具痕で、2号窯では確認できない。

問題のSH201周港内出土嚢J彪7はGK層出土嚢のa類の当て具痕と照合の結果、一致することが判明し、

GK層操業期の製品である可能性が高いことがわかった。ただ、b類とC類の当て具がGK層操業期か

ら2号窯操業時へ引き継がれていることから、a類の当て具も2号窯開窯時に引き継がれて使用されて

いた可能性もある。従って2号窯の限られた出土点数の中ではa類の当て具痕を残す嚢が含まれていな

かっただけとすると、2号窯産の可能性も全くないわけではない。しかしながら、2号窯開窯時には2

号窯の製品そのものが手元にはなく、しかも、2号窯の稼動期間はきわめて短いと推測されるので、2

号窯の製品である確率は極めて低く、GK層操業期の製品である可能性の方がはるかに高い○

ところが、嚢の使用時期に関してはどうであろうか。GK層操業期から2号窯操業期への同じ当て具

の継続使用が雨期の時間的連続性を示していることを考えれば、2号窯開窯時に2号窯の製品そのもの

が手元にないということは、GK層操業期に生産された嚢（J彪のが使用された可能性があることを示

している。従って、出土嚢J彪7がGK層操業期の製品である可能性が高いと指摘できても、使用時期に

関しては、GK層操業期と2号窯操業期の両方に可能性がある。すなわち、SH201の出土嚢の当て具痕

跡からは噴砂の発生時期がGK層操業期か2号窯操業期のいずれかに絞ることはできるが、限定にまで
註3

は至らないということになる。

2．2号窯における地震被災と推断される痕跡について

【2号窯の被災痕跡】

それでは窯跡では地震の痕跡なり、その影響を受けた跡が認められるのであろうか。この痕跡につい

ては、GK層操業期の窯体が調査区外にあり、現段階では確認できない。2号窯ではどうか、2号窯に

っいても、窯体の一部のみの検出に留まっている。ただ、直接の痕跡を示すものといえるかどうかはわ

からないが、状況的に地震の影響ではないかと思われる点がいくつか指摘できる。

第1の点は窯体の残存状況がきわめて悪いことである。その状況については第3章第4節で報告の通

り、側壁の崩落が極めて激しく、壁が残存している箇所においても被熱酸化層の一部が残るが、還元層

は右側壁の一部を除き、全く残存していない。埋土中に全く窯壁片が含まれていないので、検出当初は

新しく構築する窯の壁材の混和材（シャモット）に利用するために徹底的に壁の剥がしを行ない、その

際に背後の基盤層の崩落を伴ったと考えた。ところが、シャモットは砕いて粉に近い状態にして混和す

るので、利用するのはスサ混じりの粘土を主体とした天井架構土で、地山が被熱で硬化した側壁の還元

部の砕き取りまでは行なわない。そのかかる手間はもとより砕き取ったとしてもそれをシャモットにす

るために細かく砕く手間を考えると当然のことである。然るに、本窯の場合は地山の硬化還元部がほと

んど認められないのである。右側壁に表面が還元した基盤岩の一部が残存しているので、側壁は素掘り

のままで、粘土で被覆した形跡は全く認められない。従って、本来、剥がす必要のない側壁の地山の硬

化還元部が存在しないということは、人的行為以外の要因を考えざるを得ない。その要因とは具体的に

は地震の発生ということになる。

このことを示す痕跡として、第2節で報告した焚口側の被熱硬化層（幅約10cm）のずれがある。この

硬化層は基盤層から剥離し、全体が内側に傾くだけでなく、左端の一部が左隣の側壁前に重なってお

り、前後左右にかなり大きな土庄と振動を受けていたことを示している（遺構図版9－g参照）。寒川氏
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のご教示によると地震が発生した場合、山の標高の高い側にある壁は上方からの大きな圧力を受けやす

いということである。本窯の場合、右側壁が山の標高の高い側にあり、左側壁が標高の低い側（平野部

側）にある。右側壁の焚口部の残存壁のずれと燃焼部の側壁背後の地山土の崩壊はそのような圧力を受

けたということで理解ができる。また、汁谷窯跡群周辺の地質は和泉層群北阿万累層に分類され、砂岩

および砂岩優性の砂岩泥岩互層で構成されている。窯体の基盤層をみると、砂岩及び砂岩の風化土、泥

岩の脈状粘土が互層になって堆積している。従って側壁の露出層は一様ではなく、露出層の背後の層も

砂岩であったり、風化土であったりして一様ではない。地山の硬化還元部の不存在はこのような側壁の

被熱硬化した露出部と背後の層の土質の違いによって崩落した可能性が高い。もちろん同じ土質であっ

ても、揺れが生じた時には被熱硬化部とその背後の土の間は剥離しやすく、被熱硬化部の方が崩壊しや

すいのは当然のことであろう。

第2点は、明瞭な灰原形成のないことから推測される2号窯の操業期間の短さである。舟底状ピット

の埋土の状況から推測すると焼成回数は恐らく2回程度である。窯体の舟底状ピット内から出土した須

恵器や窯壁片の焼結状態はきわめて良好である。全体に自然粕がかかっている破片もあるので、窯内の

温度は1200℃以上上がっており、窯体の構造上に問題があったとは思われない。短期間での放棄につい

て考えられる理由としては、窯体の損壊以外に考え難い。通常の窯の傷みは部分的な補修で済むはずで

あり、部分的な補修では済まないくらいの大きな損壊が生じたものと考えざるを得ない。

第3点は窯体埋土中での窯壁片および硬化還元部の不存在から推測される徹底した窯体内の清掃行為

である。私達は当初は天井架構壁の落盤片のないことから、シャモット材の採取の行為のみを想定して

いたが、徹底した窯体内の清掃の状況は、2号窯の工人達が、当初、窯体の全面的な修復を試みようと

した結果を示すものと判断される。恐らく清掃を行なってみたものの天井のアーチ部を支える窯壁背後

の地山の崩壊が著しく、最終的に修復を断念して窯体を放棄し、隣に1号A窯を新しく構築したものと

判断される。

以上の観点から2号窯の窯体は修復不可能な損壊を受けたとものと推断され、その損壊は人為以外の

大きな力によるもの、すなわちSH201における噴砂の存在から液状化現象を伴う大地震以外にはあり得

ないと判断する。

【2号窯出土遺物の実年代からの白鳳南海地震被災の検討】

2号窯と住居SH201が地震の被災に遭ったとすると、年代的にみて天武13年（684年）の白鳳南海地

震（第5章第1節、寒川氏寄稿）による被災の可能性が最も高いが、2号窯の須恵器の年代が果たして

684年の白鳳南海地震の発生年代と合致するのかどうかということを次に検証しておきたいと思う。

2号窯の須恵器の型式は、本章第2節で検討した通り、佐藤氏の難波Ⅳ古段階と並行すると考えてい

る。難波Ⅳ古段階は定点年代を694年以前とし、およそ7世紀第4四半期の幅で考えられている。2号

窯が被災した可能性の高い白鳳南海地震発生年の684年はこの7世紀第4四半期の幅の中に納まること

になる。また、飛鳥編年との対比においても、2号窯の須恵器形態を飛鳥Ⅲ段階の大官大寺下層SK121
註4

（文献17）から飛鳥Ⅳ段階の藤原宮SD1901A（文献18）の間におけば、684年という年代もこの型式編

年の幅のなかで納めることが可能であろう。また、2号窯放棄の後に構築された1号A窯の須恵器も難

波Ⅳ古段階に該当させているが、2号窯の操業期間を短期間とし、2号窯の損壊後、時間を置くことな

く1号A窯を構築し、生産を再開したとすれば、684年を挟んだ前と後ろの年代ということで、型式差

を生むほどの時間的な差はなかったものと判断される。
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第4節まとめにかえて

1．淡路島の窯跡群と汁谷窯跡群

汁谷窯跡は淡路最古の窯（文献15）として知られている。以前は単独窯と考えられていたが、今回の

発掘によって3基の窯が重複していたことが明らかとなった。このうちで最も古い1号B窯は、確かな

実年代の比定は今後の検討課題ではあるが、7世紀半ば前後と考えており、淡路島で現在のところ最古

の窯である。ただ、三原平野周辺には古墳時代後期の古墳群が分布しており、汁谷1号B窯より古く遡

る窯跡が存在している可能性はある。三辻教授による淡路島における須恵器の胎土分析がほぼ完了し、

淡路領域が確定しているので、他の生産地との判別が可能となった（第5章第2節）。今後、型式的に

汁谷より遡る須恵器の胎土分析が行なわれれば、結果によっては汁谷窯跡より遡る窯跡の存在の可能性

が出てくる。

汁谷では7世紀中頃前後に開窯し、継続して7世紀末頃まで生産が行なわれている。洲本市の庄慶山

より早く開窯し、庄慶山1号窯と同時期かその直前に終了している。庄慶山1号窯の杯Bをみると高台

の作り方が汁谷1号A窯の杯Bと共通しており、汁谷窯跡群との関係を窺わせる。工人の移動があった

かどうかはともかく技術の伝播は行なわれたとみるべきであろう。

また、汁谷窯跡群周辺では次の8世紀後半の戸川池窯まで生産が行なわれていない。洲本市大野では
どうじょうじ

庄慶山1号窯の北700mの地点に藤原宮の瓦を生産した土生寺窯などがあり、また、9世紀代の木戸窯

m　　　大　　阪　　串

ユ　洲本市
Sumoto

紀

淡

海

峡

1　土生寺瓦窯跡
2　新宮窯跡
3　庄慶山1号窯跡
4　木戸1号・2号窯跡
5　佐保谷瓦窯跡

6　宮林瓦窯跡
7　戸川池窯跡
8　汁谷窯跡群
9　角床1号・2号窯跡
10　奥ノ池窯跡
11佐礼尾瓦窯跡

挿図44　淡路島の須恵器窯跡　分布図（元図　地質図徳島）
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跡も発見されている。汁谷1号A窯の終

了前後に洲本市大野周辺に生産の中心が

移ったとみてよい。

汁谷窯跡群では古墳時代の器種から歴

史時代の新しい器種への転換をみること

ができる。旧三原郡内に所在する淡路国

府がいつ設置されたかはわからないが、

汁谷窯跡群における生産器種の転換も淡

路国の中心施設が旧三原郡内におかれた

ことと無関係ではあるまい。このことは

南海道大野駅の比定地でもある洲本市内

大野地区の庄慶山1号窯の成立において

も指摘できることであり、窯跡群の成立

が律令期の地方行政制度の整備との密接

な関わりがあることを示しているといえ

る。

庄慶山1号窯跡
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挿図45　庄慶山1号窯跡および土生寺窯跡出土遺物

（文献13より）S＝1：8

2←　今後の課題

今回の調査では、遺物と遺構の検討から3基の窯跡の存在を想定したが、窯本体の調査は2号窯を除

いては行っていない。遺物は4時期に分かれるので窯の数は4基になる可能性もあるが、正確な基数は

今後の調査に委ねられる。

唯一窯体部が検出された2号窯についても燃焼部のみの調査に留まり窯全体の規模構造は不明である

が、検出された窯体部の残存状況は通常の須恵器窯とは全く異なる様相をみせている。地滑り等の直接

的な痕跡を示すものではないが、側壁の被熱硬化層の剥落等は、2号窯関連住居の可能性の高いSH201

における噴砂の存在と遺物の年代観から684年の白鳳南海地震の直接の被災を受けた結果と判断した。

寒川氏の寄稿にあるように記録に残る南海地震では天武13年（684）の白鳳南海地震が最も古いが、考

古学での発見例は極めて少なく、貴重な発見例となる。管見では、これまで発掘調査が行なわれた須恵

器窯で地震による被災の報告例はなく、今後の窯跡研究のうえでも貴重な調査事例が提供されたことに
註5

なる。また、今回の地震痕跡の発見によって、当該地域において南海地震にかかわる痕跡が発見される

可能性が今後十二分にあることを示したことにもなる。

遺物の問題に関して述べる。まず、1号窯の遺物については、A窯とB窯という時期の異なる2基

の窯の灰原の重複による混在化は避けざるを得ず、一応の分類を行なったうえで、図面・図版を作成

したが、帰属窯の難しい器形もあり、本来とは異なる窯に帰属させている恐れは充分ある。この間題に

ついても今後の窯本体の調査を得たざるを得ない。また、GK層における杯Hの上下天地逆転形態（蓋

Gh、杯Gh）については、北九州諸窯や北陸で指摘されているように、杯H身の逆転の焼成は蓋の意識

として製作されたものと判断した。本例では、明瞭な自然粕の付着状況から上下天地逆転として従来の

杯H形態と区分できたが、もし、自然和がなければ、杯Hの最終形態としていたであろう。事実、GK

層においても粕のないものについては蓋か身か迷うものも存在しており、すべてを上下天地逆転として
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とらえるべきかどうか結論を見出せていない。まして、遺跡から出土した場合、どちらが上か下かは区

別がつかないのが現状であろう。生産地としては蓋として生産されていても消費地では身として使用さ

れる場合もあろうし、その道の場合もあろう。ただ、地方窯においては、古墳時代から歴史時代への器

種の転換の過渡的状況として、杯Gの導入に付随して杯Hの上下天地逆転現象も、起こり得ることも想

定すべきではないかと思われる。

ところで、GK層操業期と2号窯の間では、嚢の当て具の継続使用から判断されるところの時間的な

連続性が想定されるが、構成器種に関しては一見不連続のように見える。GK層の杯H形態を上下天地

逆転形態と見ずに、従来の杯Hと認識した場合では1型式分の空白期間が存在しているようにも見えて

しまう。構成器種の不連続とは、具体的には杯H形態の消滅と定型化した杯Bの蓋身の突然の出現を指

すが、陶邑古窯址群のように中央に位置する窯跡群ではともかく律令初期の地方窯においては漸次的な

器種構成の変化ではなく、極端に言えば、ある日突然、新器種が中心器種となり、古い器種に取って代

わるということもあり得るのではないかと思われる。当該窯の場合、淡路国府の間近の地に位置してお

り、官に関わりの深い遺物も出土している。地方窯における突然の杯Bの出現と量産化はこのような律
註6

令期の地方行政組織の設置と密接な関係があるものと考えたい。

次に2号窯は操業期に白鳳南海地震が発生し、窯体が破損したことにより操業を停止したと判断した。

このことによって、出土資料点数が少ないが、2号窯の須恵器に白鳳南海地震の発生年代の684年とい

う定点年代が与えられることになり、7世紀後半代の須恵器編年研究のうえで、きわめて貴重な資料と

なるが、2号窯の地震被災という前提が崩れるとその根拠が失われてしまう危うさがあるのも事実であ

る。それだけに2号窯の被災痕跡の認定には他の要因の可能性も含め種々検討のうえ、慎重を期したつ

もりではある。確実に地震の被災と断定するには、2号窯全体の発掘と今後の類例の発見を得たざるを

得ないが、2号窯の窯体の状況は、稼動期間の短さも加えて地震の被災以外に考え難いと判断している。

7世紀代の須恵器については、従来の編年観に対して新しい見解が示されていることも事実である。今

回の報告では、時間的な制約もあり、これまで提示されている多くの編年案の検討を充分に踏まえたと

いうわけではない。従って、今回はあくまでも684年という実年代案の提示ということであって、確定

に至るには、今後、より多くの研究者による遺物の検討を経る必要があることはいうまでもない。

このほか、今回実施した炭化材の分析では2次林を形成する松類やアラカシ、シイ類などの同定結果

が得られた。現代の陶芸の常識では火力のある桧材が用いられるが、古代においては、特に松材に固執

しておらず、伐採可能な雑木を用いている。このことは長野県豊科町の上ノ山・菖蒲平窯跡群における

同定結果（文献19）などでも明らかである。また、植生の変化については今回の花粉分析では良好な結

果は得られていないが、当該窯跡群のように平野部に面した丘陵部においては絶えず生活用の燃料採取

のため伐採が行なわれたはずであり、2次林の形成が須恵器生産によるものかどうかは明らかにし得な

いのもやむを得ないと思われる。

註1佐藤隆氏は山ノ神窯跡群の須恵器を、難波編年では難波Ⅳ段階にあたるとされている。また、同氏はこれまでに大

津宮関連とされてきた土器群は、大津宮に関連する確たる考古学的根拠はないとして、同氏の検討してきた編年観か

ら670年～680年を中心とする年代を想定されている。（文献11）

註2　2号窯の灰原の形成はほとんどないので、2号窯からGK層灰原への嚢の混入の可能性はきわめて低い。

註3　SH201の噴砂は住居の廃絶まもない時期に発生した可能性もあるわけで、この場合は、GK層段階の操業時の住居

遺構となる。
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註4　近年提示された飛鳥編年は相原嘉之氏によれば（文献17）、以下の通りである。

飛鳥I（小墾田宮推定地SDO50、川原寺SDO2、山田寺整地層、飛鳥池遺跡他）590年代～640年代

飛鳥Ⅱ（坂田寺SGlOO・水落遺跡石組堆積層出土土器）640年～660年

飛鳥Ⅲ（大官大寺SE116・SK121他）660年～670年

飛鳥Ⅳ（藤原宮SD1901A他）670年代に遡る可能性を含みながら680年～690年を主体とする。

これに対して小森俊寛氏によって提示された試案（文献18）は以下の通りである。

飛鳥I＝A型式（小墾田宮推定地SDO50、川原寺SDO2）600年前後～630年代

飛鳥Ⅱ＝B型式（山田寺整地層、飛鳥池遺跡他）630年代～650年代

飛鳥Ⅲ＝C型式（坂田寺SGlOO・水落遺跡石組堆積層出土土器）650年代～670年代

飛鳥Ⅳ＝D型式（大官大寺SE116・SK121、藤原宮SD1901A他）670年代～690年代

両編年案は以上の通りであり、編年区分や絶対年代の設定でやや違いがある。ここではこれらの編年案に対して評価

する立場ではないので、両編年案と対比させる形で汁谷窯跡群の各窯を当てはめてみる。

MN層　－　飛鳥I後半～飛鳥II、小森編年B型式

GK層　－　飛鳥Ⅱ、小森編年C型式

2号窯　－　飛鳥Ⅲ～Ⅳ、小森編年D型式

1号A窯　一　飛鳥Ⅲ～Ⅳ、小森編年D型式

註5　SH201の噴砂跡の発見が調査終了間際であり、この時点では2号窯に地震被災の痕跡の可能性があることは全く想

定していなかった。2号窯に地震被災痕跡の可能性が高いとわかったのは調査終了後の本報告書作成時においてであ

る。従って、2号窯の調査時においては、シャモット材のための架構材の剥ぎ取りよるものと考え、記録図面等もそ

のような観点で作成していたために、掲載図面等に地震痕跡の提示としてはかなり不備があるものになったことは否

めない。

註6　このような状況は例えば大津市山ノ神窯跡群における大津遷都以降の生産様相の変化とも共通するものと考える。
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シリーズ番号 第298冊

編　著　者　名 森内秀造 ・藤田淳 ・寒川旭 ・三辻利一・山崎裕司 ・㈱古環境研究所

編　集　機　関 兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所

所　 在　 地 〒652－0032　神戸市兵庫区荒田町 2 －1 －5　 T E L O78－531－7011

発行年月 日 西暦2006 （平成18）年 3月20日

所収遺跡名 所　 在　 地
コ　　ー　 ド

北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡調査番号

汁谷窯跡群

汁　谷　遺　跡

南あわじ市 2895156 2004143

2004144

34度 134度 本発掘調査 812Id 広域営農団地

神代黒道 16分

20秒

46分

45秒

20040525～

20040801

確認調査

20031126－

20031127

農道整備事業

所収遺跡名 種　 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

汁谷1号A 窯 須 恵 器 古墳時代末～ 灰　 原 須恵器 天武13年の白鳳南海

汁谷1号B 窯

汁谷 2 号窯

汁　谷　遺　跡

窯　　 跡

住 居 跡

飛鳥時代 窯　 体

住居跡

溝

土　 坑

弥生土器 ・石器
地震時と推測される

噴砂とそれによって

損壊した可能性の高

い窯跡

窯跡に関わる住居
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付　載　圃場整備事業に伴う汁谷窯跡・汁谷遺跡の発掘調査概要

南あわじ市教育委員会　　山崎裕司

1．調査の経緯

圃場整備事業（県営土地改良総合整備事業）に伴い、平成13年度に分布調査、平成14年度に遺跡範囲

確認調査を行った。特に確認調査区44では、耕地畦畔斜面に沿って高さ約1m、幅約8mの断割を行っ

たところ、灰原と考えられる堆積層を確認することができた。調査区26・32においても、須恵器を含む

包含層が確認された。また調査区8・12では弥生時代中期の土器を含む包含層を確認し、弥生時代の遺

跡の存在も明らかになった。これらの結果を基に調整を行い、遺構・包含層に影響が及ぶと考えられる

範囲について平成14年度に本発掘調査を行うことになった。

2．本発掘調査の概要

確認調査区44周辺のA地区、調査区8周辺のB－1調査区、調査区12周辺のB－2地区で本発掘調査

を行ったが、ここでは汁谷窯跡に関係するA地区のみ概要報告を行いたい。

A地区は南西に向かって傾斜する山裾に位置し、兵庫県教育委員会調査区とは農道を隔て南西に隣接

する。A地区南西側の暗渠1・2は耕地に伴うもので、暗渠2より南西側では近現代の耕地造成によっ

て灰原等は完全に削平されている。暗渠2の北東壁に続く斜面が確認調査区44を設定した耕地畦畔部分

で、1m以上に及ぶ高低差の為、畦　宏

畔の一部が地滑りをおこしている。

暗渠2の北東側では灰原及び窯跡と

関連すると思われる遺構が検出され

た。灰原出土遺物は整理作業中で詳

しいことは述べられないが、杯Bに

対応する新しい時期の灰原がかなり

の範囲を覆っていると考えられる。

ただしSDllO周辺の灰原下層では蓋

杯Hのみが出土する層が見られ、調

査区東端にわずかにこの時期の灰原

が残っている可能性がある。

SDlOl

南西方向に向かって流れる自然

流路である。北東側が極めて浅く、

後述するように平坦部造成の影響を

受けたと考えられる。切り合いから

SD103より古いと考えられる。出土

遺物は少ないが、蓋杯はHのみの出

土である。

挿図46　確認調査区設定図　S＝1：3，000

－85－



SD102

SDlOlと同じような経路で流れる自然流路であるが、SDlOlよりも浅く、北東側は平坦部造成の影響

により完全に削平されているようである。切り合いからSD103より古いと考えられる。窯壁片が多く出

土している。出土遺物からSDlOlより新しいと考えられる。

SD103

SD103は山裾に沿って人為的に掘削された溝である。SD103周囲には山裾を削りだしたと思われる平

坦面が見られ、平坦面造成後にSD103が掘削されたと考えられる。SD104と交わる付近の溝底部が最も

高く、南東と北西の双方向に緩やかに低くなっていく。北西方向へは兵庫県教育委員会調査区SD201も

しくはSD206に続くと思われる。南東方向については、SD107に流れ込んでいた可能性が考えられる。

杯Bが出土していることから新しい遺構と思われる。平瓶は比較的残りの良い2点が出土している。

SD104

平坦部の東端を南方向へ流れる自然流路と思われる。SDlOl・102のようにSD103との切り合いが見

られず、SD103に流れ込んでいたのではないかと思われる。上述SDlO3出土の平瓶2点はSD104が流れ

込む付近で出土している。杯Bが出土していることから新しい遺構と思われる。

SK106

SK106は全体を検出していないが、長円形の土坑状を呈すると思われる。遺構内からは極めて多くの

窯跡片と大型の嚢が集中して出土している。嚢は概して残りが良く、流れ込みでなく当初からここに置

かれていたと考えられる。体部上半が陥没し、また自然粕が厚くかかっているものが大半である。杯B

の出土は確認していないが、これらの嚢は杯Bと対応する時代と思われる。

0　　　　1　　　2m

S＝1：100

挿図47　A地区遺構図
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SK109

SK106の底面より一段下がり、小さな平坦面となっている。SK106との切り合いは確認できず、同時

期の連続する遺構であったと思われる。またSDlO3・107・108とも切り合いは見られない。堰状の小さ

な高まりを境にSD103の溝部分とSK109の平坦面にわかれており、SDlO7・108はSK109に繋がる流路と

考えられる。

SD110

流路状の遺構で、蓋杯はHのみが出土していることから、古い遺構である可能性が高い。先に述べた

ように、遺構の周辺の灰原下層では蓋杯Hのみが出土する層が見られ、平坦部の造成やSKlO6・109、

SDlO7・108による削平を免れた古い時期の灰原が残っている可能性がある。

3．まとめ

蓋杯Hのみが出土し、およそ1号B窯の古い方と対応する時期の遺構の可能性があるのはSDlOl・

110である。平坦部は兵庫県教育委員会調査区SK201周辺の平坦部からの延長と考えられることから、

平坦部造成はおそらくSK201の時期まで遡る可能性が高い。ただしSDlOl・102は平坦部造成によって

削平されたと考えられるため、SK201の時期では平坦部はSDlOlの北西側程度までしかなく、1号A窯

の段階に至り、SD103やSKlO6・109等の遺構と関係して南東に拡張したと考えた方が良いと思われる。

SDlO3、SKlO6・109、SDlO7・108等、調査区のほとんどの遺構は1号A窯と対応する新しい遺構で

ある。古い遺構のSDlOl・110からは窯壁片が出土していないのに対して、杯Bを出土する遺構からは

窯壁片が一定数出土し、特にSD102、SK106からの出土が顕著であった。

平坦部北側では被熱痕が検出されており、窯と関係する何らかの作業がそこで行われていたと思われ

る。平坦部内のSD103はSDl04を通じて流れ込む山水を利用する意図があったとも考えられる。

また平坦部は丁度SD103の南東端で終わっ

ており、ほぼ同じ高さの平坦面をなすSK109

がSD103を挟んで東側に位置し、続いて階段

状の段差を経てSK106へ続く。これらのこと

から平坦部はSKlO9・106を通じて1号A窯

の新しい方へ至る通路の役割もはたしていた

のではないかと考えられる。SKlO6出土の嚢

はおそらく失敗作であろうが、遺構西側の肩

部からの出土が多く、通路の片側に寄せて置

かれていたのではないだろうか。

2号窯と対応するような遺構や灰原は今の

ところ確認できていない。
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A地区

灰原遺物出土状況

（南東から）

写真13　A地区遺構
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A地区

SK106・109付近完掘状況

（南から）
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写真14　A地区出土碧
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出土遺物一覧表

汁谷1号窯灰原
報告番号 種　 別 器　　 種 写真 図版 層区分 遺　 構　 ・　 区 口径 （cm ） 器 嵩 （cm ） 底径 （cm ）

010 1 須恵器 蓋 B 3 Y 全 区 （1 1．1） － －
010 2 須恵器 蓋 B 3 Y 全 区 （15 ．3 ）

－ －
010 3 須恵器 蓋 B 3 Y N l区 （19 ．2 ）

－ －
010 4 須恵器 蓋 B 3 Y N l区 （12 ．0 ） － －
010 5 須恵器 蓋 G Y 全区 （9．9）

－ －
010 6 須恵器 蓋 G 3 Y N l区 （10 ．3 ） － －
010 7 須恵器 蓋 G b Y 全区 （1 1．3 ）

－ －
010 8 須恵器 蓋 G b Y 全区 （12 ．2 ） － －
010 9 須恵器 蓋 G b 3 Y N l区 （1 1．2 ）

－ －
01 10 須恵器 蓋 G b 3 Y N 2 区 （12 ．5 ） － －
01 11 須恵器 蓋 G b Y 全区 （14 ．0 ）

－ －
01 12 須恵器 蓋 G b 3 Y N l区 （14 ．2 ） － －
01 13 a 須恵器 蓋 G b 3 Y N l区 （13 ．4 ） － －
01 13 b 須恵器 杯 B 3 Y N l区 （12 ．8 ） 3．6 －
0114 須恵器 杯 B Y S l ・S 2 区 （1 1．9 ） 4．2 （6．4 ）

0115 須恵器 杯 B 3 Y 全区 （12 ．4 ） 4．2 （7．2）

01 16 須恵器 杯 B 3 Y N 2 区 （13 ．4 ） 3．3 8．5

01 17 須恵器 杯 B 3 Y 全区 （14 ．4 ） 3．9 （8．0）

01 18 須恵器 杯 B 3 Y S l ・S 2 区 － 3．6 （6．5）

01 19 須恵器 杯 B Y 全区
－ －

（7．1）

012 0 須恵器 杯 B 3 Y 全区 － －
（7．0）

012 1 須恵器 杯 G h 4 Y S 区 （10 ．2 ） 3．1 （6．9）

012 2 須恵器 杯 G h 4 Y 全区 （10 ．7 ） 2．9 6．3

012 3 須恵器 杯 G h Y S 区南端 （10 ．7 ） 3．8 6．1

012 4 須恵器 杯 G h 4 Y S 区南端 （12 ．0 ） 4 ．0 －
012 5 須恵器 杯 G h Y 全区 （10 ．6 ） 4．0 6．7

012 6 須恵器 杯 G h 4 Y S l ・S 2 区 1 1．0 4．4 6．0

012 7 須恵器 杯 G h Y 全 区 （1 1．0 ） 3．9 （5．8）

012 8 須恵器 杯 G h 4 Y 全 区 12 ．0 4．3 7．0

012 9 須恵器 杯 G 4 FK S 区南端 （1 1．0 ） 3．2 （7．9）

013 0 須恵器 杯 G Y S l・S 2区 （9．3） 4．7 （5．0）

013 1 須恵器 椀 Y 全 区 （16 ．8 ） （9．1）
－

013 2 須恵器 円面硯 4 Y 全 区 （14 ．9 ） 8．4 17 ．6

013 3 須 恵器 皿 Y S l・S 2区 （22 ．6 ） （3．0）
－

013 4 須恵器 高杯 Y S l・S 2区 （11．2 ） （3．7）
－

013 5 須恵器 高杯 Y 全 区 － （3．4） －
013 6 須恵器 高杯 Y S 十 S 2区 －

（4 ．9） （9 ．1）

013 7 須恵器 高杯 4 Y 全 区 － （4．0） （7 ．8）

02 01 須恵器 短頸壷 Y S l・S 2区 （5．7） （4．8）
－

02 02 須恵器 短頸壷 Y N l区 （6．0） （3．2）
－

02 03 須恵器 短頸壷 4 F K S 区南拡張部 （11．6 ） （1．8） －
02 04 須恵器 壷蓋 Y 全 区 （1 0．4 ）

－ －
02 05 須恵器 平瓶 Y N l区 （6．4） （6．0） －
02 06 須恵器 平瓶 Y 全 区 （6．8） （4．6）

－
02 07 須恵器 短頸壷 Y S 区 － （10．7 ） －
02 08 須恵器 奮 A 3 4 Y N 2区 （32 ．6 ） （7．6）

－
02 09 須恵器 奮 A l 4 Y 全 区 （35 ．2 ） （5．3）

－
02 10 須恵器 碧 A 2 4 Y N l区 （28 ．2 ） （5．7） －
02 11 須恵器 嚢 A 2 4 Y 全 区 （35 ．6 ） （5．2）

－
02 12 須恵器 奮 A 2 4 Y N l区 （56 ．2 ） （1 0．6 ） －
02 13 須恵器 奮 C E B N l区 （16 ．5 ） （5．3）

－
02 14 須恵器 療 B 4 Y 全 区 （22 ．7 ） （7．4） －
02 15 須恵器 嚢 B 4 Y N 2区 （18 ．2 ） （7．1） －
02 16 須恵器 嚢 B Y S l ・S 2区 （20 ．1） （7．8）

－
02 17 須恵器 蓋 G h Y 全 区 （12 ．0 ） － －
02 18 須恵器 蓋 G h Y N 2区 （12 ．5 ）

－ －
02 19 須恵器 蓋 G h Y 全 区 （12 ．1） － －
02 20 須恵器 蓋 G h Y S 区南端 （13 ．7 ）

－ －
02 21 須恵器 杯 H Y S l ・S 2区 （12 ．1） （2．5） －
02 22 須恵器 杯 H Y S l ・S 2区 （1 1．3 ） 2．9 －
02 23 須恵器 杯 H Y S l ・S 2区 （13 ．1） 3．3 （6．6）

02 24 須恵器 杯 H Y S2 区 （12 ．1） 3．0 －
03 01 須恵器 蓋 B 5 E 横 断面 2 （12 ．2 ）

－ －
03 02 須恵器 蓋 B 5 E 横 断面 2 （12 ．8 ） － －
03 03 須恵器 蓋 B F K S 区南拡張部 （19 ．7 ）

－ －
03 04 須恵器 蓋 G 5 D S2 区 （中央サブ トレ） （9．8） － －
03 05 須恵器 蓋 G E F N 2区 （窯体左凹地） （10 ．0 ）

－ －
03 06 須恵器 蓋 G 5 E F N 2区 （10 ．0 ）

－ －
03 07 須恵器 蓋 G F N 2区 1 1．9 － －
03 08 須恵器 蓋 G b 5 F N 2区 1 1．1 － －
03 09 須恵器 蓋 G b E 横 断面 2 （13 ．1） － －
03 10 須恵器 蓋 G b E F 全 区 （12 ．4 ）

－ －
03 11 須恵器 蓋 G b F 横 断面 2 （12 ．9 ） － －
03 12 須恵器 蓋 G b F 横 断面 2 13 ．1 － －

03 13 須恵器 蓋 G b F 全 区 （13 ．0 ）
－ －

03 14 須恵器 蓋 G b 5 E F 全 区 14 ．3 － －
03 15 須恵器 蓋 G b F K S2 区 13 ．9 － －
03 16 須恵器 蓋 G b 5 E S2 区 （13 ．1） － －
03 17 須恵器 蓋 G b E N 2区 （13 ．7 ）

－ －
03 18 須恵器 蓋 G b 5 F 横 断面2 13 ．6 － －
03 19 須恵器 蓋 G b 5 F N l区 16 ．3 － －
03 20 須恵器 蓋 G b F N 2区 15 ．6 － －
03 21 須恵器 蓋 G b F 横断面2 － － －
03 22 須恵器 杯 B 5 F N l 区 （10．8） 3 ．2 （6 ．3 ）

03 23 須恵器 杯 B F 縦断セクション （11．3 ） 3 ．8 （5 ．8 ）

03 24 須恵器 杯 B F K 全区 （12．0） 4 ．0 （6 ．0 ）

03 25 須恵器 杯 B D S 2区 （12．0） 3 ．6 （6 ．8 ）

0 326 須恵器 杯 B 5 F N 2 区 （12．8） 3 ．5 （6 ．5 ）

－95－



報告番号 種　 別 器　　 種 写真図版 層区分 遺　 構　 ・　 区 口径 （cm ） 器高 （cm） 底径 （cm ）

03 27 須恵器 杯B 5 E F 縦断畔内 （13．0） 3 ．2 （8 ．3 ）

03 28 須恵器 杯 B 5 D 縦断 （13．3） 4 ．3 （6 ．7 ）

03 29 須恵器 杯 B F 縦断 （12．8） 3 ．7 8 ．7

03 30 須恵器 杯 B 5 E F N 2 区 （16．3） 5 ．0 －
03 31 須恵器 杯 B E F N l 区 －

（2 ．2 ） －

03 32 須恵器 杯 B 5 E F ・Y 全区 －
（2 ．7 ） （7 ．6 ）

03 33 須恵器 杯 G h 5 E B N l 区 （10．5） 3 ．5 6 ．7

03 34 須恵器 杯 G h F 横断面2 （10．3 ） 3 ．8 7 ．4

03 35 須恵器 杯 G h 5 F 横断面2 （11 ．1 ） 3 ．8 6 ．0

03 36 須恵器 杯 G h F 横断面2 （10 ．8 ） 3 ．9 6 ．8

03 37 須恵器 杯 G h 5 E B N l 区 11 ．8 4 ．1 7 ．1

03 38 須恵器 杯 G h 5 E B N l 区 （11 ．1 ） 5 ．2 6 ．3

03 39 須恵器 杯 G h 5 E N い N 2区 （11 ．0 ） （3 ．5 ） 7 ．1

03 40 須恵器 杯 G 5 F 横断面2 （10 ．8 ） 3 ．3 6 ．7

0 341 須恵器 杯 G E N llN 2区 （10 ．2 ） 3 ．4 （8 ．5 ）

0 342 須恵器 杯G F 縦断セ クション （9 ．7 ） 3 ．7 （6 ．9）

0 343 須恵器 杯G E F 表土 11 ．0 3 ．2 －

0 401 須恵器 高杯 6 E F N 2 区 （11 ．7 ） 6．5 8．4

0 402 須恵器 高杯 6 E F N 2 区 － （4 ．2 ） 7 ．9

0 403 須恵器 高杯 F S 2 区 －
（3．2 ） 8．6

0 404 須恵器 はそう 6 E 横断面2 － （4 ．3 ） －
0 405 須恵器 はそう 6 E F N 2 区 （西端 ）

－
（6．3 ）

－
0 406 須恵器 平瓶 F K N 2 区 （5 ．9 ） （4 ．3 ）

－
0 407 須恵器 短頸壷 F N 2 区 （7 ．8 ） （3 ．4 ） －

0 408 須恵器 壷蓋 F 全区 － － －
0 409 須恵器 壷蓋 F 横断面2 （10 ．8 ） － －

0 410 須恵器 短璽頁壷？ E 縦断セ クション －
（5．5 ） （8 ．0）

0 41 1 須恵器 平瓶 E F N 2 区 （西端 ） － （7．4 ） －

0 412 須恵器 不明 6 E B N l区 －
（3 ．8 ）

－
0 413 須恵器 壷　 脚部 F N 2 区 －

（2．3 ） （11 ．1 ）

0 414 須恵器 椀　 脚部 E F N 2 区 －
（4 ．6） （10 ．0 ）

0 415 須恵器 たこ壷 6 E F N 2 区 －
（8．2 ）

－
0 416 須恵器 たこ壷 6 F N 2 区

－
（7．6） －

0 417 須恵器 長璽頁壷？ 6 E F N 2 区 －
（9．2 ）

－
0 418 須恵器 鉢 6 E F N 2 区 （20 ．1 ） （8．3 ） －

0 419 須恵器 鉢 6 F 横断面2 （37 ．2 ） （9．9）
－

0 420 須恵器 横瓶 6 F N 2 区 （10 ．8 ） （5．2 ） －
0 42 1 須恵器 奮B 7 E B N l区 （20 ．2 ） （6．1） －

0 422 須恵器 蜜B 7 D N l・N 2 区 （18 ．2 ） （6．4 ）
－

0423 須恵器 奮B 7 D 縦断セ クション （25 ．6 ） （9．0） －
0424 土師器 奮B 7 F N 2 区 （2 1．9 ） （5．3 ）

－
0425 須恵器 嚢D 7 E F 縦断畔内 （17 ．1） （7．1）

－
0426 須恵器 蜜C 6 E F 全区 （17 ．9 ） （6．4 ）

－
0427 須恵器 嚢B F N 2 区 （17 の （6．2）

－
050 1 須恵器 奮A l 7 F N 2 区 （28 ．4 ） （12 ．6 ） －

0502 須恵器 奮A 2 7 F N 2 区 （32 ．8 ） （12 ．9 ）
－

0503 須恵器 磐A 3 7 F N 2 区 （46 ．2 ） （10 ．6 ） －
0504 須恵器 嚢A 2 7 F 横断面2 （54 ．6 ） （7．3）

－
0505 須恵器 蜜A 2 7 F Y 灰面検出中 （主に北半） （48 ．1） （18 ．6 ） －
0506 須恵器 蓋G E F N 2 区 （西端） （13 ．0 ）

－ －
0507 須恵器 蓋G h F N 2 区 （1 1．7 ）

－ －
0508 須恵器 蓋G h F 横断面2 （1 1．4 ） － －

0509 須恵器 蓋G h F N 2 区 （12 ．4 ）
－ －

0510 a 須恵器 蓋G h F N l区 （12 ．1） － －
051 0b 須恵器 杯 F N l区 （1 1．1）

－ －
051 1 須恵器 蓋G h FY S l区 （13 ．2 ） － －
0512 須恵器 蓋G b R N l区　 排水溝 （12 ．3 ） － －

0513 須恵器 蓋G b R N l区　 排水溝 （13 ．1） － －
05 14 須恵器 蓋G b R N l区　 排水溝 （13 ．0 ） － －
05 15 須恵器 杯B ？ R N l区　 排水溝 （13 ．1） 2．7 （9．3）

05 16 須恵器 杯G R N l区　 排水溝 （1 1．6） （3．8） （8．9）

05 17 須恵器 杯H R S 2 区　 排水溝 （12 ．4 ） （2．1）
－

05 18 須恵器 杯H R S 2 区　 排水溝 （12 ．9） （2の
－

060 1 須恵器 蓋G FK N 2区 1 1．2 － －

060 2 須恵器 蓋G 8 FK N 2区 （1 0．0）
－ －

060 3 須恵器 蓋G 8 FK S 2 区 10．5 － －

060 4 須恵器 蓋G 8 FK S l区 （11．1）
－ －

06 05 須恵器 蓋G h 8 FK S 区南拡張部 （10．7） － －
060 6 須恵器 蓋G h F K N 2区 （西端） （11．2）

－ －
06 07 須恵器 蓋G h F K S l区 （11の － －
06 08 須恵器 蓋G h F K N 2区 （11．9）

－ －

06 09 須恵器 蓋G h FG K 横 断面2 （12．2）
－ －

06 10 須恵器 蓋G h F K S l区 （12．2） － －

06 11 須恵器 蓋G h F K N 2区 （14の
－ －

06 12a 須恵器 蓋G h F K N 2区 （西端） （11．9） － －
06 12b 須恵器 杯G h F K N 2区 （西端） （10．7）

－ －
06 13a 須恵器 蓋G h F K S2 区南拡張部 （12．4） － －
06 13b 須恵器 杯G h F K S2 区南拡張部 （11．4） （2．3）

－
06 14a 須恵器 蓋G h F K N 2区 （西端） （12．6） － －
06 14b 須恵器 杯G h F K N 2区 （西端） （10．8） （1．4）

－
06 15a 須恵器 蓋G h F K N 2区 （12．2） － －
06 15b 須恵器 杯G h F K N 2区 （12．9） 2．3 －

06 16a 須恵器 蓋G h F K N 2区 （12．1） － －
06 16b 須恵器 杯G h F K N 2区 10．8 （1．4） －

06 17 須恵器 杯H F K N 2区 （12 ．9） 2．1 （8．2）

06 18 須恵器 杯H FK S l区 （1 1．2 ） 3．3 －
06 19 須恵器 杯H F M N 2区 （12 ．4 ） 2．8 6．5

062 0 須恵器 杯H FK N 2区 （12 ．3 ） 4．1 （6．0）

062 1 須恵器 杯H FK N 2区 （13 ．2 ） 3．0 （6．5）

062 2 須恵器 杯H FK N 2区 （13 ．8） （4．0） －
062 3 須恵器 杯G h F S l区 （1 1．7 ） 3．0 －
062 4 須恵器 杯G FK N l区 （1 1．2 ） 3．5 （7．2）

062 5 須恵器 椀 F M N 2区 （1 0．7 ） 5．7 －

062 6 須恵器 椀 F M N 2区 （13 ．0） 5．3 －

－96－



報告番号 種　 別 器　　 種 写真図版 層区分 遺　 構　 ・　 区 口径 （cm ） 器高 （cm ） 底径 （cm）

0 627

0 628

0 629

0 630

0 631

0 632

0 633

06 34

須恵器 台付皿 ？ F K 全区 （2 1 8） （2 ．3 ）

＿．＿（4 剋 ＿‖（3 ．9 ）

＿」左駐 ＿‖＿（4 ．3 ）

（6 ．2 ）

（7 ．4 ）

（7．0）

（4．2）

（5．4）

（4 6）

－
須恵器 台付椀 F K S l区 － －
須恵器 台付椀 8 F K S 2区

－ ＿＿（堂 の ＿‖＿

（13．9）

…」範軋 ‖＿

須恵器 台付椀 F K S 2区 －
須恵器 高杯 8 F K S 2区

－
須恵器 高杯 8 F K S l区

－
須恵器 嵩杯 8 F K 全区

－ －
須恵器 高杯 F K 全 区

－ －
06 35 須恵器 平瓶 8 FK 横 断面2 （3 6）

－
06 36 須恵器 横瓶 FK S l区 （11 0 ）

－
06 37 須恵器 横瓶 F M N 2区西端 （10 9 ）

－
063 8 須恵器 こしき 8 F G K 横断面2 （3 7）

－
063 9 須恵器 鉢 F K M S 2 区 （25 9 ） （7 3 ）

－
070 1 須恵器 長空頁壷 8 FK N 2区 （西端） （8 0 ？） （8 4 ）

－
070 2 須恵器 長頸壷 8 FK S 区南拡張部

－ （2．0）

4 2

．…山 ＿了工＿

070 3 須恵器 壷脚？ FK S 2 区
－

070 4 須恵器 壷蓋 8 FK S 区南拡張部 （1 1 2 ） （2 7 ） －
070 5 須恵器 短璽頁壷 FK N 2 区 （西端） （8 7） （9 4 ）

－
070 6 須恵器 ・＝l＝・翌 8 F K M S 2 区

－ （6 9 ） －
070 7 須恵器 士璽 FK S l 区 － （7 7 ）

－
070 8 須恵器 ・＝土＝璽E FK S 2 区

－
（4 7 ）

－
070 9 須恵器 嚢B F K S l 区 （1 1 2 ） （5 8 ）

－
071 0 須恵器 嚢B F K S 2 区 （15 1 ） ＿＿‖＿踏 み ．＿

（7 2 ）
－

071 1 須恵器 婆B F K N 2 区 （西端 ） （18 3 ）
－

0712 須恵器 棄B 8 F K S 2区 （19 7 ） （9 1）
－

0 713 須恵器 嚢B 8 F K N 2 区 （西端 ） （21 8 ） …‖蝮亜 ＿…

＿…月 旦 ＿＿（7 ．0 ）

＿…且 虹 ＿‖（7 ．7 ）

（11 ．7 ）

－
0 714 須恵器 奮B Y ・FG 全区 （16 4 ）

－
0 715 須恵器 奮A l 8 F K S l区 （33 5 ）

－
0 716 須恵器 蜜A l 8 F K S 2区 （35 3 ）

－
0 717 須恵器 婆A 2 8 F K 全区 （31 8）

－
0 718 須恵器 嚢B F K S l区 （23 6 ） －
0 719 須恵器 婆D F K S l区 ＿．厘 ゆ ＿…

10 8
－

0 80 1 須恵器 蓋G g 9 G 横断面2
－ －

0 802 須恵器 蓋G h 9 G 横断面2 （11 4）
－ －

0 803 須恵器 蓋G h G 横断面2 （11 3）
－ －

0 804 須恵器 蓋G h 9 G 横断面2 （12．0）
‖日面 ．前 日‾

－ －
0 805 須恵器 蓋G h 9 G 横断面2

－ －
0 806 須恵器 蓋G h 9 G 横断面2 （12 0） 3 2 －
0 807 須恵器 蓋H 9 G 横断面2 （11 8） 3 6 －
0 808 須恵器 杯 H 9 G 横断面2 （11 7） 3 4 （5 ．4 ） ’

0 809 須恵器 杯 H 9 G 横断面2 （12 0） （2 9）

0 810 須恵器 杯 H 9 G 横断面2 （12 4 ） 3 4 （6 ．0 ）

…＿＿抜㊥ ＿＿7 ．5

0 811 須恵器 杯 G h 9 G 横断面2 （11 7） （2 ．8）

（2 ．6）

＿＿＿姓カ ＿‖（3 5）

08 12 須恵器 杯 G h 9 G 横断面2 （10 8）

08 13 須恵器 杯 G h G 横断面2
－ （7 ．5 ）

08 14 須恵器 杯 G h 9 G 横 断面2
－

08 15 須恵器 はそつ 9 G 横断面2 （9 0） ＿…．抜 け 目

（6 6）
－

08 16 須恵器 はそつ 9 G 横 断面2 （1 0 0 ）
－

08 17 須恵器 はそつ 9 G 横 断面2
－

（3．7） （5 5）

08 18 須恵器 杯G g G 横 断面2 （9 1） － （7 0）

08 19 須恵器 高杯脚 G 横 断面2
－

（3 4）
－

08 20 須恵器 椀 G 横 断面2 9 0 （2 9） －
08 21 須恵器 壷蓋 G 横 断面2 （8 8）

－ －
08 22 須恵器 蓋G g 10 K 横 断面2

－ － －
08 23 須恵器 蓋G 10 K 横 断面2 （12 0 ） － －
08 24 須恵器 蓋G g 10 K 横 断面2 （13 0 ）

－ －
082 5 須恵器 蓋G h 10 K 横断面2 （12 2 ）

－ －
082 6 須恵器 蓋G h K 横断面2 （1 1 8 ） 3 4 －
082 7 須恵器 蓋H K 横断面2 （9 6）

－ －
082 8 須恵器 蓋H K 横断面2 （1 1 0 ） （3 4 ） （7 5）

082 9 須恵器 杯H K 横断面2 （13 2 ） （3 5） （7 6）

083 0 須恵器 杯H K 横断面2 （12 7 ） （3 6） （6 1）

083 1 須恵器 杯H K 横断面2 （12 0 ） ＿＿…軽 み …＿

3 8

5 3

083 2 須恵器 杯G h 10 K 横断面1 （12 2 ） ．＿…掟こけ＿＿

（4 ．9）

（6 2 ）

083 3 須恵器 杯G h K 横断面2 （12 8 ） 3 4
083 4 須恵器 杯G h K 横断面2 （9 9） （3 8）

083 5 須恵器 杯G h 10 K 横断面1 （1 1 8 ） 2 7 （6 5 ）

083 6 須恵器 杯G h K 横断面2 （11 6 ） （1 5 ） （4 3 ）

083 7 須恵器 杯G h K 横断面2
－ （4 1） －

083 8 須恵器 平瓶 K 横断面2 （10 0 ） （3 0 ）
－

0839 須恵器 はそつ K 横断面2 （10 0） （3 5 ） －
0 840 須恵器 高杯 10 K 横断面2

－
（10 5）

－
0 84 1 須恵器 長頸壷 10 K 横断面2 （9 4 ） （7 5 ） －
0 842 須恵器 短頸壷 K 横断面2 － （6 4 ）

－
0 843 須恵器 奮B K 横断面2 （2 3 0）

－

（7．5）

…＿＿拉こけ ＿＿

．…＿蝮 ¢ ＿‖＿（5．9）

6．5

6．8

（6．2）

（6．2）

6 ．5

5．5

（6 4）

0 90 1a 須恵器 蓋G h 10 F K S 2区 11 8 3 2
0 90 1b 須恵器 杯 G h 10 F K S 2区 11 1 －
0 902 須恵器 蓋G h 10 K 全区 （12 4） －
0 903 須恵器 蓋 G h ・杯G h 10 K 全区 （12 2）

－
0 904 須恵器 蓋 G h 10 K 全区 12 4 3 2

0 905 須恵器 杯 G h K S l区南拡張部 （11 2） 3 2
0 906 須恵器 杯 G h K S l区南拡張部 （10 7） 3 4

0 907 須恵器 杯 G h 10 K 全区 （11 0） 2 8
0 908 須恵器 杯 G h K 全区 （11 5） 5 1
0 909 須恵器 杯 G h K S l区 （1 1 6） 3 9

0 910 須恵器 杯 G h 10 K S l区 1 0 5 4 2
09 11 須恵器 杯 G h K S 2区拡張部 （1 1 8） （1 3）

09 12 須恵器 杯 G h K S l区 － 3 1
09 13 須恵器 杯 G g K N l区 ・南拡張 （9 5）

－
09 14 須恵器 蓋 H K S 2区拡張部 （10 8 ） 3 7
09 15 須恵器 蓋 H K S l区 （1 1 6） 3 8
09 16 須恵器 蓋 H K S2 区南拡張部 （12 1） 3 1

09 17 須恵器 杯H 10 K S 区 （12 2 ） 3 8
09 18 須恵器 杯H 10 K 全 区 （12 ．6）

－97－



報告番号 種　 別 器　　 種 写真図版 層区分 遺　 構　 ・　 区 口径 （cm ） 器高 （cm ） 底径 （cm ）

l ●　● 須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

婁 10 K S l 区 （24 4 ） （6．9）

l ●　l 10 K 横断面2 （整形時南半） （24 ．1 ） （7．6）

土日、7 10 K 全区 （8．0） （5．3） －

l● 士婁 K S 2 区・拡張部 － － －

l● 石《　士 K 全区 （5．6） （3．6）
－

A 2 10 K 全区 （27 ．9 ） （10 ．4 ） －

l● K S l 区 （20 ．8 ） （1 0．5 ）
－

l●　● B K 全 区 （20 ．3 ） （10．4 ）
－

l● B K 全 区 （1 9．4 ） （4．2） －

●●　； A K 全 区 （4 2 4 ） （9．1）
－

ll 婁 G L S2 区拡張部 － － －

婁G h L S2 区拡張部 （11．1）
－ －

l l G h L 横 面2 （10．5） 4 ．2 （5 ．4 ）

G L 「葡 面2 （10．8） 3 ．2 （7 ．2 ）

婁H 11 L 横断面2 （11．3） 4 ．9 －

l l● H L S 2区拡張部 （10．8） （2 ．4 ） －

l l H L S 2区拡張部 （11 4） （3 ．4 ）
－

H L S 2区拡張部 （12 1） 3 ．9 （6 ．2 ）

ll● 士 L 横 面2 －
（4 ．2 ） 5 ．0

l l は　 － L ‾葡 面2 （9 ．8 ） （4 ．2 ） －

10 11 El 11 L S 2区拡張部 －
（6 ．3 ） （8 ．7 ）

石羅百害ヒ L 横断面2 －
（7 ．9 ）

－

11 L S 2区拡張部 （23 6） （6 ．0 ） －

婁H M 4M 5 横断面2 （11 1 ）
－ －

10 15

10 16

10 17

婁 H 11 M 横断面2 （11 ．8 ） 2 ．9 －

婁H 11 L ・N3 S l区南西隅 （11 ．4 ）
－ －

婁H 11 M 4M 5 横断面2 （10 ．2 ） － －

婁H 11 M 4M 5 ‾嶺 面2 （1 1．6 ） 4 ．0 －

l　● 婁H N l ‾聴 面2 （10 ．0 ） － －

l l 婁 H N l 横断面2 （9．6） － －

杯H （蓋G h ？）

H

M 4M 5 横断面2 （10 ．5 ） （3．9）
－

10 22

10 23

1 1 M N S l 区南西隅 （10 ．9 ） （3．3 ） （5．7）

H M 横断面2 （1 1．0 ） （3．7） （4．1）

H N l 横断面2 （1 1．9 ） （2．8） （4．7）

l H 1 1 M 4M 5 横断面2 （12 ．2 ） （2．7） （6．4）

l　● 1 1 M 4M 5 横断面2 （12 ．2 ） 2．7 （5．1）

l H M N 1区南西隅 （12 ．2 ） 3．1 （5．3）

H N l 横断面2 （12 3 ） （3．9） （6．2）

1 29 H M N S l区南西隅 （12．8） （3．4） （6．5）

l l H 11 M N S l区南西隅 （13．8） 3．9 （5．7）

l H 11 N l 横 断面2 （13．0） 3 ．7 （6．6）

H 11 M 4 M 5 横 断面2 （13．1） 3 ．3 （5．6）

l H M 4 M 5 横 断面2 （12．4） （2 ．9） （5．9 ）

G 11 N l 横 面2 （11．4） （3 ．0 ） －

＿埠 …＿＿…．＿＿日…．＿‖＿

石《　士

11 N l 横 面2 （10．8） 4 ．5 （5 ．6 ）

l　● 11 N l 横 断面2 （8 1 ） （3 ．3 ） －

l ＿埠 ？＿＿．＿‖＿……＿＿＿＿…

はそう

　ヽ′

N l 横断面2 （14．8） （5 ．1 ）
－

N l 横断面2 （9 ．7 ） （2 ．5 ） －

11 N l 横断面2 （8 ．9 ） （4 ．8 ） －

　ヽ′ 11 N l 横断面2 －
（8 ．5 ） （16．7）

．A 11 M 4 M 5 横断面2 － （4 ．3 ） （22 ．4）

lコ 11 M N 全区 －
（2 ．4 ） （7 ．8 ）

104 3

104 4

104 5

10 46

⊂コ 11 M 横断面2 － （6 ．8 ） －

ロ 11 M N S l 区南西隅 －
（4 ．4 ） （11 ．8 ）

石《　士 11 M 横断面2 （12 ．0 ） （4 ．3 ）
－

11 N l 横断面2 （19 7 ） （4 ．0 ） －

B 11 M 4M 5 横断面2 （19 ．9 ） （3 ．6）
－

10 48 蛮 B 11 M 4M 5 横断面2 （22 ．8 ） （3．2 ） －

土坑205

報告番号 種　 別 器　　 種 写真図版 層区分 遺　 構 ・　 区 口径 （cm ） 器高 （cm ） 底径 （cm ）

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

＿葦 鞄 ＿＿＿＿…．＿．＿＿＿．＿

蓋G b

蓋 G b

蓋 G b

婁

12 横 断セクション　 ①③～⑦層 （10．7）
－ －

層 － －
（9．6）

l 横断セクション　 ①③～⑦層 （12 2）
－ －

6 ⑧層 （11．7） － －

12 6 ⑧層 （11．4） － －

l●
6 8 層 （11．8） （4 ．6 ）

－

110 7 G h 全区 （10．8） 3 ．7 （4 ．9 ）

6 8 層 （10 2） 3 ．9 －

l● h ⑥⑧層 （11 2） 3 ．9 －

G h 全区 10 ．8 3 ．7 6 ．9

横断セクション　 ①③ ～⑦層

＿照 準セクと弓と＿＿＿⑲⑰居………＿＿＿＿＿．．＿＿＿＿＿6 8 層

（11 ．6） 3 ．3 7 ．0

12 （11 ．5）
－ －

－ 3 ．1 6 ．3

12 全区 （11 ．3） 4 ．3 －

●
1S 区黄色土 （11 ．7） （3 ．1） （8 ．3 ）

● ●
6 8 層 －

（3 ．0 ） （6 ．2 ）

●
．革 断セクと早と…⑲⑰層……＿＿……＿＿＿…．

サブトレ　 ⑥⑧層

（10 ．2） （3 ．5 ）
－

●
（9 ．6 ） （4 ．0 ） －

・＝ヒ 12 6 8 層 －
（11 ．8 ）

－

1 120 ・＝l＝・ サブトレ　 ⑥⑧層
－

（4 ．2 ） （9 ．1）

士 12 サブトレ －
（14 ．8 ） （8 ．3 ）

士 6 8 層 － （15 ．9 ） （11 ．2 ）

12 1 S 区黄色土 （10 8 ） （9 ．5 ）
－

日 6 8 層 － （4 ．1） （8 ．6 ）

・＝ヒ　　ム サフトレ　 ⑥⑧層 －
（5 ．3 ） （21 ．0 ）

全区 （19 ．0 ） （5 ．0） －
全区 （22 6 ） （2 ．7） －

1128

1129

サフトレ　 ⑥⑧層 （22 ．7 ） （10 ．2 ）
－

嚢 12 ⑥⑧層 －
（15 ．3 ） －

－98－



汁谷2号窯窯体
報告番号 種　 別 器　　 種 写真図版 層区分 遺　 構　 ・　 区 口径 （cm ） 器高 （cm ） 底径 （cm）

120 1 須恵器 蓋 G b 13 窯体舟底状ピッ ト下層 （12．1）
－ －

1202 須恵器 蓋 G b 13 窯体舟底状ピッ ト下層 （12．0） － －
1203 須恵器 杯 B ？ 13 窯体舟底状 ピッ ト下層 （12．7 ） （4 1）

－
1204 須恵器 杯 G 13 窯体舟底状 ピッ ト下層 （13 0 ） （3 7） 8 0
1205 須恵器 杯 G h 窯体 舟底状 ピッ ト下層 （11．0 ） （2 9） （7 6）

1206 須 恵器 杯 G h 13 窯体舟底状 ピッ ト下層 11．4 3．7 6 3
1207 須恵器 杯 G h 13 窯体舟底状 ピッ ト下層 12 ．2 4．2 7 4

1208 須恵器 杯 G h 13 窯体舟底状 ピッ ト下層 （1 1．2 ） 4．3 （6 2）

1209 須恵器 杯 G h 13 窯体舟底状 ピッ ト下層 1 0．1 4 ．4 5 9

1210 須恵器 椀 13 窯体舟底状 ピッ ト下層 （9．0） 4 ．9 （5 6）

12 11 須恵器 椀 13 窯体舟底状 ピッ ト下層 （14 ．8 ） （7 ．2 ） －
12 12 須恵器 高杯 13 窯体舟底状 ピッ ト下層

－
（8．4 ） 8 3

12 13 須恵器 蜜 B 窯体舟底状 ピッ ト下層 （23 ．6 ） （4 ．3 ） －
12 14 須恵器 平瓶 窯体舟底状 ピッ ト下層 （6．6） （3 ．1）

－
12 15 須恵器 平瓶？ 窯体舟底状 ピッ ト下層

－ （8 ．2 ） －
12 16 須恵器 嚢破片 13 窯体舟底状 ピッ ト下層

12 17 須恵器 婆破片 窯体舟底状 ピッ ト下層

12 18 須恵器 蓋 G 13 窯体内埋土 （舟底状 ピッ ト上層） － － －
12 19 須恵器 蓋 G 窯体内埋土 （舟底状 ピッ ト上層）

－ － －
12 20 須恵器 蓋 G b 13 窯体内理土 （舟底状 ピッ ト上層） （14 ．0 ） － －
12 21 須恵器 蓋 G b 13 窯体内埋土 （舟底状 ピッ ト上層） （13 ．2 ）

－ －
12 22 須恵器 杯 窯体内埋土 （舟底状 ピッ ト上層） （12 の 3 4 －
12 23 須恵器 杯 G g． 13 窯体内埋土 （舟底状 ピッ ト上層） （9．7 ） （3 3 ） （7 7 ）

12 24 須恵器 杯 G h 窯体内理土 （舟底状 ピッ ト上層）
－ （3 ．8） 6 6

12 25 須恵器 杯 G h 窯体内埋土 （舟底状 ピッ ト上層）
－ 3 ．5 5 9

12 26 須恵器 高杯 窯体内埋土 （舟底状 ピッ ト上層）
－

（6 ．3 ）
－

12 27 須恵器 嚢 B 窯体内埋土 （舟底状 ピッ ト上層） （15 ．2 ） （3 9）
－

12 28 須恵器 奮破片 13 窯体内埋土 （舟底状 ピッ ト上層）

12 29 須恵器 嚢破片 13 窯体内埋土 （舟底状 ピッ ト上層）

123 0 須恵器 嚢破片 窯体内埋土 （舟底状 ピッ ト上層）

123 1 須恵器 蓋 G 窯本体流土層 （11 ．4） － －
123 2 須恵器 蓋 H 窯本体流土層 （12 ．5） 3 6 －
123 3 須恵器 杯 G 窯本体流土層 10 0 3 4 6 8

123 4 土師器 高杯 窯本体流土層 － （4 9 ） （9 7 ）

123 5 須恵器 奮 A 3 窯本体流土層 （2 8 4） （8 2 ）
－

123 6 須恵器 嚢 B 窯本体流土層 （15．6） （3 ．8 ） －

汁谷遺跡

報告番号 種　 別 器　　 種 写真図版 層区分 遺　 構　 ・　 区 口径 （cm ） 器高 （cm ） 底径 （cm ）

13 01 須恵器 蓋 H 14 S K 20 1 床面 11．2 3 7 －
13 02 須恵器 蓋 H 14 S K 20 1 床面 （10．2） 3 5 －
13 03 須恵器 蓋 H 14 S K 20 1 床面 13 ．0 4 7 －
13 04 須恵器 蓋 H 14 S K 20 1 床面 11．1 4 3 －
13 05 須恵器 蓋 H 14 S K 20 1 床面 （11．5） 3 ．8 －
13 06 須恵器 蓋 H 14 S K 20 1 床面 13 ．9 5 ．0 －
13 07 須恵器 蓋 H 14 S K 20 1 床面 12 7 4 8 －
13 08 須恵器 蓋 H 14 S K 20 1 床面 （1‾2 ．0）

－ －
13 09 須恵器 蓋 H S K2 0 1 床面 （1 1．2 ） 3．7 －
13 10 須恵器 蓋 H 14 S K2 01 床面 12 6 3 7 －
13 11 須恵器 蓋 H 14 S K2 01 床面 12 ．0 4 0 －
13 12 須恵器 蓋 H S K2 01 床面 13 ．6 4 1 5 3
13 13 須恵器 杯 H 14 S K2 01 床面 12 ．2 3 6 6 3

13 14 須恵器 杯 H 14 S K2 01 床面 12 ．8 3 3 4 9
13 15 須恵器 杯 H 14 S K2 01 床面 12 ．2 3 4 5 4

13 16 須恵器 杯 H 14 S K2 01 床面 12 ．6 3 5 5 5
13 17 須恵器 杯 H 14 S K2 01 床面 12 ．3 3．5 6 3

13 18 須恵器 杯 H 14 S K2 01 床面 13 ．3 2．9 6 3
13 19 須恵器 杯 H 14 S K2 01 床面 13 ．1 4．0 7 4

132 0 須恵器 杯 H 14 S K2 01 床面 12 ．7 3．7 5 9
132 1 須恵器 杯 H 14 S K2 01 床面 13 ．2 3 7 5 6
132 2 須恵器 杯 H 14 S K2 01 床面 12 7 3 9 5 9

1323 須恵器 杯 H 14 S K2 01 床面 12 ．9 2 6 5 9
1324 須恵器 杯 G 15 S K2 01 床面 （11 ．0 ） 4 4 （6 4 ）

1325 須恵器 椀 15 S K2 01 床面 11 9 5 7 －
1326 須恵器 椀 S K 20 1 床面 （12 2 ） （7 6 ）

－
1327 須恵器 椀 15 S K 20 1 床面 17 3 9 0 －
1328 須恵器 有蓋高杯 15 S K 20 1 床面 （13．3） （12 9） 9 7
1329 須恵器 有蓋高杯 15 S K 20 1 床面 （13．8） （11．1）

－
1330 須恵器 有蓋高杯 15 S K 20 1 床面 （14．2） （11 ．8） （10 ．2 ）

133 1 須恵器 短頸壷 S K 20 1 床面 （7 0 ） （1 4 ）
－

1332 須恵器 壷 （133 1の休部？） 15 S K 20 1 床面
－ （7 7 ） －

1333 須恵器 蜜 A l 15 S K 20 1 床面 （32．4） （12 7）
－

14 0 1 須恵器 蓋 G b 16 S K 20 1 上層 （13．0）
－ －

14 02 須恵器 蓋 G b 16 S K 20 1 上層 （13．2）
－ －

14 03 須恵器 蓋 G b 16 S K 20 1 上層 （12．0 ）
－ －

14 04 須恵器 蓋 G b 16 S K 20 1 上層 （11．3 ） － －
14 05 須恵器 蓋 G b 16 S K 20 1 上層 （11 ．8 ）

－ －
14 06 須恵器 蓋 G S K 20 1 上層 （10 8 ） － －
14 07 須恵器 杯 G h 16 S K 20 1 上層 （10 ．5 ） 3 7 7 0
14 08 須恵器 杯 G h S K 20 1 上層 （11 ．5 ） 4 1 7 3

14 09 須恵器 杯 B 16 S K 20 1 上層 － （2 5 ） （7 ．6 ）

14 10 須恵器 短頸壷？ S K 20 1 上層
－

（6 5 ）
－

14 11 須恵器 士翌 S K 20 1 上層 － （9 2 ） －
14 12 須恵器 短頸壷 16 S K 20 1 上層 9 ．5 14 1 －
14 13 須恵器 奮破片 16 S K 20 1 上層 － （3 9 ） －
14 14 須恵器 磐 D S K 20 1 上層 （20 ．4 ） （7 0 ）

－
14 15 須恵器 寮 B S K 20 1 上層 （22 ．1 ） （6 ．7 ）

－

－99－



報告番号 種　 別 器　　 種 写真図版 層 区分 遺　 構　 ・　 区 口径 （cm ） 器高 （cm ） 底径 （cm ）

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

土師器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

り。

士婁 床面又 は上層 9 ．9 － －

14 17

14 18

＿展 軽 ＿＿日…＿……＿‖＿

lコ

15 床面又 は上層 － （3 ．1） 7．2

15 床面 又は上層 －
（2 ．8 ） 7 ．0

婁G 17 S H 202 暗褐色土層 （11．0） － －
書目 S H 202 暗褐色土層 （11．3）

－ －

14 21 H 17 S H 202 暗褐色土層 （11．0） 2 ．9 5 ．2

H S H 202 暗褐 色土層 （13．5） （3 ．3 ） －

　ヽ′ S H 202 暗褐色土 層 －
（6 ．9 ）

－
17 S H 20 2 暗褐色土層 （21．0） 8 ．2 －

17 S H 20 2 暗褐色土層 （12．8） （4 ．2 ） －

2 □ 17 S H 20 2 周溝内 （10．9） 5 ．3 （7 ．8 ）

17 S H 20 2 周溝内
－

（7 ．0 ） －

B 17 S H 20 2 周溝内 （16 ．7 ） （6 ．7 ）
－

● 婁B b S K 206 （16 ．0 ） －

● G S K 206 （10 ．9 ） 3 ．3 （7 ．3 ）

● G h S K 20 6 （10 ．8 ） （5．5 ） 6 ．6

B S K 20 6 －
（2．0） （9．9）

B S K 20 6 （19 0 ） （3．6）
－

●● A 3 S K 20 6 － （4．8） －

● ⊂コ S K 20 6 －
（3．8） （7．7）

●； 婁B b S K 2 10 （12 ．1） 2．2 －

●● G S K 2 11 9．4 3．5 8．4

● G h S D 2 05 （1 1．9 ） 3．4 （6．7）

婁H フ S D 2 05 （12 ．6 ） 3．4 －

2 S D 2 05 （19 ．7 ） （5の
－

1513

15 14

15 15

婁 G S D 2 06 （1 1．9 ） － －

婁H S D 2 06 （12 ．3 ）
－ －

H S D 2 06 （12 ．3 ） （2．4） －
S D2 06 （22 1） （2．6）

－

15 17

15 18

15 19

152 0

152 1

2 2

S D2 06 －
（4．3）

－

A l S D2 06 S K2 01下層 －
（3．5） －

G h S D 208 （9．9） 3．5 （5．7）

B S D 208 －
（4．5） （7．5）

亡コ S D 208 －
（5．1）

－

　ヽ′ S D 208 （8 ．4） （4．6） －

152 3

152 4

音　 7 S D 213 －
（2．1） （5．8）

、B S D 213 － （1．5） （7．9）

婁 包含 層 － － －

2 ＿塑 鍵 …＿＿＿‖……＿‖＿

皿 7

包含 層 －
（1 ．9 ） （13の

27 包含 層 （2 3の （4 の －

、′‘±7 包含 層 －
（3 ．5 ）

－

1 7 18 P 201 － （9 ．9 ） －

2 ！＼
土坑205　 2 区黄色土 －

（3 ．3 ） （5 ．5 ）

16 03

16 04

16 05

爪　 土 lコ 18 S D 20 9 （19．3） （5 ．7 ）
－

州　 土 ム 18 S D 20 9 －
（5 の （16．5）

′＼ 土 ⊂コ 18 S D 20 9 －
（6 ．6 ）

－
士 18 S D 20 9 （19．6） （7 ．2 ） －

7 ／＼
台付鉢 o r台付無頸壷

．＿J・．・．＿lコ

18 S D 20 9 －
（10 ．6） （16．0）

1　 8 出　 土 18 S D 20 9 － （9 ．0 ） （6 ．9 ）

1609

1610

11

′＼ 土 18 S D 20 9 （33 ．9） （12 ．3 ） －

爪　 土 嚢底部

壷底部

壷底部

壷底部

18 S D 2 09 －
（8 ．5 ） 11 ．2

／＼ 18 S D 2 09 －
（10 ．0 ） （10 ．4 ）

1612

1613

′＼ 土 18 S D 2 09 －
（7 ．8 ） （12 ．0 ）

弥生土器 S D 2 09 － （4 ．4 ） 7 ．2

報告番号 種　 別 器　　 種 写真 図版 層 区分 ． 遺　 構　 ・　 区 口径 （cm ） 器高 （cm ） 底径 （cm ）

0003

0004

000 5

000 6

0 7

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

目頭．

挿
42 M

42 L

挿 42 M

挿 42 M

挿 42 M

●●●； 手 42 M

●●●● 手 4 2 M

●●　● 手 4 2 S K 20 1下層

●● 手 4 2 G K

2 　 手 4 2 G K

00 13 手 4 2 G K

手 4 2 G K

●● 喜 4 2 G K

●●　● 4 3 E F

‡ 4 3 E F

●●　； 4 3 E F

●●　● 43 E F

●●　● 43 E F

0 021 挿 43 Fつ

43 Y

図 43 Y

0 024

0 025

＿＿＿摺図堂 ＿

挿図42

Y

奮破片 K

－100－



図 面



第1図

1号窯　Y層出土遺物

C：二三≡十号鴨き，
β1β1

≠≡≡≡華至当．
α1β4

∠≡≡塑ゝ　∠≡塑ゝ
（〃αテ　　　　　　　　　　　　　　　　β1β6

∠≡空≡ゝ、∠空‡華≡ゝ
β1α7　　　　　　　　　　　　　　　　β11β

蛸等
〒＼皐
∈∃＝プ＋（妄ヨニフ

α121　　　　　　　　　　　　　　　　α122

享＿二等ナ
∈∃∋　∈≡∃頭

＿∃ちl

≡当

／／′已‾‾「－－、

β1β7

∠≡空±ゝ
α111

幸吉
＼⊆三！亨／

（〃J9

慈二＿＿二二子

∈ヨフ
α127

丁一丁て卜
α1∬

＼書≦ヒ′
β137

！／一草
α1α7

聯二＿

＼謹
α1〟

竃二

≡‾l＿＿

〒〒≠7
α1朋

子し
β136

10　　　　　　　　　　　20cm

－　　－　　－　　－　　　　　‾　　　‾　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　－　　－　　　　　‾　　　‾　　‾　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－



第2図

1号窯　Y層出土遺物

〒二 ／了〒ゝ

ノ

ヽ

ノ＝〒‾±吐　　∈≡≡］こき二ヽ

七戸　ン㌢ 最 ′1ミク’うこ　　　　　　　　 多

α〃2

、顧蒜詠葬等穿輿望彗琵琶麹

＼

α〃7

≒≡幸三7
α221

∠≡∃≡∋ゝ　∠∃≡ゝ≠≦琶ゝ
α〃β　　　　　　　　　　　　　　　α〃タ　　　　　　　　　　　　　　　α2誹7

ミヨ云7　くミヨ云7■　∈≡∈7
α㌶2　　　　　　　　　　　　　　　αZaブ　　　　　　　　　　　　　　　α芝堵

0　　　　　　　　　　　10　　　　　　　　　　20cm

】一　一　一　一；　　i　　　　　　‥　」



第3図

1号窯　E・F層出土遺物

α形β

。一三二二‾二二三言：！二二二轟

α玖7

ミ≡≡≡隼！〒

／一‥一」∈至二二1

α尖〃

竃二二竿＿葦二等子
〒∃妄己∈≡⊆護7『≡∈表㍉≡∈之

ミ＝±く
のガ

∈≡妄ノ鵬∈≡∈7似∈≡5た∈≡∈云7闘

国雄∈∈藍∈≡≡∈プ脱。

∈≡∋脱1〔‡≡≡∈ヲ膨　∈∃＝た
0　　　　　　　　　　　10　　　　　　　　　　20cm

L　一　一　一i i l



第4図

1号窯　E・F層出土遺物

仇柑1

1‾二「。二

≧±く＼＼＼＼
仇ぎα7

／／／一亡手鼻葛ヽ

β4α7

了丁、）

∈空∋
仇柑ダ

」i、・・、

．、．．；．．．恥．弓i　＿二

′〒＝＼
β407

仇ぎα7

＼　』。

′12

■
〒≡≡＝離＿二

β42ヲ

＿＿‾三一一一一一一暇

rl／〒、、



第5図

1号窯　E・F・R層出土遺物

E・F層

柚帖伸助 彬 －

膠 溜咋脚 ‾至：重病房和 声

カケ　夢芦参雷ド

∴∴‥，＿＿＿「！

】＿＿琴　＿＿賊軍

善幸幸三

幽l，：：：：ll：：．一一日1－・lJ．　　　　－‘1－－蛸

∠≦∃±ゝ
ノ

αテββ

∈童規。
R層

く二二　」　　　1「ゝ

α卍2

『≡‡≡≡‡ヲ
α汀5

∠∃2ゝ
αテ∂7

逃〒二二二

∠二二≡∃＝三至管、

脱3

∈≡哀β

α元首

∠∃：∋ゝ　∠∃≡竺ゝ
α甜

∠＝ヨ亡きゝ
脱4

〒≡∃二二二才
α訂7

α元汐

0　　　　　　　　　　　10

！日　日i　　　；　　　　　　　　！



第6図

1号窯　F・K層出土遺物

∈重石ト　．皇室ゝ

∈
ββと汐

∈≠濁
≡芸才

β丘17

ββα7

∠≦≡‡≡≒β

≠塑㌔　∈至吾の

碍7紹
鍔∠彗苧≧吏2
二二≒

β丘14

≡≡＝‾三二

ミヨ≡；芝

∈∃二頂　∈≡≡E≠之

妄iヲ
β段77

調　法、
β成形

も

＼
β広三Z2

／早葛、、 ∃

′

∈5∈≠議
∈

β朗9 ∈∃＝之

∈去「∈∋
β肪 β成形

＼衰亡
β鋭71

10　　　　　　　　　　　20cm

－－－．■－－



第7図

1号窯　F・K層出土遺物

∈ノ

≠
β冗将

／苧

∈≦∃：≧＼

霊至棄宗こ‾◎　－▲

≠＝二百

続

ノ



第8図

1号窯　G層・K層出土遺物

G層′′／一挙車覧

∠≡P
αゝ彫

∠ヨ
（ゝ渚06

∈∃：：∋7

∈≡≡⊂Zl

三三≠二

／

／一4m－

α迂怒

K層

≦∃三ゝ
αタα7

『≡≡5己

∈∃」プ
脱2

∠≡∃≡ゝ
α死相

ミミ≡ラ£

＼⊆≡」王3

閻β
l

≠ヰ、ゝ一
勝19

∠≡≦　1　、　　亡｝上ヽ
仇弓2ヲ　　　　　　　　　　　　　　　　　α以

∈∃二克乙」－⇒鵬∈∃竺し

∈∃‡＝藍〒≡∈惹　く≡喜之

買∈∃云ま　∈∃哀ま
∈∃］ノ　し」＿′′

α沼β

〒∃＝乙

／

αえヲ7

∈「左 J揖

i

く≡∃≡亮：

＼』二二ら七4

∈〒磯

∈2㌔

≠∃≡∋

10 20cm

！一　一　日i　　　；　　　　　　　l



第9図

1号窯　K層出土遺物

額“
三≡±一二二

∈∃≡言の3

紹4
く：≡≡5才

脱7

編＿二歯十
∈≡∃：東β6　∈≡∈老7

頂β∈≡己Z

∈：≡∈∃　∈∃竺＼
α〃百

∈≡∃云烹

／萱∃‡ここ

；一一11－

脱β

（汐仇≠

∈∃ミニノ
α鵜

＼こ二二二」ささ事′

胆12

≡
／∠≡∃■■ヽ

α逝2 ／′〒！

〔、、‥巾：ノー：・・・

20cm

〒≡≡『二二＝ヲ

二二　二
－　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　－　　　－　　－　　　－　－　　－　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　‾　　　　　　－　－　　－　－　－　　－　　－　‾　　－　　－



第10図

1号窯　L・M・N層出土遺物

L層
ノー年、

二三二∴＝

∠≡∃＝AJ。〝∈≡571。の『＝：［＝仁。似

妄言‾‾ナ
ノα形

「郡7二

M・N層

紹4 ∈ヽ1α15
薫β∈∃三タ
∈三才ぼ　く≡∃；7脚

ミヨ‡ヲβ。7∈∃三言の

＼黛∈

∠‡賛6串。17
⊆」〕脚≠
『　　　∈書∃＝言霊

∈∃＝惹∈∃：ラ烹7〒≡言；∈∈∃＝乙

∈≡≡∈之。∈≡≡∈ヲ∴焉∃＝護∴∈∃≡た

∈∃＝二晃閻J掘

／／黛　FJの7／亡羊∃履
⊆∃　‾7

1α拶 ＝：ヲ二＿二＿±±ゝ∴

∈「ブ

1ヽ仇≠J

下身

妄4
←‾‾‾→　二君≠β

0　　　　　　　　　　　10

－　－　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾　　‾　　　　　　　　　　　　‾　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　－　　－　　　　　　　　　　‾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　－　　　　－　　－



∠≡≡萱箋

了一∠章＝＝＝∃■

11αテ

∈≦≦∃±ゝ
JJα7

芸。6
∈≡⊆弓7　∈蓋え

∈∃≡嘉川∈王二硬2

≡∈⇒1乃∈］＝416

三三二＿l十

二二二≠＿＿

二≒二二＿

第11図

1号窯　土坑205出土遺物

′／T＼，

∠型ゝ、
JJ仇≠

聖　二二二

∈≡∋Ⅲ7問Jβ

′

「：こ二．、



第12図

2号窯　窯体出土遣物

舟底状ピット下層

∠－　　！　　＿＿＿＿＿＿＿睾ヽ

JJ形1

∈∃≒毛

∠二二：＝上＝＝＝≡≧ゝ

12α7

＝‾‾二∴

鷲∃＝Iフ猫閻

亮　窪一一≡＿

／

舟底状ピット上層

／頂

‾二子

jlL

J219

∈喜蔓＼騒

〒〒7

∠≡＝二∃＝∵三ゝ
1劇

＼≒≡≡」／
了が

流土層

∠≦∃±ゝ　∠≦∃二＼

∈≡∈采調

仁「

∈≡三二一二：：：：∃　　　　■ト

1221

∈∈た∈≡∃：コが

ミ≧kご ≡≡C
1期

0　　　　　　　　　　10

12ヲβ

20cm

「日　一一；　　l l



三三〒二 三三≡三二 l三軍二三＿十

∈≡∈≧1く≡≡深：）艦萱≡）
13αテ

≦≡≡F＼
13（汐

買二二

JJβ6　　　　　　　　　　　　　　1謝7

±竿羊
〒≡∈之∵∈≡萱≡

∈≡E＝ヲ　∈
J且77　　　　　　　　　　　　　　　1ヱ1β

ミ≡昌之琶≡≡ヨ　ミ≡王享と

∈喜∋

第13図

汁谷遺跡　SK201下層出土遺物

三享≒二＿＿

∠≦≡葦

強一一11二十二二

深β

冠l‾‾≠∫＿＿＿



第14図

汁谷遺跡　SK201上層・SH201出土遺物

SK201上層

∠≦≡重きh　∠≦∃±ゝ
14α1　　　　　　　14β2

∈≦≡＝：≒宰≒声　　∠∃ささゝ
J4αテ　　　　　　　　仇紆

∈≡≡∈≡ヲ4。7∈≡574の

∈ノ

／

＿＿団i案

SH201

暗褐色土

r′‾、♪

∠黛
1ゝ419

l

l

。≦：≡≡≡き±ゝ
14α7

∈＝∃二二ユ
1416

紹 箪÷＿二
ぐ－　－　－　－　－　－　－　－　－　－

′′ンつ　二亘芳 ‾－　　　‾三三三＝二三≡≡≡

』皇
1417　　　　　　　　141β

≒∃二；7
1422

塵

／所 10 20cm

！一　日11　　1　　　　　＿＿　＿」



第15図

汁谷遺跡　SK・SD群出土遺物

∈≡騙ま　問鵜と≡塞雲

、　∴‾‾1

SD205

∈≡∃：ZO

SD206

千三二＝＝ヨ一一一一一一」うーJ封3

SK211

∈喜∋

三三一二二一

∈J封4　　∈∃＝ヲ㌦

SD208

閤妄＼酒　輝子思
SD213

∠＝＝＝冒曳．　　盲享±二＿考
了以 1彪4

包含層

／三⊇享毒し闇　∈≡‾≡∃　」細J誰

0　　　　　　　　　　　10　　　　　　　　　　　20cm

‾　　　　　　　　　　　　　　　‾　　　　　　　　　　‾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　‾　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　－



⊂「

第16図

汁谷遺跡　SD209出土遺物

Po201

SD209

刀

岳‾‾‾鞄

2号窯流土層

＼つ亮 ＼＼つク

0　　　　　　　　　　　　5cm

」＿」＿＿＿＿」＿＿＿＿⊥＿⊥」



遺構写楽詳版



遺構図版1

a）汁谷窯跡群・汁谷遺跡遠景（西から）

b）汁谷窯跡群・汁谷遺跡全景（西から）



遺構図版2

a）1・2号窯全景（灰原検出時）西から



遺構図版3



遺構図版4

1態十・音士∵㍉⊥ふよ三．∴∴∴′∵空

曹顧拶喝出精
b）1号窯灰原横断面（中央排水溝より北）

d）1号窯灰原横断面（中央排水溝より南）

C）1号窯灰原横断面（中央排水溝）



遺構図版5

a）1号窯前庭部排水溝

b）1号窯完掘状況（北西から）



遺構図版6

a）2号窯前庭部

（1号黒土坑205）

縦横断面

b）2号窯前庭部

（1号窯土坑205）

縦断面

C）2号窯前庭部

（1号窯土坑205）

完掘状況



遺構図版7

a）2号窯全景

b）2号窯全景



a）2号窯断面1（西から） b）2号窯断面1（西から）

C）2号窯断面2（西から） d）2号窯断面2細部（西から）

e）2号窯断面2細部（西から）

g）2号窯断面3細部 h）2号窯断面3細部

遺構図版8



遺構図版9

b）2号窯舟底状ピット（西から）

f）2号窯右側壁（西から）

h）2号窯左側壁（西から）



遺構図版10



遺構図版11

a）SK201全景（北から）

b）SK201土器出土状況（西から）



遺構図版12

a）SK201東西断面（南から）

C）SK201東西断面（南から）

e）SK201土器出土状況（東から）

g）SK201東辺土器出土状況（西から）



遺構図版13

a）SH201全景（西から）

b）SH201周壁溝検出状況（西から）　　　　　d）SH201周壁溝内土器出土状況（西から）



遺構図版14

b）SB201ピット1断ち割り（西から）

a）SB201全景（西から）

。じゃlジwyh

C）SB201ピット2断ち割り（南から）

d）SB201ピット4断ち割り（西から） e）SB201ピット5断ち割り（北から）



遺構図版15

a）SK204断面（北から）

b）SK206断面（北から）

C）SK207断面（南西から）



遺構図版16

a）SK210完掘状況（南から）

b）SK210断面（南から）

C）SK211土器出土状況（南から）



遺構図版17

a）SD205断面（北から） b）SD205断面（北から）

C）SD206断面（東から）

h）SD213断面（西から）



遺構図版18

‖
堪
－
一
．
・
J
・
、
一
－
　
　
　
1
．
－
・
・
一
P
一
‥
・
一
‥
－
サ
斗
．
．
一
‥
一
l
一
・
・
し
㌔
l
、
．
．
、
一
．
1
・
．
‥
・
・
一
▼
．
臓

＼

　

　

　

∴

　

　

∵

　

∵

‥

．

一‥1．、㍉．

顕lIト．■1．煽感‥‥‥…‥｛‥．1‥‥1－1．一一1．．一・．1－‥lll‥l‥‥…．．一‥l‥｝l｝l［‥一一．1．一1．1｝．－11‥1．1－11一‥1・‥－．｝．‥llll‥．■酢11■ll脱l・l一．一［lll‥．

a）SD209全景（南から）

b）SD209断面（北から）

C）SD209内土器出土状況

（北西から）



遺構図版19

a）噴砂A断面（北から）



遺物等魔弾版



遺物図版1

a．1号窯YE F層出土須恵器
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b．1号窯G K層出土須恵器



遺物図版2

a．1号窯MN層出土須恵器
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b．2号窯出土須恵器

C．汁谷遺跡SK201出土須恵器



遺物図版3

1号窯Y層出土須恵器1



遺物図版4

1号窯Y層出土須恵器2
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遺物図版5

1号窯E・F層出土須恵器1
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遺物図版6

1号窯E・F層出土須恵器2



遺物図版7

1号窯E・F層出土須恵器3
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遺物図版8

1号窯FK層出土須恵器



遺物図版9

1号窯G・K層出土須恵器1



遺物図版10

1号窯G・K層出土須恵器2



遺物図版11

1号窯M・N層出土須恵器
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遺物図版12

1号窯土坑205出土須恵器
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遺物図版13

2号窯出土須恵器
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遺物図版14

汁谷遺跡SK201下層出土須恵器1
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遺物図版15

汁谷遺跡SK201下層出土須恵器2
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遺物図版16

汁谷遺跡SK201上層出土須恵器



遺物図版17

汁谷遺跡SK201出土土器



遺物図版18

汁谷遺跡SD209出土弥生土器
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遺物図版19

汁谷遺跡出土石器
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